



























































これはゾンビですか？９




はい、祝（呪）いに来ました♥








木村心一





富士見ファンタジア文庫









本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
















口絵・本文イラスト　こぶいち　むりりん

口絵・本文デザイン　伸童舎
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プロローグ「人生のラグナロク」

第一話「へい、寿司くいねえ」

第二話「踊るアホウの憂鬱」

第三話「優しさの成分が一番効くんです」

第四話「帰れ！　ご主人様！」

第五話「撃ち抜け！　ヌルヌルを越えて」






　あとがき



























　怒ど濤とうのように流れていった冬休みが終わり、一月中ちゆう旬じゆん。

　外に出るのも億おつ劫くうになった季節。

　心ばかりのやんわりとした暖だん房ぼうの教室の昼休み。位置が悪いのか、それとも窓がちゃんと閉まってないのか。窓まど際ぎわの俺の席には、時折冷たい風が通っていた。

　俺は弁当箱を広げながら、箸はしを上う手まく扱あつかえるように、冷えた手にはーっと息を吐はいていた。

「あーい、かわ」

　満面の笑えみを浮うかべた短たん髪ぱつの少女が、やってきていきなり俺の席に座ろうとする。

　すでに俺が座っているにもかかわらず──である。

　まるで強ごう情じような人間が残った椅い子す取とりゲームのように、一つの椅子を奪うばい合う俺たち。

　というか、一いつ緒しよに座りたいようで、俺は半分押し出されるような不安定な状態で窓にもたれ掛かかる。

「おいトモノリ。完全に食べにくいから、どけ」

「いいじゃねえかよー。だってオレ、相あい川かわの……嫁よめだし」

　頰ほおをぽっと赤く染めて、口を窄つぼめるようにしながら呟つぶやく。

　彼女は吉よし田だ友ゆ紀き。男からはトモノリ、女からはユキと呼ばれている。

「どこの嫁さんが一つの椅子に二人で座りたがるんだよ」

「側そばにいてぇんだよぉ」

　体をくねらせるな。椅子から落ちるだろ。

「あいがわああああっ！　お前はいつからそんな女ったらしになったんだ！　悲しい！　俺は悲しいぞあいがわああああっ！」

　全力ダッシュでこっちにやってきたメガネの男が放つ唾つばから弁当を避ひ難なんさせる。

　今日の弁当は俺の大好物であるエビマヨなんだ。穢けがされる訳にはいかない。

　まあ、ちょっとマヨネーズの量がおかしいのと、本当にエビしか入っていない弁当だけど、オーロラソースが付いてるんだ。

　俺は数あるソースの中でオーロラソースが一番好きなんだ！　穢される訳にはいかない！

「あっははは……ユキちゃん今日もお嫁さんしてるねー」

「ちょっと……違ちがう気がする」

　さらに二人の少女がやってくる。お下げ髪がみのおとなしい少女、平ひら松まつと、メイクばっちりの金きん髪ぱつイケイケギャル、三み原はらだ。

「おい、吉田よ。それは私への宣戦布告だと受け取ってよいのか？」

　そしてさらに──黒くろ髪かみの綺き麗れいな女生徒、サラス……あー、学校では星ほし川かわ輝き羅ら々らだったかな。──も弁当を片手にやってきた。

　その後ろには、金髪の優やさ男おとこ、アンダーソン君の姿も見える。

　高校生活ももうすぐ一年。

　一年前と比べれば、昼休みは考えられないぐらい賑にぎやかになってしまった。

　俺と織おり戸とという、ひっそりとした無骨な空間に友紀がやってきて、平松と三原もやってきて、挙げ句の果てには上級生のサラスと隣となりのクラスのアンダーソン君までやってきて。

　机を六つも合体させ、まるで小学校の頃ころの給食みたいに、班行動が出来てしまった。

　ほんの半年ほど前まで、俺は孤こ独どくこそが贅ぜい沢たくの極きわみであると考えていた。

　だけど──こうして輪を作って連つるむのは、それ以上の贅沢だと思う。

　だから、俺はこの友情で出来た輪を壊こわしたくない。

　そう、思っていたのだが──

「相川っ！　オレの弁当を食べてくれよ！　師し匠しよう直伝の卵焼きなんだぜ！」

　友紀の心境に少し変化が起こっていた。スケートに行ったあの日から、まるで一〇年以上飼っている犬ころのようにくっついてくるのだ。

　そして、そんな友紀に触しよく発はつされてか、みんながどんどんおかしくなっている気がしてならない。

「どれどれー」

「こ、こらかなみ！　これは相川に食べて貰もらうんだ！」

「相川くん……私も……食べて？」

「妙たえちゃん、それだとエロい意味に聞こえちゃうから」

「ふぇ……へえええ……えっとその……えっと……その……私のも、食べて」

　なんだこの空気は。

　仕方ない。全員のオススメを食べて事なきを得よう。

　フレンチドレッシングでびっちゃびちゃの卵焼きと、平松の少し甘めの味付けがされた卵焼きを食べる。

　……んー。美う味まい。ドレッシングでびっちゃびちゃなのに美味い。

　醬しよう油ゆを掛けて辛から口くちで食べたい俺でも甘めの卵焼きが美味い。

「おいクソ浮うわ気きダーリンよ。私に食べさせてくれぬか？」

　長い黒髪がオーラ的な何かで揺ゆれていた。なんでこんなことで嫉しつ妬との炎ほのおをめらめらさせてるんだよ。

　でもイヤっす！　こんな人の多いところで、そんな恥はずかしいことが出来るか！

「キララたんには俺が！」

「控ひかえろ！　この下郎がっ！」

「はい、すいません」

　織戸はどうしてこんなに嫌きらわれているのに、ここにいるのだろうか。

　エビマヨのプリっプリな身を頰ほお張ばりながら、そんな騒さわがしい周りをスルーしていたら──平松が何やらくすくすと口に手を当てて小さく笑った。

　あら、可愛かわいい。

「どうした？」

「相川くん……ソース付いてるよ？」

　え？　と返すより先に、平松はハンカチを差し出してくれた。

　手を伸のばしつつ「ありがとう」と笑顔を返すより先に──ケツを合わせるぐらい近くにいた友紀が指でソースをすくう。

「いっただき～っ！」

　そして、その指をぺろりと舐なめて、にっと笑う。

　ちょっとドキドキしてしまったが、そんなことを悟さとられないよう、お茶を飲む。

「ユキちゃん。そこはもっと色気出していこうよ。勿もつ体たいない」

　三原の言う通りだと思ったが、今の友紀がそんな技術を会え得とくしてしまえば、きっと今の輪が完全に破は壊かいされてしまう。

　ここは、スルーすべきなんだ。

　そう、女の子に取って貰いたくて、口の横にわざとソースを付けているツンツン頭のメガネも。

　あと俺に向かって綺麗な人差し指を曲げ、親指を食い込ませながら、その爪つめの上にミートボールの欠片かけらを乗せているサラスも。

　その構えは──『指し弾だん』と呼ばれる射しや撃げき体勢だった。

　見ちゃダメだ見ちゃダメだ見ちゃダメだ見ちゃダメだ……見ちゃダメだ！

　ぐべええええ──親指で弾はじかれたミートボールの欠片が、音速を超こえてソニックブームを発生させながら、俺のアゴを揺らした。

　これがもしリング上だったら、完全にＫＯ負けである。

「オー、ジャストミートボール」

　アンダーソン君がネイティブな発音で意味不明なことを口走るほどに素す晴ばらしい一いち撃げきだった。

「ふふ、だらしない男、略してダーリンめ。ミートボールが付着してるぞ」

　もう、しょうがないなー。なんて顔をしながら、サラスが俺に手を伸ばす。

　追加攻こう撃げきかと思ったので、俺は咄とつ嗟さに体をびくつかせてしまい、お茶をこぼしてしまった。

　最悪だ。股こ間かんの辺りにびっしょり広がってしまっている。

　この状じよう況きようを知らない人が見れば、きっと「やだあの人……おもらししちゃってるわ」などと陰かげ口ぐちを叩たたかれてしまうだろう。

「あっははは！　相川はドジだなぁ」

　隣にいる友紀が、俺の股間に手を伸ばす。

　あかんでえ！　それはあかんでえ！

　さらに残像が生まれるほどの速さで、こちらへぐるりと回って来たサラスも股間に手を伸ばす。

「ちょっ！　お前らどういうつもりだ！　せめてハンカチを片手にやれよ！」

「夫の不始末は嫁がやるんだ！」

「ええい！　ならばこそ、私がやろうと言うのだ！」

　ぐぬぬぬ……睨にらみ合うサラスと友紀を尻しり目めに、平松がハンカチを差し出してくれた。

　ちょっとにぎにぎはやめて！　にぎにぎはやめてーっ！

　ゾンビだから痛みはない。それが──仇あだとなった。

　ぐにゅんぐにゅん。くやしい。乱暴にされているのに──びくんびくん。

　なんとかしなければ。なんとかしなければっ！

「相川、とりあえずトイレでジャージに着き替がえるか？　俺のジャージ貸すよ」

　手を差し伸べるアンダーソン君。そうだね！　それが良いよね！

　その手を摑つかみ、立ち上がった俺は、なんとかにぎにぎ地じ獄ごくから解放され、ほっと一息吐ついた。

「吉田よ。やはり貴様とはどちらがより相川歩あゆむの嫁に相応ふさわしいかをやりあう必要性があるようだ」

「へへ、望むところだ！　相川はオレの嫁でオレは相川の嫁。それをてめえの体に教えてやるぜ！」

「こりゃあ、面おも白しろくなって来たわね」

「……そう……かな？　……あの……織戸くん……これ良かったら……」

　苦笑いのままハンカチを平松が織戸に向ける。

「あー、いいのいいの。放ほっておいて」

　三原にあしらわれ、平松は苦笑いのまま、どうすればいいか悩なやんでいるようだった。

　織戸は何な故ぜか──いつの間にか──お茶で全身びっちゃびちゃの状態で佇たたずんでいたのだ。

　メガネの向こうで流れた一ひと滴しずくは、お茶だったのか、はたまた──

「あーあー、ユキちゃんはいいねー」

「何が？」

「青春してるなーってねー」

　頰ほお杖づえを付いて、睨み付けるようにびちょびちょの織戸を見る三原。その表情には哀愁の色。

　友紀はそんな三原を見て、「よーし！」と何かを決意したような声を出した。

　嫌いやな予感しかしない。

　そう感じていたのは、俺だけだろうか。







　ぱぱぱぱーん。ぱぱぱぱーん。ぱぱぱぱん、ぱぱぱぱん、ぱぱぱぱん、ぱぱぱぱん、ぱーぱーんぱー、ぱぱーぱーぱーぱーぱーぱぱーぱーぱぱーん。

　勘の良い方は最初のぱぱぱぱーん二回でお気づきだろう。

　俺は今──

「皆みな様さま大変お待たせ致いたしました。ただいまより、相川家、星川家のご結けつ婚こん披ひ露ろう宴えんを執とり行いたいと存じます。それでは、新しん郎ろう新婦の入場でございます。皆様、どうぞ温かい拍はく手しゆをもって、お迎むかえ下さいますようお願い致します」

　司会者は、タキシードを着たアンダーソン君。イケメンとは如い何かなる格好でも映はえるモノだ。

「しいいいいんるぉおおおおうあいかああああわ！　あゆうううううううううんっむ！」

　まるで格かく闘とう技ぎの選手が入場するようなアンダーソン君のアナウンスを受けて、俺はそこへ足を踏ふみ入れた。

「しんんんんんんぷ！　星川、きららららららららーらーっ！」

　腕うでを組むのは、サラス。黒髪と純白のウェディングドレスがとても美しい。

　カメラのフラッシュに囲まれながら、まるで記者会見のような気持ちで着席する。

　広い披露宴会場。ステージが設けられ、右手にはすでに巨きよ大だいなウェディングケーキ。丸いテーブルがいくつも並び、見知った顔が全員もれなくニヤニヤしている。

　どうしてこんなことになったのか。

　それは、嫁よめとして優すぐれている所を見せるとかなんとか言い出したサラスが、結婚披露宴ハウトゥビデオを撮とる仕事を俺に紹しよう介かいしてきたからだ。

　正直、断っても良かったのだが──その……ギャランティが良かったのでついうっかり受けてしまった。

　ああ、思ってるさ。やめておけば良かったってね。

「略歴は──だいたいカットします」

　カットされちゃったよ！　面めん倒どうくさかったの？　ねえ面倒くさかったのーっ？

　アンダーソン君は俺の心など読めるわけもなく、サラスとの馴なれ初そめを淡たん々たんと語っていく。

　吸血忍にん者じやのアジトでとんこつスープの雨を降らせる装置を前にガチで戦ったり、文化祭でアイドル勝負をしたり、ライブを見にいったり、コミケにいったり。

　そんな中で気になったのは──

「えー、そうして二人は愛を育はぐくみ、お寿す司しを食べにいくことと相成りました」

　というエピソードだ。

「あったなー」

「うむ。あれは良い寿司だった」

　そうだ。あのときはサラスに連れられて寿司を食いに行った。

　そのせいで──


































　ゾンビな俺は、太陽が完全に沈しずむ一九時を過ぎるぐらいまで、毎日放課後教室で駄だ弁べっている。

　その相手は八〇％の確率でクラスメイトの冴さえない男だったり、五〇％の確率で隣となりのクラスにいるアウトドア系短たん髪ぱつ少女だったり、時にはその両方だったりするのだが、今日は違ちがった。

　長い黒くろ髪かみの美女。一年先せん輩ぱいの彼女は、美人が多いこの学園の中でもトップクラス。成績優ゆう秀しゆうでスポーツ万ばん能のうというスーパーウーマンだ。

　名前はサラスバティ。吸血忍者とかいうよく分からない人種で、学校では星ほし川かわ輝き羅ら々らなんて名前を名乗っている。

　腕を組み、少し足を開いて堂々と立ち、鋭するどい眼まな差ざしで俺を見下ろしていた。

「いやあ、それにしても美う味まかったな」

　威い圧あつ感のある視線を向けられてはいたが、俺は清すが々すがしい顔で話しかける。

「ふ、またその話かクソダーリンよ。よほど寿司が好きなのだな」

「日本人は寿司が好きなモンなんだよ」

　サラスはいつからか、俺のことを『ダーリン』と呼ぶようになった。今でも何故この美女に好かれているのかが分からない。

「そうだな。私も大好きだ」

「吸血忍者って日本人なのか？　名前だけ見れば違うように感じるが」

「ああ、日本で生まれた訳だから日本人だ。だが勘かん違ちがいするな」

「ん？」

「私が大好きなのは……マイ、ダーリンだからな」

　そんな面と向かって睨にらみ付けながらドキドキさせるようなセリフを言うな。何も言い返せなくなっちまったじゃねえか。

　したり顔のサラスから目を背そむけたそこに──

「相あい川かわーっ！」

　突とつ如じよどこからか降って湧わいた、メガネでツンツン頭の男が滝たきのような涙なみだを流して俺に抱だきついてきた。

　キモウザイ。

「何の用だ、織おり戸と」

　こいつが、発生率八〇％のクラスメイト、織戸だ。見るからにウザイ男。無視してやろうと思ったら、しなを作って高めの声で──

「羨うらやましいぞ。……ダーリン」

　なんて言いやがった。

「今ゾクって来たゾクって！　お前がダーリンとか呼ぶな！」

　血液が凍とう結けつしてしまいそうなほどに寒かったので、体を抱きしめる。

「──で、何の話をしてたんだ？」

　暑苦しい腕を首に回し、拳こぶしをこめかみにグリグリなんてして来やがったから、ぶん殴なぐってやろうかと思ったが、今の俺はご機き嫌げんだったので、許してやることにした。

「いや、それがさー。先日こいつが、超ちよう高級寿司を奢おごってくれたんだよ」

　そう、俺はサラスにめちゃめちゃ美味い寿司屋に連れて行って貰もらった。だから、今の俺はたいがいのことは許せる優やさしい心を手に入れていたんだ。

「そんな金をどこから……」

　織戸は意気消しよう沈ちんしすぎてツンツン頭の先せん端たんが丸くなっていた。

「ふむ。実はＣＤデビューをしてな。まとまった金が一気に入ったのだ」

「へえ。そう言えば、お前はネットアイドルをしていたんだよな」

「なぜそれで相川なんだよっ！　俺も連れてけよっ！」

「そのＣＤの歌詞は、マイダーリンが私に言ってくれた言葉やマイダーリンを思って書いた詩なのだ。このＣＤが売れたのは、私だけの力ではないと思っている。だからこそ、何かダーリンに恩返ししたくなったのだ」

「そういうことだったのか」

「どうせまた美少女をわんさか囲んで食事か！　羨まーだぞ羨まー」

「いや、流石さすがにウチの居い候そうろうまで連れて行くのは悪いと思ったから、今回はウチの連中に内ない緒しよで、二人で行ってきたんだよ。──ほら、ハルナもユーも、普ふ段だんからピザ三枚ぐらい平らげるからな。金が掛かかるじゃねえか」

「よく言う。一いつ貫かん三〇〇〇円もする大トロを頼たのんでいたではないか。トロダーリンよ」

「あれは最高だったねー。しつこくないぐらいの脂あぶら。なのに舌の上でトロットロに溶とけるんだよな。一生の内にもう一度ぐらいは食べておきたい」

「他ほかには？」

　と続けて聞く織戸のメガネは、寂さびしい目を隠かくそうと光を反射していた。

「そうだなー。プリップリの生海え老びと、シャリをぐるっと巻いて一口じゃあ食べられない穴子。あとは……」

「もういい。相川……腹が減ってきた上に、立ってきた」

　ツンツン頭を搔かき乱すようにして俺の言葉を遮さえぎった織戸を見て、哀あわれに思ったのか、サラスは一つ小こ馬ば鹿かにしたように鼻で笑う。

「ふっ、では……私は仕事があるので失礼する」

　くるりときびすを返して、スタスタと歩いていく。俺は、腰こしまであるストレートな黒髪に向かって言葉を投げた。

「おう。また誘さそってくれ」

　サラスは軽く手を挙げてそれに応こたえたが、こちらに振ふり向くことも、声を出すこともなかった。

　あの去り方、格好いいな。なんて思っていた俺の横で、織戸はなにやら思い詰つめた様子でメガネをくいっと押し上げていた。







　なんて話を織戸にした次の日の夕飯は、寿す司しだった。奇き遇ぐうだと思いたいが──

　大きめのプラズマテレビがある広い居間。

　丸いちゃぶ台の上に、出前を取ったのであろう上にぎりの寿司があり、それを囲む戦士は六人。

　まずはゾンビだから食欲旺おう盛せいである俺を０時として、時計回りに紹しよう介かいすると、次に織戸。

　その次が、黒髪ポニーテールの美女、セラ。サラスと同じ吸血忍にん者じやで、絶品のエロボディを胸むな元もとが見える服とジーンズで覆おおっている。生なま唾つばモノだ。

「歩あゆむ、臭くさい目で見ないで頂けますか？　気持ち悪い」

　目ん玉臭くさいってどういうこと！　まあ、そんな悪態を吐つくセラの次がユー。銀色の長い髪と青い瞳ひとみを持ち、プレートアーマーにガントレットという出いで立ちの無口な少女。喋しやべれない訳でないが、理由があって喋らない。そんな不思議な少女だ。

『白身が　好き』

　淡たん泊ぱくであっさりとした白身魚のようなユーの横にはハルナ。この面々の中で、こいつが一番厄やつ介かいだ。

　肩かたまである茶色の髪。猫ねこのような大きい瞳。身長が低い分をアホ毛で補う生意気な少女だ。その正体は異世界からやってきた魔ま装そう少女様。自分勝手でワガママ。『でらべっぴん』という言葉がプリントされた奇き妙みようなシャツを着ている。

「なあ、この中で一番高いのってどれ？　大トロ？　ウニ？」

　値段の高い順に食べるつもり満々の、空気が読めない自己中娘むすめなハルナの隣に居る短髪少女がトモノリ。名前はメイル・シュトロームだったり吉よし田だ友ゆ紀きだったりする。ちなみに俺は友紀と呼んでいる。タンクトップに短パンと、今日は露ろ出しゆつ度どが高めだ。

「大トロだぜ！　防ぼう御ぎよ力が半はん端ぱなくて、オートロックの語源になったって言う……」

　このように、間ま違ちがった知識をすぐに植え付けられる、アホ界期待の星だ。

　そして、俺に戻もどり、一周する。

　織戸がウチに来て寿司を食うなんざ、あり得ない出来事だ。──織戸の野や郎ろう、サラスと寿司に行ったことを喋りやがったな？　そして大方ハルナぐらいが「あたしも食べたい」なんてワガママを言って──まあ、たまにはみんなで寿司も良いかもな。

　俺は最近極ごく上じようなのを食べたけど。ぐへへへ。

「さて、ゲームをしましょうか？」

　と切り出したのは、ポニーテールのナイスバディ姉さん、セラだ。

「ゲーム？　何でもやってやるぜ！」

　楽しそうな反応を見せたのは友紀。ゲームねえ。少し乗り気じゃなかった俺へ向け、トントンと机を二回叩たたく音がする。銀ぎん髪ぱつの少女へ目を向けてみると──

『普ふ通つうに取り合ったら　喧けん嘩かになりそう』

　ユーが切り離はなせるタイプのメモ帳にそんな文字を書いた。確かに、ハルナや友紀は空気を読まない傾けい向こうにあるからな。なんらかの方法で食べるネタを選んだ方が良いと思うが。

「ま、どんなゲームでもあたしが勝つに決まってるけどな！　勝とうなんてどだい無理な話だ！　どだい！」
















　どだい言いたいだけちゃうんか。どだい。

「セラさんがやることに間違いはない！」

　セラの隣に座ることが出来た織戸は、興奮冷めやらぬ様子。

「ルールは？」と俺が聞くと、セラはユーの持つメモ帳を指した。

「それぞれが食べたいネタを書き込み、一いつ斉せいに見せ合います。そして、被かぶってしまうと食べられない。というのでどうです？」

　なるほど。欲張ってみんなが食べたい大トロなんかを狙ねらうとリスクが高くなる。つまり、ハルナや友紀の抑よく止し力りよくとなる訳か。

「とりあえず、やってみようぜ！」

　友紀は寿司が食べたくて仕方がないようだった。

　セラが全員にボールペンを渡わたし、ユーがメモ帳にボールペンを乗せる。

「食べたいネタを書いたら、そのメモを切り取り、ハルナへ渡して下さい」

　ユーはペリペリとメモを一枚剝はがして、ハルナへ。

　ハルナもささっと書き込み、友紀へ渡す。

「相川こっち見るなよ～」

「見てねえよ」

　俺に背中を向け、友紀はなにやら手間取っていたが、みんなに隠すようにしてメモを切り取り、俺へ回した。

「アユムはすぐに覗のぞいてくるから怪あやしいもんだな！　あたしも何回かお風ふ呂ろ覗かれたし」

　アホ毛をピコピコさせながら、当然のように濡ぬれ衣ぎぬを着せてきた。

「ええ。私も心当たりがあります」

　濡れ衣を重ね着された。

「羨ましいぞ相川ーっ！　ハーレムじゃねえかよっ！」

　耳元でどなるな。鬱うつ陶とうしいメガネだ。

「覗いた記き憶おくなんかねえよ」

　と軽くあしらいつつ、ボールペンをカチカチさせる。

　さて──一いち巡じゆん目。最も危険なのはハルナだ。奴やつは確実に高級なモノを狙って来る。それはつまり、大トロ、ヒラメ、鯛たい、ウニといったところだろう。

　それを俺が書いてしまえば、被って食べられない可能性が高い。さらにユーも熱いお茶とガリをすでに用意済みなことから、一手目から濃のう厚こうなネタに手を出す可能性も──

「おい、相川早くしろよ」

　織戸に催さい促そくされ、俺はタコで行こうと判断した。サーモン、イカ、玉子などのメジャー級からもう一歩遠ざかった位置、それがタコだと俺は思う。この位置取りは一番幅はばが広く、被る可能性が最も低いはずだ。

　よし、タ……あれ？

「おい、このボールペン書けないぞ？」

「よくあることですよ。何度か試ためして下さい」

　何度も擦こすっている内に、書けるようになった。ボールペンってのは、なんでこうたまに書けなくなるんだろうね？　ツンデレなのか。

　そして、メモ帳を織戸に回す。織戸はもう決まっていたようで、ささっと書いてセラへと回した。

　セラがメモを切り離すと、いよいよこれで、全員の食べたいネタが決まったということになる。

「んじゃ！　オープンっ！」

　友紀が声を掛けながら、まるでメンコの達人のように机にメモを叩きつけた。それに合わせて、みんながメモを見せる。

　被ったのは──俺と織戸。

「おい相川、ふざけんなよー」

　食べられないのに満面の笑えみを浮うかべて、織戸がヒジで小こ突づいてくる。セラと食事出来るのがそんなに嬉うれしいのだろうか。

　くそ。これは運が悪かったとしか言いようがないな。

　ユーは玉子、友紀はサーモン、セラはイカ。そして──

「はい、大トロ頂きー」

　ハルナは俺の予想通り、大トロを攻せめてきた。こいつに食われるのは癪しやくに障さわるが、仕方がない。

「うへー、師し匠しよう良いなー。一発目から大トロゲットかよー」

　楽しげな表情だった友紀も、これには落らく胆たんせざるを得ない。友紀はハルナから料理教わっていて、仲が良い。だから、別に大トロを取られても怒おこったりはしないのだ。

　そして二巡目。ユーが書き、ハルナが書き、友紀が少し手間取ったがなんとか書く。

　ハルナは次に何を来る？　大トロを食べたんだ。次はウニか？　まだ高級食材には手を出せないな。ユーは無難に玉子から攻めてきたから、次は白身で来るか？　友紀はランダムだろうが、濃こい味で──いや、よく見るんだ俺！　奴の小皿を！

「サーモンにはやっぱりイタリアンだよなー。だばだば～」

　友紀は、醬しよう油ゆじゃないっ！　ドレッシングに浸つけて寿司を食べている。サーモンの次にドレッシングと合う食材は──エビかマグロか。

　はっ！　あれはエビアボガドじゃないか！　俺としたことが見落としていた。エビとアボガドとオニオンスライスの組み合わせは素す晴ばらしいからな。是ぜ非ひ俺が食べたいところだが、ドレッシングに合いそうだ。

　友紀はいずれ、必ず狙って来るだろう。しかし──だからこそ、今行くべきだ！

「アユム、遅おそいっ！　一周回る前に考えておけよなっ！　このノロマがっ！」

　エビアボガド。書きにくいボールペンでそれを書き……勝負の時。

「んじゃ、オープン！」

　バン。叩きつけられるメモたち。

「はい、あたしの勝ち～」

　ハルナが提示したのは──大トロっ！　バカなっ！　二連続で大トロだとっ！　なんて大だい胆たんな手を打ってくるんだっ！

　そう思ったのは俺だけではないようで、織戸も友紀も驚きよう愕がくの面おも持もちを見せていた。

「ふう、あなたと被りたくはありませんでしたが、致いたし方ありませんね」

　セラが書いたのは、エビアボガド。俺と被った。

『歩は　考えすぎ』

　余よ裕ゆうで鯛をゲットしたユーは、ガントレットに包まれた手で優やさしく包むように寿す司しを取る。箸はしではなく手を使うところに、寿司への思い入れを感じるが、ガントレットと寿司ってのがなんともミスマッチで面おも白しろい。

　友紀は──ヒラメだとっ！　こいつが高級なネタを狙って来るなんて──

「ヒラメのカルパッチョは最高なんだよ～」

　だばだばだば……ダバ・マイロード。絶品のヒラメにオリーブオイルがぶっかけられる様に、俺は悔くやしさを隠かくしきれなかった。ヒラメのカルパッチョ。その可能性を考こう慮りよしなかった、俺のミスか。

　三巡目。ユーが少し考えている間に、俺もどうするかを考えていた。

　二連続で大トロなどという暴挙に出たハルナ。さすがに三度目は無い。そう思いたいところだが──

「大トロうまうま～。何個でも食べられそうだなっ！」

　などとアホ毛を元気よく波打たせてる姿を見ていると、あり得なくもないと考えてしまう。ハルナの狩人かりゆうどにも似た目は、次の大トロを狙っているようにも見える。

　いや──奴はきっと次も大トロを狙って来るだろう。

　同じように、無表情だが、ユーもじっと大トロを見つめていた。

　恐おそらく、ユーは大トロを食べたいのだ。だから、悩なやんでいる。

　だがしかし──このまま、ハルナをのさばらせておく訳にはいかない。

「はい、次相川な」

　友紀が笑顔でメモ帳を回してくる。俺は、迷うことなく大トロと書き込んだ。

　今に見ていろハルナ。お前のその自信に満ちあふれた表情を曇くもらせてやる。

「んじゃ、オープンっ！」

　友紀の声で、一斉にメモを見せる。

　ハルナは……中トロっ！　こいつっ！　やってくれやがった！

　奴が見ていたのは大トロの向こう側、中トロだったのだ！

　この中トロには、重要な意味合いが込こめられている。

　最高級であるウニや大トロではなく、一歩下がった位置である中トロを狙ってきたということは、選せん択たく肢しの幅が一気に広がる。次は大トロに戻るのか、中トロを攻めてくるのか、別の高級ネタか……ダメだ。ハルナにまんまと飲まれてしまった。

「にゃはは……甘い甘いっ！」

　勝利に酔よいしれる高笑い。ハルナの野郎、憎にくたらしい顔しやがって。顔が可愛かわいくなかったら殴なぐってるぞ。

「くっ！　お前だったら、もう一回大トロで勝負に来ると睨にらんだんだがな」

「はあ？　アユムが選ぶって分かってるのに？」

　なん……だと……そうか。俺がここで裏をかいてくるなんて、ハルナにはお見通しだったんだ。こいつはただの小さなアホ毛の少女だと見せかけて、一応肩かた書がきは天才魔ま装そう少女なんだ。

　まあいい。逆にこれで、俺が大トロを食べられ──

「おい相川ー、なんでそこで大トロなんだ？　ふざけんなよ」

　織戸……お前も大トロか。ハルナを阻そ止ししようとしたのは、俺だけじゃなかったようだ。

　裏目……またしても裏目……

　一方友紀は──ハウマッチ。『ハマチ』か『いくら』かどっちやねん！

　いや、もしかしたら、友紀は狡こう猾かつに考えを張り巡めぐらせていて、どちらでもとれる書き方をしたのでは──

『いくら？』

　ユーもどちらなのか気になったようだ。

「ハウマッチの語源も、余りに立派なハマチを見たアメリカ人さんが思わず言ってしまったことからうんたらかんたら」

　どうやら、俺の考えすぎだったようだ。友紀はハウマッチとハマチが同じだと考えているらしい。アホとしか言いようがない。

　もう、何も考えずに好きなモノを食べていこうと、四巡目──

「またあなたですか……気持ち悪い」

　セラと被かぶった。

　五巡目──

「おい相川ー、俺のことが好きなのかー？」

　織戸と被った。

　どうやら今日は、俺の厄やく日びみたいだ。







　と思っていたが、どうもおかしい。何巡したのか分からないが、俺は一度も寿司を食べられなかった。

　織戸とセラに、ことごとく被っているのだ。

　その異変に気づいたとき、すでに残り五巡で終わってしまうほどの量だった。

　誰だれがいつ、誰と被ったのかなんて気にしていなかったし、ハルナばかりに気を取られていたが、一度も寿司を食べられないのは、おかしくないだろうか？
















　ただ、運が悪いで済ませられるだろうか？

「よーし！　エビアボカドゲットゲットぉ～」

　友紀が意気揚よう々ようとエビアボカドにドレッシングを──────あっ！

　エビ……アボカド……だと？　俺は思わず息を吞のんだ。

　今友紀の言葉で思い出した。『アボガド』は間ま違ちがいで、『アボカド』が正しいという事実に。──確か、『アボガド』だと、スペイン語で弁護士という意味になってしまうはず。

「肉ばかりの食生活を送るあなたが、アボカドなんかを喜ぶとは思えませんね」

　いくらに醬油を垂らしながら、セラがバカにしたように笑う。

　そのとき、俺に電流走る。あ……ああ……そうかっ！　……そういうことか！

「そりゃあ、毎日肉ばっか食ってるけど──組み合わせ次し第だいで美う味まい奴やつは何でも食うぜ？」

「毎日肉ばかりって、トモノリがアホになる訳だな」

　俺と被ったから今回も食べられない織戸が、バカにしたように笑う。

「織戸、お前はバカだなぁ。いいか？　牛さんや豚ぶたさんたちも野菜を食べているんだから、オレだって間接的に野菜を食べていることになるんだぜ？」

「それはねえよ」

　居間に楽しげな笑いが巻き起こる中、俺は一人、震ふるえる手で口元を押さえていた。

　俺の推理が正しければ、セラと織戸は──




　完全に俺だけを、狙ねらい撃うちしている。




　みんなが賑にぎやかな会話をしている間に、山積みになったメモ帳の一部を、こっそり引き抜ぬき、震える声がバレないように、深呼吸しながら言う。

「あー、ちょっとトイレ行ってくる。先に食うなよ？」

「早く戻もどれよな」

「ああ」と気のない返事を返し、抜き取ったことを悟さとられないよう細心の注意を払はらい、そのままトイレへ。

　ハルナの趣しゆ味みだろうピンクでモフモフの便座カバーの上にどっかりと腰こしを下ろし、引き抜いたメモを見る。

　そして、疑いは確信に変わった。

　二に巡じゆん目に、俺はエビアボカドをチョイスした。

　だが、そのときはまだ名前の間違えに気づかず、『アボガド』と書いてしまったんだ。

　そして、その時被ったセラのメモ──『エビアボガド』。

　これが何を意味しているのか。それが問題だ。

　知っていた。俺が何を書いたのか、それをセラは知っていたんだ。

　いや、セラだけじゃない。織戸も知っていたとしたら？

　思い返してみれば、おかしいじゃないか。セラと織戸。二人と俺が被るということは同じ思考をしているはず。なのに、セラと織戸が被ることは一度もなかった。

　……二人は、俺のチョイスを知っている。俺が書いた一字一句を知っているんだ。

　そう考えるのが、正しいだろう。セラはさっきの会話で、『エビアボカド』と正解を言っていた。わざと、俺に合わせたのか。

　あの野や郎ろう共……しかし、どうやって知ることが出来たんだ？

　ドンドンドンドンっ！　いきなり戸を叩たたかれ、俺は体を強こわ張ばらせた。

「アユム！　いつまで入ってんだ！　出てこいよな！」

　ハルナが迎むかえに来たようだな。長く席を外していたら、俺が疑っていることを勘かんぐられてしまう可能性がある。

　よし、次の一巡で見み極きわめよう。

　何も用を足していないが水を流し、俺は戸を開ける。

「すまん、待たせたな」

「空気読めよな！　誰を待たせてると思って──」

　まくし立てようとしたハルナが、声を詰つまらせる。

「どうした？」

「ううん。何でもない」

　何かを見つけた猫ねこよろしく、ハルナはじっとトイレを見下ろしていた。

　おかしな奴だな。俺は居間に戻り、メモ帳とにらめっこする。

「なんだか見られている気がするな」

　と一言入れて、くるりと後ろを向く。

　セラと織戸は、俺が何を書いたかを知っている。隣となりにいる織戸が何らかの方法で俺を覗のぞき、セラに伝達しているに違ちがいない。でもどうやって？　くそっ！　考えれば考えるほど深みに嵌はまっていく気がする。

「話を戻すけど──アユムは歌が上う手まくないよな」

　ハルナがそう切り出した時、その場にいる友紀以外の動きが止まったことに、俺は気づいた。友紀は一人首を捻ひねっている。

「師し匠しよう、何の──」話だ？　と言いたかったのだろう。それを察知したセラが、言葉を被せるように──

「そんなことより、歩。早くしてくれませんか？」

　と催さい促そくしてきた。

　今のハルナは、何を言っていたのかを考えたとき、俺は一つ過あやまちを犯おかしていたことに気づく。

　トイレに入ったとき、俺は便座を上げなかった。

　あのときのハルナはじっとトイレを見下ろしていたのだ。トイレの水を流した音がしたのに、便座を下ろす音がしなかった。

　迂う闊かつだった。俺が用を足す目的でないことを、ハルナはあれで気づいたんだ。

　そして、今のセリフ。

『アユムは歌が上手くない』

　ハルナだったら、上手くないなどという言い方をまずしない。表現するならば『下手』と言うだろう。

　つまり、これに込められたメッセージ。

『アユムは疑う』

　俺が、このゲームに疑問を抱いだいていると、みんなに伝えたんだ。だから、アホの友紀以外は緊きん張ちようが走った。

　ということは──セラや織戸だけじゃない。ハルナもグルということになる。

　だが、もう大だい丈じよう夫ぶだ。俺はダンゴムシのような気分で背中を丸め、床ゆかの上で懸けん命めいに光をシャットアウトして、メモにマグロと書き込んだ。

　完かん璧ぺきだ。一分の覗く隙すき間まも無い。──これで勝負だ。

「んじゃ、オープンっ！」

　どうだ！　セラのメモは──ハマチ。よし！　思った通りだ。これで五分五分の戦いにな──

「残念だったな、相川──それだ」

　織戸のメガネが妖あやしく光る。織戸が机に叩きつけたメモには、マグロの文字。

　バカ……な……

　覗ける訳がない！　自分でもよく見えないぐらい覆おおって書いたはずだ！

　あと四巡ほどで終わってしま──ああっ！

　俺は我が目を疑った。寿す司しの残りは、六種類になっていたのだ。

　マズイ。

　残り五種類になった場合、俺以外が全員別のネタを書くことで、六人目俺は確実に被る。つまり──次が、俺の食べられる最後のチャンスになりかねない。

　ユーが書き、ハルナが書き、友紀が俺に背を向けて、また手間取りながら──

　こいつ、いつまで経たっても手間取ってないか？

　待て……もし、友紀もグルだとしたら？

　苛いら立だちを抑おさえきれず、カチカチとボールペンの先を出し入れさせる。

　ボールペン？

　そうだ。そうだったのか！　謎なぞは──全すべて解けた。

「はい、相川」

　笑え顔がおでメモを渡わたす友紀。俺は無表情のままそれを受け取り、机に背を向ける。

　そして、メモをパラパラとめくってみると、それを発見した。

　カーボン紙だ。書類の間に挟はさんで上から書くことで、下に写りこむ。

　考えれば、分かることだった。ヒントは沢たく山さんあったんだ。

　何な故ぜセラはアボカドではなく、アボガドと書いてしまったのか。

　何故友紀はいつも手間取っているのか。

　何故俺のボールペンだけが、書きにくいのか。

　その全てが、このカーボンコピーを表していたんだ。

　カーボン紙は筆圧で書くモノだ。ボールペンが書きにくい。となれば、俺は当然押しつけるようにして書く。だから二枚下でもはっきりと写っていた。

　友紀がいつも手間取っていたのは、カーボン紙を仕込んでいたから。

　つまり──友紀もグルになっていた！　アホ面づらした裏で、俺を騙だましていたんだ！

　そして、セラがアボガドと書いてしまったのは、『はっきりと写ってしまっていた』から。そう、『ガ』の点々を書いたのはセラではなく、俺だったのだ。

　上からなぞるようにして書いても、点々が邪じや魔まになる。塗ぬりつぶせば不自然だ。

　もうメモを切り離はなしてしまった以上、別の紙を取るのも無理。

　むしろ、俺がアボガドだと勘かん違ちがいしているからこそ、セラはあえてそのまま出したのだろう。

　織戸とセラが交こう互ごに被かぶっていたのは、簡単なこと。二人とも、半分は食べたかったんだろう。

　完璧だ。完璧に見破った。だが、ここでイカサマだと騒さわぎ立てる必要はない。

　俺を騙した奴らに、一ひと泡あわ吹ふかせてやる。

　俺はカーボン紙をそのままにして、『マグロ』と書く。

　そして、それを切り取って、メモ帳をパラパラとめくり、真ん中ぐらいのところにあるメモに『エビアボカド』と書き……

　いや、さっきの友紀が出したハウマッチの時みたいに、二つの意味を持つような言い方──いや、いっそ二つ用意するのはどうだろうか？

　それだったら、ランダムに選せん択たくしてくるユーや友紀からも避さけやすくなる。

　……よし、もう一つ保険を掛かけて『イカ』も書いておこう。

　これで、セラや織戸のどちらかがマグロを選択する。だが──俺はまんまとエビアボカドかイカのどちらかを食べる訳だ。ざまあみろ。

「んじゃ、オープンっ！」

　友紀がタコと書いたメモを出す。こいつの役目はカーボン紙を仕込むことだから、本当にこいつが食べたいモノを書いたのだろう。

　次にセラが出したのは──マグロ。思った通りだ。

　ハマチを選んだ織戸は、俺の余よ裕ゆうの顔を見て、「まさか──」と声を漏もらす。

　さあ、見せてみろ。お前らの驚きよう愕がくの表情を──俺がメモを出そうとしたそのとき──

「アユム、あんたの考えはお見通しだっ！」

　先に叩きつけたハルナのメモには──エビアボカドの文字。

　勝ち誇ほこった表情で、ハルナは意気揚よう々ようと言葉を続ける。

「アユムはエビが大好物。一度も食べていないアユムがここぞってときに、本能で選ぶのが、このエビアボカドだっ！」

　疑いを持った俺がカーボン紙の存在に気づくことを予想して、その裏をかくことも予想して、ハルナはそれを書いた。

　危ないところだった。俺は大きく笑いたい気持ちを堪こらえて、満を持して『イカ』のメモを叩きつける。

「んなっ！」

　驚愕に目を見張るハルナとセラ。そうだ。その顔だ。その顔が見たかった。

　俺の勝ち──

　トントン。馴な染じみの深いリズムでテーブルが二回叩かれて、ユーへ目をやる。

　ぞわぞわ……っと、身の毛がよだつ思いだった。




　イカ。




　ユーの選択したモノは、イカ。俺と同じ、イカだったのだ！

　みんなが散々使ったメモ帳が、持ち主であるユーのところへと戻もどる。

　一枚のメモに書かれた言葉。

『罠わなを看破しても　裏をかいても　保険を掛けても　それでも尚なお　届かないモノ　勝てないモノが　この世には存在する』

　そのメモを手にして、俺はごくりと唾つばを飲み込んだ。

「それは──？」

『運命』

　運命。格好良く言うと、『さだめ』。

『歩は　私の心を　動かしてしまった』

　ユーが感情を動かすと、周りに居るモノの運命が変わってしまう。だから、ユーはいつも無表情で、無口で、何があっても動じない精神を持っているはずだった。

　なのに──どうして。

　こうして、残り五種類となった今、俺が食べられる可能性は無くなった。

　──終わった。







　あとは、消化試合だった。俺が何を書こうが、誰だれかと被る。
















　ただ、大好きなお寿司様を美少女とメガネに蹂じゆう躙りんされる様を、空腹のゾンビは見ていることしか出来ない。

「聞かせてくれるんだろ？　何故俺を陥おとしいれたのか」

「分かんねえのか？　相川」

　友紀がドレッシングで台無しにされたハマチを頰ほお張ばりながら言う。食べてから喋しやべりなさい。

「原因は分かってるさ。──織戸、お前がチクったんだろ？」

「報告連れん絡らく相談は悪いことじゃないだろう？」

　やれやれ。と両手を挙げ、織戸はバカにしたような表情を見せた。ほうれんそうとか小学校以来の言葉だよ。

「あなたのような、甲か斐い性しよう無しで汚お泥でいの方が男前な宇宙の塵ちりの一つが、生意気にも高級寿司を食べたというではないですか。──我々が許せると思いますか？」

　思わないけど、ちょっと言い過ぎじゃない？

「そうだ！　あたしらを除のけ者にした分、とくと味わうんだなっ！」

　そんなに寿司が食いたかったのか。全くこいつらは──

「いいか相川。お前はこうしてこの場にいるだけで贅ぜい沢たくなんだ」

　織戸がマグロにべっとりと醬しよう油ゆを付けながら、静かに言う。

「何も食べてないのにか？」

「ああ、こんなに美少女をはべらせ、食事が出来る。この場にいるだけで、お前は贅沢なんだよ。なのに、それを邪じや険けんに扱あつかい、あまつさえ二人きりで高級寿司デートとか……このブルジョアめっ！」

　言われれば、確かにまあ……このハーレムと呼べないこともない空間で食事が出来るのは贅沢だ。

「寿司を食うなとは言いません」

　セラの眼まな差ざしは少し寂さみしげだ。

「一言誘さそえってことだっ！」

　丸くまっすぐな瞳ひとみをしたハルナの言葉が、突つき刺ささる。

『どんなことがあっても　一いつ緒しよにいたい』

　ユー。そうか。そうだな。ちゃんと一声掛けるべきだった。俺がした行こう為いは、裏切りと呼べる。ハーレムを維い持じするってのは、誰だれ一人ひとり裏切っちゃいけないんだ。

「そうか。悪かったよ。ちゃんと、次からはみんなを誘います」

　頭を下げた俺に、ハルナは強く頷うなずいた。頭のてっぺんにあるアホ毛が壊こわれたメトロノームのように高速でピコピコしている。

「あたしと食事するのが一番良いに決まってるんだからなっ！」

「……お前、寂さびしかったのか」

「んなっ！　そんな訳あるかボケぇっ！　アユムなんかハエと変わんないんだからな！」

「オレは──ちょっぴり寂しかったぜ」

　友紀が照れくさそうに呟つぶやいた。

　そうか。ユーが動かした感情も、寂しいというモノだったのかな。

　怒おこっているのか、ユーは俺から顔を背そむける。

『二人きりは　許せない　断じて』

　そこ？　え？　もしかして、ユーの動いた感情って──

　嫉しつ妬とだったのだろうか？

　言葉にはしなかったが、俺の心の疑問は顔に出ていたのだろう。ユーは、ゆっくりと、しっかりと、一つ頷いた。

　ユーが嫉妬すると俺に不幸が訪おとずれる。

　そんな新事実を知った、今日だった。




　　　　＊




　そう──サラスに連れて行かれた寿す司しによって、俺はイジメにも近い仕打ちを受けることになった。

　今となっては良い思い出だとしみじみ思い返していると──

「おいダーリン。聞こえてるのか？」

　サラスに肩かたを揺ゆさぶられ、俺は思い出から戻ってこれた。

「ん？　ああ、すまん。聞いてなかった」

「全く。疑似とはいえ、私との結けつ婚こんがそれほどまでに感無量なのであればいつでもよいのだぞ」

「結婚式はあげてないけどな。これはただの披ひ露ろう宴えんだ」

「それではケーキ入刀へ入らせて頂きます」

　会場のＢＧＭが『思い出の糸車』に変わる。

　あー、この曲はセラも好きだったな。たまに鼻歌で──ってこれ必殺仕事人の奴やつでんがな！　ノリツッコミしてもうたわ！

　しかも歌なしだからまんま中村主水もんど以外の仕事人が仕事するときと同じになってる。

「これだけは、ダーリンとやっておきたかったのだ」

　なんて微び笑しようを浮うかべて小さく呟くサラスと剣けんのような長さのナイフを握にぎる。

　ほんのりと、わずかに感動が──ねえ！　やっぱりねえわ！

　だってＢＧＭが必殺仕事人なんだもの！

　今こそシャッターチャンスだと、まばゆい光が全身を包み、俺は思わず目を細めた。

「ダーリン。私は今、幸せの絶頂にいる」

「そりゃ良かったな」

　少し泣き出しそうな表情を浮かべたサラスから目を逸そらし、ナイフを抜ぬく。

　こういう表情をたまに見せてくるから、こういう仕事を断れないんだよな。

「それでは、お色直しとさせて頂きます。皆みな様さま、しばしご歓かん談だんを」

　サラスが妖あやしげな笑えみを浮かべて手を振ふると、式場から出て行った。

　やれやれ。先は長そうだな。一時間や二時間で終わるかどうか。

　わいわいがやがやと談だん笑しようする賓ひん客きやくたち。

　どれだけの時間が過ぎただろうか。

　式場に入ってきたサラスは、赤いドレス姿。

　そのままこっちへは来ず、近くのテーブルに座る。

「それでは、新婦の入場です！」

　ドンドンパっ！　ドンドンパっ！　ドンドンパっ！　ドンドンパっ！

　かの有名な足あし踏ぶみと手て拍びよう子しのリズムと共に、ウェディングドレスの少女が入場してくる。

「しいいいいいいいいいいいいいいいいいんぅぷっ！　吉田あああああああああああああああゆうううううううううううううっ、きいいっ！」

　まるでサッカー選手のように、見知らぬ子供に手を引かれてやってきたのは他ほかでもない、友紀だったのだ。

　そうか。そういうことか。

　お色直しとは仮の姿。しかしてその実体は──

　リスタート。俺の隣となりに座った友紀は、満面の笑みを浮かべていた。

　苦笑いしか返せないだろうが。

　司会者により、略歴が語られる。

「えー、二人が出会ったのは、なんとそこらにある路地。そこで新しん郎ろうは何故か女装をしていました。新婦はファーストインプレッションで、『うわ、変態じゃねえか』と思ったそうです」

「友紀、そんなこと思ってたんだ」

「そりゃあ、だって、相川いきなり女装してたんだぜ？　オレじゃなくてもそう思う。しかも──」

　そうだったかなー。よく覚えてないが。

「初対面というのに、新郎は唐とう突とつに新婦の唇くちびるを奪うばい去りました」

　式場内から惜おしみないブーイング。

　あー、なるほど。そりゃ変態だと思うわ。

「でもさ。オレ、あの時相川に会えて、本当に良かったと思ってるんだ。実はオレ自身、どうしてあんな場所にいたのか、今でも分かんねぇんだけど」

　そういえば、友紀は大先生と悪あく魔ま男だん爵しやくが送り込んだんだっけ。

　友紀は新婦というより賓客のような気持ちなのだろうか。ずっと飯ばっかり食っていた。

「それでは、ご友人による余興をお楽しみ下さい」

　アンダーソン君の言葉で、広いステージにウチの居い候そうろう連中とサラスが立つ。

「まさかこんなＳクラスの席でキララたんのライブが見れるというのか！」

　織戸のメガネが涙なみだを流していた。いや、錯さつ覚かくだな。あまりの涙の量で、ついメガネを通過していたかに見えただけだ。

　ていうか、あいつまだ頰ほおにソースつけてやがる。

　曲が始まると同時にライトが乱らん舞ぶし、マイケル・ジャクソンばりの激しいダンスを踊おどるその姿は正に圧巻の一言だった。

　賓客たちもノリノリで、隣にいる友紀なんてもう目がダイヤモンドのような輝かがやきを見せていた。

「ユキノリっ！」

　ハルナが曲の合間に友紀を呼ぶ。

　友紀が俺の顔を窺うかがう。その瞳が言いたいことは、簡単に分かった。

「ああ、行ってこい。トモノリ」

「おうっ！」

　ウェディングドレスのままだったが、息の合った激しいダンスを見せる。

　彼女たちはいつ練習したのだろうか？

　いや、これはこの余興のために練習したダンスじゃない。

　そう──あれは……

























　ゾンビとして送る高校生活にも随ずい分ぶん慣れてしまったある秋の日。

　文化祭などのイベントも終わり、すっかり寒くなってきたある日のことだ。

　俺はゾンビなので太陽の光が苦手なため、いつも夜まで教室で寝ねているのだが、たまにはぶらぶらと校内を徘はい徊かいするときもある。

　今日はそんな気分で、誰だれもいなくなった廊ろう下かを歩いていたら、ふと音楽が聞こえた気がしたので、足を止めた。

　そこは、二年Ｃ組の教室。

　上級生の教室には入りにくさを感じていた俺は、そっと扉とびらの窓から中を覗のぞき込んだ。

　秋らしいオレンジ色の夕焼けに照らされた教室の奥に、二人の女生徒がいて、なにやら奇き妙みような運動をしている。

　その二人が俺の知った顔であることと、他ほかに誰もいないことを確かく認にんした上で、俺はそっと扉を開けた。

　すると、アップテンポのメロディーが大音量で教室の外へと解き放たれ、俺は少し耳を塞ふさぎながら──

「何してんだお前ら？」

　と少し大きめの声で話しかけた。

　机に腰こし掛かけ、黒いストッキングに包まれた、長く細い足を組んでいる女生徒『サラス』が──おっと、学校では『星ほし川かわ輝き羅ら々ら』だったな。……まあ、そいつが、自じ慢まんの長くて黒い髪かみをなびかせて振ふり向くと、俺の顔を確認して溜ため息いきを一つ。

「む？　マイダーリンではないか。邪じや魔ましたのが貴様でなかったら、あばらを三本ほど貰もらい受けるところだったぞ。このお茶目さんめ」

　大人びた風格と昂こう然ぜんとした表情。ふんと一つ鼻で笑い飛ばされた。俺はそんな態度を取られても何も言うことなく、二人に近づいていく。

　もう一人の女生徒は、サラスとは対照的に短たん髪ぱつで身長は低め。サッカーボールでも与あたえられたガキのような明るい笑えみをこぼし、ぶんぶんと手を大きく振っている。

「おう、相あい川かわ！　やっほーっ！」

　寂さびしい空気が漂ただよう秋空には似合わない元気一いつ杯ぱいな少女。彼女の名前は『吉よし田だ友ゆ紀き』一年Ｄ組の教室にいるはずの同級生だ。なぜ、二年Ｃ組の教室にいるのだろう？

　机に座っていたサラスは黒い髪をさっと払はらい、そばにあったラジカセの曲を止めると、夕日に照らされた教室に静せい寂じやくが訪おとずれる。

　そして口を開いたのは、立っている友紀だった。

「ダンスの練習だぜ！」

　得意げに親指を立てる少女。ドッジボールが似合う少年のようなアホの友紀と、ダンスなんてものが結びつかない俺は「ふーん」と興味なさげな声を発した。

「ダンスねえ……って、学園祭はもう終わったぞ？」

「うむ。これは私用なのだ。クソダーリンよ」

　サラスがそう言いながら俺の顔をじっとみる。その不敵な笑みにどういう意味が込こめられているのか。──ていうか、こいつは相変わらず俺を好きなのか嫌きらいなのかわからないような呼び方をするな。まあ、俺はただの仲間だと思ってるが。

「サラスが三日後にライブやるってんで、オレはバックダンサーをすることになったんだぜ！」

　くるりと回転する。セーラー服のスカートをひらりと翻ひるがえした友紀がステップを踏ふみながら笑顔を見せる。パンツが見えるからもう少しゆっくり回転しなさい。

　サラスは女子高生で吸血忍にん者じやという顔ともう一つ、ネットアイドルという顔も持っている。ネット上だけではなく、普ふ通つうのアイドルのようにライブを開くことも少なくないのだが、友紀はアイドルとは言い難がたいところがあるし、ダンスなんか出来るのか心配だな。

「へえ、ちょっと見せてみろよ」

　俺は音楽プロデューサーのような気持ちで腕うでを組む。

「おう！」と意気込んだ友紀は軽快なステップで踊りを見せる。やっぱり、俺の懸け念ねん通りダンサーとはとても言えないレベルの踊りだった。

　時折見せるどじょうすくいのようなポーズは、そういう振り付けなのか疑問が残る。人前で踊るには、まだまだ甘いな。

　特にターンがヘタクソだ。よろけるし、回転不足だし、リズムから外れるし。

　サラスもそう思っているのだろう。「むう」と唸うなり、しかめ面つらをしている。

　ワンブロック分を踊りきっただろうところで、俺はうん。と一つ大きく頷うなずいた。

「お前──踊りの才能ゼロだな」

　俺の言葉は刃やいばとなりて、友紀の豊かな胸を貫つらぬいたようだ。

「ひ、ひでーぜ相川！　上う手まいかどうかより努力を認めてくれよ！」

「すまないが、マイダーリンの言う通りだ。あと三日でどうにかなるレベルだとは到とう底てい思えん──困ったものだよ」

「友紀じゃないとダメなのか？」

「実はな。私のバックダンサーが集団食中毒で倒たおれてしまったのだ。しかし本番まではたった三日しかない。身体能力が高い人間ならば、付け焼き刃ばでどうにかなるかと思ったのだ」

　それは穏おだやかじゃねえな。この二人は『吸血忍者』と呼ばれる人間離ばなれした集団。そのバックダンサーもきっと吸血忍者なのだろうが──吸血鬼きも忍者も食中毒になっちゃいかんだろ。

「で、代役がこいつだと──」

「ああ、吸血忍者である彼女の身体能力に期待したのだ。あと三人は決まっているのだが──やはり四人でないとシンメトリーにならず、美しくない。かといって、二人では少ない」

「なるほどな。それ──男でも良いのか？」

　そう言いながら、俺は制服のブレザーを脱ぬぎ、カフスボタンを外して袖そでをまくる。

　そして、教室の後ろという広いスペースを使い、このゾンビの身軽な動きをふんだんに使ってダンスを踊おどる。

「なうがっかっるーす、ふっとるーす、きっ、おぶ、さんでー、しゅー」

　見ろこのスピーディーな動き！　そして素す晴ばらしいターン！　躍やく動どう感に鳥とり肌はだを覚えるがいい！

「相川きめえ！　なんで歌付きなんだよ！　きめえ！」

「貴様は何歳だ？　ダンスで普通その選曲はせんだろう」

「フラッシュダンスの方が良かったか？　あっちのダンスはターンが難しくて練習してないんだが──」

「どうせ歌付きだろ！　きめえよ！　とことんきめえ！」

「どじょうすくいを放ほうり込んでくるお前よりマシだよっ！」

「そうだな。最悪──ダーリンにバックダンサーをして貰う必要性もある。二人とも出てくれる気があるのなら、明日あしたまでにどれだけ踊れるかで判断しよう」

「望むところだぜ！」

　勝負事が大好きなボーイッシュガールであるところの友紀は、とても楽しそうな笑みで俺を睨にらみ付けた。ふっ、負ける気はしないがな。

「──ちなみに、残り三名のダンサーってのは？」

「セラフィムから聞いてないのか？」

「え？」

「──居い候そうろう連中だよ。マイダーリンのな」

　あー、なるほど。あいつらか…………えっ？　あいつらかよ！







　学校から帰ってきた俺は、リビングから聞こえてくる音楽に、頭を抱かかえた。

　どうやら、サラスの言っていたことは噓うそでも冗じよう談だんでもないらしい。

　リビングへ向かうと、いつもは机を囲んでお茶を楽しんでいる連中が三人、なにやらやっていた。

　机はどこかへしまったようで、テレビも点ついていない。机が部屋の真ん中にないと、やけに広く感じる居間。そこに、三人の少女が立っていた。

「んじゃ、もっかい最初からいくからなっ！」

　アホ毛をピコピコさせた少女が元気な声を出している。Ｔシャツに短パン姿の小さな少女だ。肩かたまである栗くり色いろの髪。胸もお尻しりも小さな女の子。生意気で自信ありげな表情をしている彼女はハルナ。うちの居候その一である。

　ラジカセの巻き戻もどしボタンを押したハルナを中心に、二人の少女が脇わきを固めている。

「だいぶ様になってきましたね」

　モデルのような見事なプロポーションを持つポニーテールの少女。キャミソールからうっすらと覗く胸には、玉の汗あせが滴したたる。

　なんとも悩なやましげな彼女の名はセラフィム。うちの居候その二である。

『おかえりなさい』

　最後の一人はタンクトップとスパッツに西洋の籠こ手てという不思議な姿の不思議な少女だった。何も感じさせない無表情な少女。彼女はある理由から声を出すことも感情を出すことも出来ない。

　俺をゾンビに変えたネクロマンサー。居候その三、ユーだ。本名はユークリウッド・ヘルサイズという。

　ユーは声を出せないので、切り離はなしタイプのメモにボールペンで文字を書いて、意思疎そ通つうを図はかる訳だが、そのあまりに可愛かわいい顔が勿もつ体たいないので、俺は脳内にいる妹属性を付加させたユーで、勝手に声を脳内再生させる。今のメモだったら──

『おかえりなさい！　お兄ちゃんっ！　きゃはっ！』

　ってな感じだろうか。

　サラスが言っていた通り、どうやらこの三人がバックダンサーをやるのだ。

　その練習を、今やっているのだろう。なるほどなるほど。嫌いやな予感しかしねえぜ！

「あ、アユム帰ってたんだ」

　露ろ骨こつにいやそうな顔を見せるハルナ。

「存在感が気持ち悪すぎて、気づきませんでしたね」

　舌打ちを一つ打ったセラ。

　こいつらに言わなきゃいけないことがあるのだが、それを言ったことによって酷ひどいことになるのは分かっている。俺が黙だまっていると、セラがそのヒスイ色の輝かがやく美しい目を細めて、俺を睨み付けた。

「どうも気になりますね」

　何かを怪あやしんでいるような節を見せるので──

「なにがだ？」と一言返す。

「ウザさに定評のある、茶ちや碗わんにこびりついた硬かたいご飯はん粒つぶのようなあなたが、この状じよう況きようを見て『何をしているんだ？』と問いかけないのは、どうにもおかしいと言ってるのです」

　俺を蔑さげすむような紹しよう介かい文を言いたいせいでやけに長いセリフになってる──っ！

「確かに、アユムだったら絶対言うよな。あんちゃ～ん、小雪が好きだ～って」

　なんでお前の中の俺は、玄げん関かん開けたら二分でモノマネしてんねん。

　仕方がない。どうせ分かることなんだし。

「実はな。多分お前らが今練習してるダンスだが──」

　二人の顔は真しん剣けんだった。真剣に、俺を刺さし殺そうとしている目だ。

「俺も、参加することになりました。よろしくお願──」さくっ。

　緑色の葉っぱが俺の額に突つき刺さった。それはまるで手しゆ裏り剣けんのように広がった葉っぱで、それを投げつけたのはセラだと簡単に想像出来る。

　セラはサラスや友紀と同じく吸血忍者で、木の葉を刃に変える力を持っているのだ。

　同じ吸血忍者のサラスとは特に親交が深い。今回バックダンサーにこの三人を選んだのも、セラを経由してサラスが頼たのんだからだろう。

「アユムには無理だろ！」

　条件反射のようにアホ毛をピコピコさせるハルナ。

「俺のダンスセンスなめんな」

「踊れたとしても、気持ち悪いです」

「それはお前の主観だろうが」

『見てみたい』＝『お兄ちゃんの素す敵てきなダンス、とってもと～っても見てみたいなっ！』

　ユー。ああ、見せてやんぜ！　俺の、ダンシングをなっ！

　犬を追い払はらうように、俺は両手をぱっぱっと払うと、ハルナとセラが廊ろう下かの方へと移動して、踊るスペースを確保する。振ふり付けはすでにサラスから教わっている。

　目を閉じて、「はあ～」と深い深呼吸のあと、くわっ！　と目を見開く。

　はいはいはいはい！　覚えたてのダンシングっ！

　どうだこの躍動感溢あふれるキレの鋭するどい動きはっ！

「ストップストップ」ハルナが慌あわてた様子で両手を突き出す。

「どうした？　まだ始まったばかりだが」

「うん。あたしらの気分を害したいのはよくわかったから、もうあっちいけよなっ！」

　いやいや、感動をしてもいいんだけどな。

「……気持ち悪い」

　吐はき捨てるように言われた。いつもより嫌けん悪おが強い言い方だ。

『飯の用意を　邪じや魔ま』＝『えーっと、うん。お兄ちゃん……その』

　俺の脳内にいる妹属性のユーは、とても困った末──

『ジャマ……かな』

　そのままメモを読んだ。







　飯の用意をしながら様子を窺うかがってみたが、ハルナとセラは「なるほどなるほど」と唸るほどにダンスが上手い。

　ハルナは元々動くのが得意で、天才という裏設定があるほどに、こういうことに関してのセンスはずば抜ぬけている。

　セラは料理と絵心以外で失敗したところを見たことがないし、忍にん者じやだけあって素晴らしい動きを見せている。まあ、特に素晴らしい動きをしているのはその豊満な『おっぱい』な訳だが。

　問題はユーだ。

「ふう。ちょっと休きゆう憩けいなっ！」

　額の汗を拭ぬぐいながら、曲を止めるハルナ。運動して暑くなったのだろう、ぱたぱたとＴシャツを引っ張って空気を求めていた。

「そうですね。ヘルサイズ殿どのもお疲つかれのご様子ですし」

　タオルをユーに手て渡わたしながら、セラが微笑ほほえみ掛かける。

　汗一つかいていないユーは、いつも通り無表情でタオルを受け取った。

　俺はツッコミをいれるべきか迷っていた。

　何な故ぜなら──




　ユーは全く動いてなかったからだっ！




　あの子、ダンスする気ゼロだろっ！　ただ突っ立ってるのがユーの振り付けなの？　ノンノンそれはあり得ない。

　フリースタイルではなく、セラもハルナも俺が教わった振り付けと同じダンスを踊おどっていた。つまり、ユーも同じなはずだ。激しい動きをする二人に対して、一人だけ仁に王おう像の如ごとく立っている姿はシュールすぎる。ユーはダンスをしたくないのかもな。

「歩あゆむ、夕食の用意はまだ出来てないのですか？　ハエよりも役に立ちませんね」

「今出来たところだよ。ほら、机出してこい」

　誰だれよりも先に動いたのはユーだった。よほどお腹なかが空すいていたのだろう。あまり積極的に動かないユーが、ちゃぶ台を居間の真ん中へと置く。

　セラとハルナが、俺の力作ゴーヤチャンプルーを運んでいく。

『頂きます』＝『わーい！　美お味いしそう～っ！　いっただきまーすっ！』

　俺が作った渾こん身しんのゴーヤチャンプルーを、ハルナはせわしなく口に放り込んでいる。どうやら、早く食べて練習の続きをしたいようだ。

「でさあ、アユム。マジで出る気なの？」

「ああ、友紀か俺が出ることになってるんだ」

　と俺がご飯をよそいながら呟つぶやくと、ハルナのアホ毛がピコンと直立した。

「アユム……練習だ」

「は？」やけに低いトーンで名前を呼ばれた気がしたから、俺は首を傾かしげた。

「あいつにダンスの才能はないかんなっ！　あたしのファーストライブを汚よごされてたまるかって話だっ！」

　まあ、どうしてもどじょうすくいをしたいみたいだしな──

「──って、お前のライブじゃねえよ！　バックダンサーって言葉の意味を今一度考えて見ようよっ！」

「ほえ？　あたしバックダンサーだったっけ？」

「ええ。そのようにサラスが言ってましたね」

　味み噌そ汁しるをすするセラに言われ、ハルナはあさっての方向を見ながら──

「あー、知ってる知ってる。大だい丈じよう夫ぶ大丈夫」

　などと、明らかな棒読みで言いやがった。

「お前、さてはサラスのライブを奪うばうつもりだろ？」

　ひゅ～。音にならない口笛を吹ふいて、聞いていないフリをする。

「ダメですよハルナ。サラスという吸血忍者は、怒おこったときより拗すねているときの方が面めん倒どう臭くさいのです」

「大丈夫だって言ってるだろっ！　ほら、早く食えよなっ！　練習あるのみなんだからなっ！」

　怪しい。ハルナが何かをしでかすかもしれんだけに、俺はバックダンサーの座を勝ち取る必要があるな。

　セラもそう思っていたようで、俺の顔色を窺うと、こくりと一つ頷うなずいた。

　ユーは一人、黙もく々もくと自分のペースで夕食タイムを楽しんでいるようだった。







　ハルナと深夜までみっちり踊りの練習をした俺は放課後、友紀とサラスにその成果をマジマジと見せつけてやった。

　元々ゾンビとして高い身体能力を備えている俺が、たった一曲程度の踊りを完かん璧ぺきにマスターするのにさほど時間は掛からなかったのだ。

　ゾンビがどれだけ踊れるかは、是ぜ非ひスリラーのＰＶをご覧になって頂きたい。

「ふむ。なかなか良くなってきたな。クソダーリンよ。いや、私が気持ち悪さに慣れたと言うべきか」

「どうも。まだまだ完璧じゃないけどな」

「いやいや、そう謙けん遜そんするな。これならば、ダーリンに任せても良さそうだ」

　サラスの言葉に、友紀がどえらいショックを受けたようで、床ゆかにヒザをついてしまった。

「ちくしょーっ！　キモいときの相川に負けるなんてっ！」

　友紀がこんなに悔くやしがる姿を見たのは初めてかもな。友紀は誰かに負けたときでも、その相手を敬愛出来る優やさしい女の子だ。──ということは。

「お前、もしかしてめちゃくちゃ踊りたかったりするのか？」

「え？　まあ、その──うん、出たい。オレ、いつも──何をやるにも裏方ばっかで……地味なことばっかりで……バックダンサーも裏方だけど、やっぱりダンサーってカッコイイと思うんだ！　ほとんど主役みてえなもんだと思えるんだよ！　だから……」

　寂さびしそうに頷いた友紀に、俺はぽりぽりと頭を搔かいた。

「分かったよ。お前が出ろ」

「だ、ダーリンっ！　何を──」

「まあ、あれだ。俺にはライブに出るなんて、恥はずかしすぎて出来ないことに気づいたんだよ。それより、友紀の方が客も沸わくだろうしな」

　俺はそう言いながら友紀に笑いかける。まあ、視線は胸むな元もとへいってたけどね。

　友紀はセーラー服を着ているときはそれほどでもないが、実はセラにも劣おとらない見事な『おっぱい』を持っている。

　大きければ良いとは思わないが、これが絶品であることは間ま違ちがいないだろう。

　同じ踊るなら、魅み力りよく的な方がいいに決まってるさ。

「相川──ありがとう！　オレ絶対成功させるよっ！」

　ぱあっと表情が輝かがやいた。うん、やっぱり友紀はこのアホ面づらが似合う。

　サラスはふっとバカにしたように一つ鼻で笑い飛ばす。

「そういうところが──マイダーリンだな」

　どういう意味なのか全く分からなかったが、サラスはご機き嫌げんだったので俺は何も聞かなかった。

　そして、学校帰りに俺たちはライブハウスへと向かった。どうやらリハーサルがあるようだ。

　ネットアイドルをやっているといっても、所しよ詮せん女子高生が出るようなライブだから、さぞかし小さなライブハウスだと思っていたが、向かった先は一〇〇〇人ほど入れる大きなところだった。

　うん。辞退して良かったよ。恥ずかしいなんてレベルじゃない。

　うちの学校の体育館より広いじゃねえか。ほう、奈な落らくまであるのか。奈落ってのは舞ぶ台たい仕じ掛かけの一つで、床が下がったり上がったりする部分を言う。

　本番では、サラスが床からせり上がってくるのだろう。

　俺はバックダンサーから外れたが、照明スタッフが足りないそうで、まあハルナたちの保護者という意味でも、裏方として参加させて貰もらえることになった。

　スポットライトの一つを動かす仕事を任され、どういう時にどういうライトを当てるのかの説明を受けたあと、ハルナやセラ、ユーと合流して、立ち位置などをチェックする。

　サラスが中央に立ち、マイクに一言叫さけぶ。

「死にたい奴やつは前へ出ろっ！」

　それが、サラスの曲を始める合図になっていた。サラスは歌の前にいつもこの文句を言うことにしているのだ。

　イントロが流れ、緊きん張ちように顔を強こわ張ばらせる友紀。

「ちょっと待てよな！」

　サラスが真ん中で、その右横に位置したハルナがぶんぶんと手を振ふりながら大きな声を上げる。

　どうせ、『自分がセンターじゃないのはおかしい』とか言い出すのかと思ったが──

「なんでアホのユキノリがいんだっ！」

　ハルナのさらに右に立っている友紀に指を向ける。

「相川が譲ゆずって──」という友紀の言葉を遮さえぎるように、

「俺がダンス対決で負けたんだよ。友紀のダンスは完璧だった」

　とハルナに言ってやる。そうすると、ハルナはむっとした表情のまま口を噤つぐんだ。

　ちゃんと出来るのであれば、俺でも友紀でもどちらでもいい。ハルナはそういう思考の持ち主だ。

　だが、俺は噓うそを吐ついていた。友紀はまだ、ターンが完璧じゃないし、どじょうすくいをしようとする。

　この噓は、ものの見事にバレることになる。

　リハーサルは進んでいけば、当然、ダンスも踊るのだ。

　本番を想定し、みんな全力を注いだ踊りが始まる。

　俺はハラハラしながら見ていたが、友紀は練習の成果か、どじょうすくいをすることもなく、ハルナたちの軽快なステップについていく。

　イントロ、サビ。ここまでは友紀でも問題はない。

　問題は間奏部分だ。歌い手であるサラスが歌わない分、ダンサーの動きが速くなる。

　この間奏で、高速三回転ターンがあるんだ。それはまるでクラシックバレエのような綺き麗れいなターンを要求される場所で、トゥーシューズでもないのにつま先一つで三回転するのは、ダンス系の映画を真ま似ねし尽つくして、ＥＸＩＬＥに入る自信すらある俺でも難しい。

　ハルナとセラは、それを難なくこなす。

　だが──張り切りすぎた友紀は、今まで一度も成功していないターンで、尻しり餅もちをついてしまった。

　それを見たハルナが両手をぶんぶん振って、曲を止めさせる。

「ちょっと曲止めろよなっ！　全然ダメじゃん！　もうアユムで良いから代われっ！」

　俺も反論出来ずにいた。セーラー服姿の友紀は床に座り込んだまま、意気消しよう沈ちんしている。

　というか友紀は足を閉じなさい。パンツ見えるから。水色にピンクのリボン付きなのが見えるから。

「えーっとだな。今のはたまたま失敗しただけだから許してやってくれ」

「許せるかっ！　遊びでやってんじゃないんだからなっ！　ギャランドゥ出るんだからなっ！」

　ギャラはギャランドゥの略ではなくギャランティー、つまり契けい約やく出演料のことなのだが、聞く耳を持たないハルナのところへ、左サイドバックダンサーであるセラがやってくる。

「ハルナ。私は別に、彼女でも良いと考えます」

「はあ？　なんでだよ！」

「一度大きな失敗した人間は、信用出来ます。反省したことがあるのとないのでは、経験に雲うん泥でいの差がありますからね」

「セラ──ああ、そうだな。その意見には同意できる。友紀だって今の失敗を悔くやんでるみたいだしな」

　友紀は座り込んだまま、床に視線を落としていた。上う手まくできない自分が悔しくて、何も言えないのだろう。俺はそんな友紀の、体育座りから少し足を開いたポーズが気になって仕方なかった。

「ですが──二度失敗した人間は二度と信用出来ません。本番でミスをしたその時は軽けい蔑べつしますが、悪あしからず」

　セラの冷ややかな目は、とても綺麗だが、ゾッとさせる。

　意気消沈した友紀に、何か元気づけようと声を掛けたかったが、何を言うべきか悩なやんでいたとき……声を掛けたのは、サラスだった。

　友紀の背中をバンと強く叩たたく。

「いつまで下を向いている。そうしていれば、我がダーリンに優しい言葉を掛けて貰えるとでも思っているのか？　甘ったれるなっ！」

　驚おどろきに目を丸くさせた友紀だったが、叱しかられているということにテンションが下がったのか、また下を向く。ますます友紀のパンツが見えてることを指し摘てきしにくい空気になった。
















「でも……オレ……」

　煮にえ切らない返事を聞き、サラスの黒い髪かみがさらっと広がる。まるで感情を爆ばく発はつさせたように。

　友紀の胸ぐらを摑つかみ、サラスは鼻がくっつくほど友紀の顔へ近づけた。

「やれるのかやれないのか、ここではっきり言って貰おうっ！　『やりたい』などという希望は認めん！　光に当たりたいと言ったのではないのかっ？　貴様が向いている方向に、光はあるのかっ！　顔を前に向けろっ！　走れっ！　それだけが貴様の長所だろうっ！」

　友紀はサラスの手を取り、立ち上がる。

「うん。オレらしくなかった──頭がわりぃオレに出来ることは……走ること……だよなっ！　うん、ありがとうっ！　オレ、死ぬほど練習するよっ！」

　友紀のアホ面が、そこにはあった。その表情に、俺はほっと一息吐つく。色んな意味で。

「ユキノリ……その……あたしが特訓してやるから……その……」

　指先をモジモジさせたハルナが、なにやら恥ずかしそうに頰ほおを染めている。

「んと……その……な？　えと……」

『一いつ緒しよに　やろう』

　ハルナが言いたくて、でもプライドの都合で言えなかったことを、ユーが代弁してくれた。その気持ちは、みんな同じ。

　バックダンサーの気持ちが今、一つになったのだ。

　友紀はその日、俺の家に泊とまることになった。

　また机をしまった広い居間でハルナとセラが、手取り足取りでダンスを教える。

「そこでスピニングトーホールドからの～、はいイナーシャルドリフトっ！　そう、そこで五連続ヘヤピンカーブっ！」

　何度やっても何度やっても出来ないターン。それでも諦あきらめない友紀。

「そこはもっと歩の小指を踏ふみつぶす感じで、力強くステップを踏んで下さい。もっとです！　その程度では、気持ち悪い顔をされて終わります！　もっと五年後に思い出してしまうほど、完かん膚ぷなきまでに粉ふん砕さいするつもりでっ！」

　セラの指導にも熱が入るが、何故か感動ではない涙なみだが俺の目に溢あふれてくる。

　何時間同じ動きを繰くり返しただろうか。

　ハルナの熱心な教えにより──ついに、ターンがばっちり決まる。

「やった！　やったぜ相川っ！　今の見てたかっ？」

「ああ。やったな」

　ぐっと親指を立てる友紀に応こたえ、俺も親指を立てた。

「やれば出来んじゃん……ふぁああ」

「一安心しましたし、汗あせを流して就しゆう寝しんしましょう」

　すでに時刻は深夜を回っていた。寝ねぼけ眼まなこのハルナを連れて、セラが風ふ呂ろへと向かう。まさか二人で一緒に風呂に入るのかっ！　気になる……

　疲つかれ切った友紀は、疲ひ労ろう困こん憊ぱいした体を弛し緩かんさせ、腰こしを下ろす。

「やった……よかった……」

「最初はどじょうすくいばかりしてたのに、よくここまで踊おどれるようになったよな」

「あれは──あれしか踊り知らなかったから、振り付けが頭からぽーんとどっかに行ったときについ出ちまっただけだ。今のオレは、完かん璧ぺきに覚えてるから大だい丈じよう夫ぶだぜ！」

　そう言って笑う友紀は、まるでハルナのように自信たっぷりだった。

　ハルナとセラが寝てしまったあとも、友紀はずっと練習を繰り返す。俺はそれに付きっきりだった。

「はあ、はあ、はあ～。疲れた～。でも、もうターンも完璧に出来るようになったぜ」

「ああ、良かったな」

「もう一回行くぜっ！」

　友紀が調子に乗って、三回転でいいところを四回転しようとした。そのせいで、体勢を崩くずしてしまう。

　壁かべに頭をぶつけそうになったのを支えたのは──ユーだった。

　いつからそこにいたのか、全然気づかなかった。

　もしかしたら、俺と同じように、ずっと付き合ってくれていたのだろうか。

『少し　休むべき』＝『お兄ちゃんたち、頑がん張ばりすぎだよ～』

　そうか。友紀はずっと踊りっぱなしだったからな。さすがの陸上部の足でも、疲れが溜たまっていたのだろう。

　俺が友紀を立たせようとしたら──

「痛っ」と嫌いやな悲鳴を上げた。足首に手を当てて、苦い顔を見せる。

「お前まさか──足ぐねったのか？」

「こ、これぐらい平気だぜ」

『捻ねん挫ざしてる　片足に体重を掛けすぎた』

　そうか。高速ターン中だったから──

「平気だって！　オレは吸血忍にん者じやだぜ？　こんなの、すぐに治るからさっ！」

　軽快に笑い飛ばす友紀だったが、俺は嫌な予感しか残らなかった。

　もし、怪け我がが治らなかったら──いや、少しでも違い和わ感が残っていたら──友紀は成功することが出来るのだろうか？







　時は残ざん酷こくで、待ってはくれない。本番がやってきたのだ。

　観客は満員で、すでに盛り上がっているのが舞ぶ台たい裏にも聞こえている。

　出番を間近に控ひかえ、舞台袖そでに待機していた俺たちは緊きん張ちようしていた。

　サラスはピンクのヒラヒラした衣い装しようを纏まとい、まるで秋あき葉は原ばらとかで活かつ躍やくするアイドルのようだ。ハルナやセラ、ユーや友紀なんかはタイトなスカートとチューブトップの衣装。

　一番緊張していたのは、当然友紀で、ずっと胸に手を当てている。

　そんな友紀を奮い立たせようとしてくれたのだろう。ハルナがさっと右手を差し出し、セラがその上に右手を置く。続いてユーがガントレットに包まれた右手を置いて、サラスも手を差し伸のべた。俺はふっと一つ笑えみを零こぼしてから、手を乗せる。

　そして──友紀も。

「失敗は許さないかんなっ！　いいか！　恐おそれなければ失敗はしないっ！　一番楽しんだ奴やつが主役だっ！」

　ハルナの生意気な言葉に──

「望むところだ」サラスが答える。

「メイル・シュトローム。何か一言ありますか？」

　セラの優やさしい言葉で、友紀は緊張を吹ふき飛ばしたように──

「たった三日だったけど、このときのためにしゃかりき頑張ってきたんだ。──気合い入れていくぞーっ！」

「「おうっ！」」

　全員が手を突つき上げる。彼女たちの目は、輝かがやいていた。

　こうして──とうとう出番がやってきた。俺は照明係なので、二階席の正面だ。

　少し遠目ではあったが、見たい人間へライトを当てられる、ある意味特等席とも言える場所だった。

　見下ろせば、ぎっしりと詰つまった観客席。サラスの出番を待ちきれないのか、立ち上がってケミカルライトをライトセーバーの如ごとく振ふり回し、ガヤガヤと声が飛び交かっていた。

　俺は、リハーサルのときに教えて貰もらったようにスポットライトを消す。

　すると、それを合図にしたように、全すべての電気が消え、真まっ暗くら闇やみになる。

　どよめいていた観客たちの声も闇に溶とけ、静せい寂じやくと暗闇だけがライブ会場を包んでいた。

　スポットライトの一つが舞台に当てられる。俺もそれに合わせ、スポットライトを点つけた。

　舞台袖から、バックダンサーたちが舞台へと駆かけだしてくる。スポットライトに照らされた美少女たちの姿に、津つ波なみの如く沸わき上がる観客。

　友紀は右の端はしへ。ユーは左の端へ。セラは真ん中から少し左。ハルナは真ん中から少し右。よしよし、みんな大人しくしてるな。

　舞台中央でせり上がってくる床ゆか──

「死にたい奴は前に出ろっ！」

　サラスの殺し文句を合図に、イントロが始まった。

　どーん。と花火が揚あがり、ピンクのヒラヒラした衣装を着けた美女が飛び出した。上がりきるまで待てなかったのだろう。

　吸血忍者の身体能力を駆く使ししてジャンプしたサラス。サラサラの綺き麗れいな黒くろ髪かみは風に乗って大きく広がり、まるで羽を持っているように、柔やわらかくゆっくりと着地する。

　ここぞとばかりに、舞台中央へスポットライトが集中する。いつも通りの勝ち気な表情でサラスは叫さけぶ。

「さあ、みんなっ！　死ぬまで楽しんでいってくれっ！」
















　待ちに待ったアイドルの登場に、歓かん声せいが巻き起こる。

　アイドルらしいロックでポップなナンバー。普ふ段だんのキツイ雰ふん囲い気きからは考えられないほどに、透すき通った可愛かわいい声。激しい曲調に合わせて、バックダンサーたちも動きが激しくなっていく。

　リズムに合わせ、観客も手を振り、首を振り、飛び跳はねていた。

　友紀の足は大丈夫だろうか？　──ていうか。

　ユー、全っ然動いてないんですけど。今思えば、ユーは練習のときも不動だった。

　いや、よく見ろ──カスタネットだ！　ユーはカスタネットを持っているっ！

　うんたん役だったのか──っ！　可愛いっ！　あの子可愛いっ！　でもやっぱりおかしい！　踊りたくなかったんだろうな。

　順調に進む中、間奏に入る。

　サラスは一歩下がり、バックダンサーたちが前に出る。ライトもクラブハウスのように乱らん舞ぶし、四人を照らし出していた。

　ここで、あの三回転ターンがある。ぎりぎりまで出来なかったターン。今の友紀に出来るのか？　足は大丈夫なのか？

　心配しながら見ていると──
















　一回転、二回転、三回転。

　よしっ！　友紀は見事にそれをやってみせたのだ。ぐっと拳こぶしを握にぎり、俺は無意識の内にガッツポーズを取っていた。

　なんだ、心配するだけ無む駄だだったようだな。ほっと胸を撫なで下ろしたが、そのとき、友紀の動きが止まった。

　どうした友紀？

「ちゃんかちゃんか、ちゃんかちゃんか……」

　あ──っ！　友紀がどじょうをすくう動作を──っ！　忘れちまったんだっ！　ターンが成功して安心したことによって、頭が真っ白になったんだっ！

　それを見かねたのか、ハルナが立ち位置を離はなれ、友紀の目の前へ。目の前で踊ることで、忘れていたフリを思い出させようとしたのだ。

　そんなハルナの機転により、なんとか友紀もダンスに戻もどることが出来た。

　バックダンサーが最初の位置に戻り、またサラスが中央へとやってくる。

　後半に入ろうとしているのだが──最初とは少し違ちがうところがあった。

　友紀は右の端へ。ユーは左の端へ。セラは真ん中から少し左。ハルナは──ハルナがいないっ！　どこだっ！

　スポットライトを、ルパン三世でも探す気持ちで舞台上を縦じゆう横おう無む尽じんに動かした。

　だが──いない。どういうことだ？　何かアクシデントでもあったのか？

　サラスが歌い出そうとしたとき、スポットライトがまた集中する。そこにいたのは──ハルナ。戻らなきゃいけないのに、ずっとセンターに居座っていたのだ。

　あいつ……前に出るなって言ったのに。一度前に出ちゃったからテンションが抑おさえられなくなったんだな。

「あたしにもマイク貸せよなっ！」

　さらにハルナがサラスのマイクを奪うばって歌い出す。

「ボンバヘっ！　ボン、バっ、ヘ、ボンバヘっ！　ボン、バっ、ヘ──」

　ハルナが妙みような歌を歌い出したーっ！　だからお前は出しゃばるなよっ！　あー、でもダンスは完璧な出で来き映ばえだ。

「ふっ、こんなこともあろうかと──」

　サラスの手には、もう一本のマイク。バカなっ！　マイクを二本持っていたというのかっ！　そしてハルナのマイク音源が裏方スタッフにより消され、サラスの歌声だけが残る。

　ポンポンとマイクを叩たたいて音が消されたことに気づいたハルナは、サラスに負けじと中央でダンスを始めてしまった。踊りながら、サラスのマイクを奪おうと言うのだ。

　ちゃんとダンスをこなしているあたり、ハルナのダンスへの意気込みが感じられる。

　サラスは歌いながら、ハルナの猛もう攻こうを避さけていた。誰だれから見てもマイクの取り合いがわかるようで、笑い声と歓声が入り交じる。

　全くどうしてこうなってしまったのか。

「この豚ぶたっ……そのウザったらしい髪かみを引きちぎり、頭をゴーストタウン状態にしてやりましょうか？」

　そしてさらに、セラが最前列の男性を踏ふみつけている。恐らくイヤらしい目を向けていたのだろう。

　あーっと、ユーのカスタネットが止まったーっ！　飽あきちゃったの？　飽きちゃったのか──っ！

　舞台中央では、ハルナとサラスの戦いに決着が付く。

　サラスの方が一枚上手で、ハルナに一度もマイクを奪われなかったのだ。

　歌も最後のサビに入り、一ひと際きわ沸き上がる。歌を歌えなかったハルナは悔くやしそうな顔をしていたが「アホ毛最高ーっ！」という観客の言葉に元気を取り戻す。

「今日はあたしのライブに来てくれて、ありがとなっ！」

　ハルナのマイクは入ってなかったが、その元気な声はきっと、みんなに聞こえただろう。

　ハチャメチャなまま、曲が終わり、ライブは最悪な状態で終わった。

　まあ、しかし──客もハルナもセラも友紀も、とても楽しそうな笑顔を見せていたんだがな。







「いやあ、完かん璧ぺきだったなっ！」

　ライブが終しゆう了りようし、控え室へと戻ったら、アホ毛をピコピコさせたハルナが自画を自賛していた。俺は控え室に入り、バックダンサーたちの顔色を窺うかがう。

　うん。反省の色なし──と。

　そこへ、このライブの主役であるサラスが入ってきた。その表情は、いつもより不敵に見える。まあ、ライブを滅め茶ちや苦く茶ちやにされたんだ。当然だろうね。

　ここは、俺が怒おこるより──

「サラス、言ってやれ」

　サラスは両手を腰こしに当て、俺より一歩前へ出る。

「皆みんな、ご苦労だったな。私は何度もライブをしてきたが、こんなことは初めてだ」

　そうだな。あんなにバラバラのダンサーズはそうそう見れないだろう。俺はうんうんと頷うなずきながら聞いていたが──

「素す晴ばらしかったっ！　これほど楽しかったのは、初めてだったよ！　いつかまた、このメンバーでライブをやろうではないかっ！」

　両手を広げるサラス。その表情は、とても晴れやかだった。

「ライブ最高っ！」海にでも向かっているかのような勢いで叫ぶハルナ。

「オレ、まだ緊きん張ちようしたままだけど──ドキドキが止まらない」

　やりきったということに安心した様子の友紀。

「ええ。良い昂たかぶりが胸の中に残ってます」

　笑顔を見せるセラ。──って、何この空気。

「いやいやいやいや、俺は逃のがさねえよっ！」

　タオルで顔を拭ふいていたセラが、舌打ちを一つして俺を睨にらむ。

　ハルナもとりあえず話を聞いてくれるようで、静かにスポーツドリンクを飲む。

「セラ。お前、客の顔面を踏んでたよね？　いや、もう蹴けってたよね？」

「あれはツンツン頭のメガネクソ野や郎ろうが私を盗とう撮さつしていたので仕方がなかったのです」

「吸血忍にん者じやはたしか、人を襲おそわない種族なんだよな？」

「ええ。私が踏みつぶしたのは、ただのゴミとメガネですから、問題ないでしょう？　知らない仲でもなかったので、容よう赦しやをしませんでした」

　知り合いだったのなら、あとで謝ったりも出来るだろうし、まあいいや。なんて、追及を諦あきらめていたら、友紀が頭を下げた。

「ごめん！　オレ、頭がパニックになって、踊おどりを忘れて、そのせいでライブが──」

　友紀のどじょうすくいに対して弄いじり倒たおそうとしていたが、こうも猛もう省せいされちゃあ、何も言えなくなるな。その言葉に、ハルナのアホ毛がピコンと反応する。

「あたしだって立ち位置忘れた」

「え？」

「いやあ、ユキノリが失敗してくれて助かったなっ！　そのおかげで、あたしは失敗を隠かくし通せたしっ！」

　ハルナ、お前まさか──あのサラスとのマイクの奪い合いは、友紀のために──

「私も、踊ることよりメガネクソ野郎を駆く逐ちくすることに集中してしまいましたし」

『私も　カスタネット　やめてしまった』

　そうか、セラが奇き行こうに走ったのも、ユーがカスタネットを止めたのも、友紀がまた落ち込んでしまうと見み越こしてのこと。こうしてみんなで、失敗を笑い合うためにわざと──

「でもな、ハルナ。お前はバックダンサーで、サラスが歌手だ。当然サラスが主役なんだからそれを奪おうとしたことは──」

「まあ、そう言うな。マイダーリンよ。私は楽しめたと思ってるし、このライブが私だけのものだとも思っておらんよ」

「そうだっ！　これは──」

　いつものようにキャンキャン喚わめくハルナから少し首を傾かたむけて耳を遠ざけていた俺は──

「あたしたち全員が主役のライブなんだからなっ！」

　その言葉に、言い返せなくなった。ハルナは言っていた。「楽しんだ奴やつが主役だ」と。今回の主役は一体誰だったのか？　そんなの、誰でもない。

　主役かどうかなんて、分けられるようなもんじゃないんだ。

　スポットライトが当たれば、たとえそれがバックダンサーでも、主役になれる。

　たとえ何もない人生でも、脇わき役やくだと思っていても、全すべての人が主役になれる。

「オレも、主役になれたのかな？」

　実感がわかない様子の友紀の肩かたを、ユーが叩く。友紀に差し出したメモに書かれていたのは──『もちろん』の文字。

　ハルナもセラも、友紀に向かって一つ頷く。

「そっか──オレも、みんなと一いつ緒しよで主役になれたんだな。──良かった」

　照れくさそうに、それでいて嬉うれしそうに、友紀は頭をポリポリと搔かいた。

　みんなが主役。それでいいじゃないか。──なんてハルナが言いたいのかどうかはわからないが、少なくとも、俺はハルナの言葉でそう思った。

　だから、怒っていた気持ちなんか、どこかに行っちまった。

　腕うでを組んで聞いていたサラスが、笑えみを向けながら言う。

「ああ、そうだな。最低な出来だったが、最高のライブになったと思ってるよ」

　そうだな。──最高のライブだった。それは今も止やまない観客の歓かん声せいが物語っている。

　ちなみに、ライブ後にとったアンケートでは、ユーがダントツの人気を誇ほこっていた。

　うん。確かに可愛かわいかった。踊ってなかったけどね。

　──あれ、待てよ？　俺も、主役だよな？




　　　　＊




　曲が終わり、喝かつ采さいを浴びる友紀とサラス。

　まあ、あのときのライブに比べればこんなところで踊るぐらい簡単だろう。

「それでは皆みな様さまお待ちかね。ケーキ入刀です！」

「さっきやったやん！」

　思わず関西弁になってしまった。

「いいじゃねえか相川～オレの初めて貰もらってくれよ！」

　またそんな人に誤解されそうな言い方を──

「お前とはいろいろな共同作業を経験済みだ」

「ほら、早く早く！　行こうぜ相川っ！」

　乗り気じゃない俺をぐいっと引っ張って、ケーキのところへ。

　もうさっき入刀されてんじゃねえかよ。なのに、なんでもう一回ケーキに入刀しなければならないのか。黒ヒゲ危き機き一いつ髪ぱつでもしたいのか。

　って、どうして俺目め隠かくしをされてるんだろう。

　今から入刀するのに、長いナイフを持たされてケーキから遠ざけられた。

「おいおい、なんのつもりだ？」

　しかもぐるぐるぐるぐる回されてる。

　これって──あれか？

　ぴたっと止まれば、歓声が変わる。

「右、右！」「左っ！」「右だって！」「バカっ！」

「くうー燃えてくるな！　相川っ！」

　スイカ割り。視覚を奪われ、三半規管を狂くるわされた状態で標的を狙ねらう。

　それだけでも大変なのに、アホの友紀と二人で手を取り合ってやるなんざ、至難の業わざと言わざるを得ないだろう。

「そこそこ！」という声が聞こえ──

「うおおおりゃあ！」

　振ふりかぶる友紀。──がん。

「えー、それではここでお色直しを──」

　……なん……だと……？

　結果は！　結果を教えて！　急過ぎんだろ！

　感かん触しよく的には完全に机叩たたいた感じだったよ！　ケーキにナイフを入れて『がん』とか鳴らないし！

「ねえ、ちょっと……目隠し取って……ねえ」

　はい、無視と。

　自分で目隠しを取りつつ、席へ戻もどる。すでに友紀の姿はなかった。

　そこへ、ＢＧＭがかかる。それはハイラル城付近のフィールド曲だった。

　あー、この曲好きなんだよねー。冒ぼう険けんしてるって感じになるわー。

　これは友紀とサラスの勝負。ということはまたサラスが来るのかと思ったが──

「しいいいいいいいいんぷ、ユーうううううううううくりりりりうっど・ヘルサああああイズっ！」

　ウェディングドレスの上からプレートアーマーとガントレットを装着した花はな嫁よめが、式場へ入ってきた。

　俺は正直、ぞっとしていた。

　この展開。このパターン。

　てっきり二時間ちょっとで帰れるとでも思っていたが──




　俺は一体、何人と結けつ婚こん披ひ露ろう宴えんをする予定なんだ！




　もしかして、ここにいる全員と──そんなことを思うと、テンションが下がる。

　しかしながら、ユーが隣となりにちょこんと座ってその青くて綺き麗れいな瞳ひとみを向けたらもう、うっひょう。

　サラスや友紀にはない、清純さがそこにはあった。

　白と銀の組み合わせと綺麗な青い瞳が堪たまらない。

「えー、ここで祝電を読ませて頂きます」

　誰だれに対しての！　あー、ここでってことはユーか。

「えー、まずは『結婚するんだって？　あっはははは、面おも白しろいなぁ。今度また──』と、ここで終わっております。ネグレリア・ネビロス様からでした」

　ネネさん……途と中ちゆうで寝ねてしまって、もうそのまま続き書くの面めん倒どうになったから、そのまま出したんだな。あの爆ばく乳にゆうめ。

「続きまして『また相川か。変態のくせにモテやがって。死んだらええねん』……創遊学園一年Ｃ組一同様から頂きました」

　あいつら、そんな風に思ってたのか。──って式場内にいるし！　クラス全員ニヤニヤしてるし！

「続きまして『死んだらええねん』……内閣総理大臣様から頂きました」

　国家ぐるみでっ！　サプライズすぎっぞ！

「もうさっさと入刀して終わりにしようや」

　冗じよう談だん半分であろう呪のろいの言葉に満ちあふれた祝電を聞き流しながら呟つぶやいていると、ユーが目の前にあった食事に手を付けた。

　ユーはこう見えて、結構大食いだからなー。

　ガントレットの手でレモンを搾しぼる姿はとても可愛らしい。

　そこで気になったことが一つ。

　レモン……レモンは大だい丈じよう夫ぶなんだろうか？

　実は前、こんなことがあって──


































　テレビから、バラエティ番組の笑い声が溢あふれ出ている。

　寝ねぼけ眼まなこの俺はそれを、こたつに入って見ていた。

　思わずあくびが出る。土曜日の夜ってのは、体を休めるためにあるのではないかと思うね。何もやる気が起きないし、力も出ない。

　こたつのぬくぬく感は、どんな催さい眠みん術じゆつよりも眠ねむ気けを誘さそうものだ。

　こたつ布団を肩かたまで被かぶって、猫ねこ背ぜの姿勢でのんびりしていると、左ひだり隣どなりに座っていた少女が皮を剝むいたみかんを差し出してくれた。

「ありがとうな。ユー」

　彼女は、こたつの中でも、鎧よろい姿をしていた。

　長い銀色の髪かみは輝かがやくように綺き麗れいで、籠こ手てに覆おおわれた小さな手は、雪のように白く儚はかない。

　青い瞳ひとみはどこまでも澄すみ渡わたっていて、小さな唇くちびるは微び動どうだにしない。

　彼女の名前はユークリウッド・ヘルサイズ。俺をゾンビに変えた『ネクロマンサー』様で、凄すごい力を持っている。

　その力の影えい響きようで、喋しやべることも感情を表に出すこともしてはいけない。

　そう、出来ない訳ではなく、『してはいけない』という悲しい運命を背負った少女だった。どんなことがあっても無口で無表情。ミステリアスで、清せい楚そで、物静かな雰ふん囲い気きを持っている。澄んだ水のような女の子だ。

「それにしても綺麗に剝いたなー」

　綺麗なオレンジ色のみかんをまじまじと見つめた俺の言葉に対して、ユーは机を二回叩たたいた。

　声を出すことを許されない彼女は意い思し疎そ通つうを図るためにメモに文字を書くのだ。

『みかんの白い部分は　敵』

　可愛らしい容姿には似合わず、メモの文字はいつも硬かたい言い回しだ。なので、俺は、それを脳内で可愛らすい～声で変へん換かんすることにしている。今のだったら──

『ユーね、お兄ちゃんのために、みかんの白いところを全部取ったんだよ？　えへへへー、褒ほめて褒めてぇ』

　と言ったところか。全く可愛い奴やつめ。

　みかんの白い筋には栄養がたっぷりなんだが、嫌きらいな人は多いよな。

　俺もみかんは好きなんだが、筋の部分はあまり好きじゃないので──うん。美味い。

「あたしにもみかん」

　右みぎ隣どなりに座っていた少女、ハルナがユーに声をかける。

　身長一四五センチメートルに、小さな胸。ぱっと見れば、可愛らしい女子中学生といったところだろう。

　猫ねこのように大きくて可愛らしい目と、チョウチンアンコウ先生のように立派なアホ毛が特とく徴ちようの、生意気な少女だ。

　彼女は魔ま法ほうの世界ヴィリエからやってきた『魔ま装そう少女』だ。ひょんなことからウチに居候することになった、魔法の使えない魔ま法ほう使つかい。

　ユーとは正反対にちょっとしたことで感情が激しく揺ゆれる、炎ほのおのような女の子だ。

　俺と同じようにこたつ布団を肩まで被かぶり、喉のどを鳴らす猫のような表情でポワポワしていた。頭のてっぺんにあるアホ毛はゆらゆらと揺れている。

　いつもはうるさい彼女も、こたつ様に掛かかればこの通り。

　それにしても元気がないな。珍めずらしいこともあるもんだ。

　ユーはさっそくとばかりにガントレットに包まれた手でみかんを剝く。ガントレットと言っても、指まで覆ってるタイプじゃないから、みかんを剝くのも簡単のようだ。

　その手が、少し止まった。

　みかんを持ったまま、うっすらと目を閉じている。

「どうした？」

　急停止したユーに声を掛けてみる。

『大だい丈じよう夫ぶ　なんでもない』＝『全然なんでもないよ！　お兄ちゃんっ！　気にしないで！』

　何事もなかったかのような無表情で、ユーはみかんを剝き終わった。

　なんだろう。何かひっかかるような──

「そう言えば、セラの姿が見えないな。どこに行ったんだ？」

　ウチにはもう一人居候がいるのだが、今日は姿を見ていない。いつもユーと一いつ緒しよに、居間にいるんだが。

『里帰り』

「葉っぱの人なら二日は帰らないって言ってたな」

　そうか。セラには家事を全部任せっきりにしてたから、一日でもいないと不便と感じてしまう。まあ、二日ぐらいなら俺がやるか。

　いやあ、それにしても平和だねえ。

「根暗マンサー。みかんまだぁ？」

　だらけきったハルナの声。

　ユーの可愛い横顔をマジマジと見つめてみる。

　息づかいが荒あらい。いつも表情を崩くずさないユーが、こんなに顔を赤くさせて──

　顔が赤い？　感情を表に出さないユーは、顔を赤くさせることなんかない。

　まさかと思って、おでこに手を当ててみると、びっくりした。

　凄い熱だ。冷え性のユーだからこそ、余計に熱く感じる。

　ガントレットに包まれた白くて小さな手が、俺の手を力弱く摑つかむ。

　メモには──『心配ない』の文字。

「ユー、なんで噓うそを吐つくんだ？」

　返事はない。

　だが、俺は分かっていた。ユーはきっと、俺にみかんを剝いてくれていた時から──いや、もしかしたらもっと前から体調が悪かったのだろう。でも、心配させまいとして、いつも通り振ふる舞まおうとしていたんだ。

　心配ぐらい──させてくれよ。

　風か邪ぜぐらいなら別に──

　握にぎり返したユーの白い手をよく見ると、見慣れない黒い斑はん点てんがある。

　……まさか、風邪じゃないのか？

「ユー、病院にいくか？」

　強く首を横に振る。

『問題ない』＝『心配しないで……お兄ちゃん。放って置けば治るから』

　問題なさそうには見えないが──ユーは冥めい界かい人じんだし、こんな症しよう状じようを見たことはない。異世界人が掛かる特有の病気だとしたら？

「ほえ？　病気なの？」

「ああ、この手を見てくれ」

　黒い斑点がある痛々しい手をハルナに見せる。ハルナはアホ毛をピコンと立てて、目を丸くする。

　どうすればいいのか分からず、ただおろおろするだけの俺。

　そのとき、ユーの体がぐらりと横に倒たおれた。

「ユーっ！　──ハルナっ！　セラの部屋から布団を持ってきてくれ！」

　そんな、ぶっ倒れてしまうほどの病気なのかよ！

　ユーの吐と息いきはとても苦しそうだ。どんなときでも、とくに『辛つらい』『苦しい』などといった感情を表に出さないのに。

「……う、うん！　分かった！　パジャマも必要だなっ！」

　どうすればいい？　俺に何が出来る？　焦あせりと苛いら立だちに、心臓が張はり裂さけそうな思いだった。

「おっととと」立ち上がったハルナが、ぐらりと体勢を崩した。

　彼女も、突とつ然ぜんの病気を前にして、慌あわてているようだ。







　あまりユーの体を動かすのもどうかと思ったので、居間に布団を敷しいてユーを寝かせる。

　ハルナはおかゆを作りにキッチンへ行っている。

「ユー、大丈夫か？」

『ハルナのおかゆが食べられるなら　たまには病気もいい』

　だから、心配しないで。そんな言葉があとに続くんだろうな。だからここは──

「ああ、そうだな。少し羨うらやましいよ」

　笑顔で返す。ユーにとって一番辛いのは、誰だれかに心配されることなんだ。

　苦しそうな表情。そして、汗あせばんだ白い肌はだ。とりあえず着き替がえさせるべきだろうな。

　汗をかいたままにしておくと、体が冷える。

　熱があるときは体を温かくして頭を冷やすのが鉄則だ。

　仕方がない。

「し、失礼しまーす」

　慣れない手つきで、ユーの長い銀ぎん髪ぱつの下、背中の方へ手を入れて鎧を外す。

　ガントレットも外そうとしたが──ユーはそれを拒こばんだ。

　そうだったな。これだけは絶対に外してはいけないんだった。

　パジャマを手に取って、ふと我に返る。

　──俺が、ユーを着替えさせて良いものだろうか？　ユーは見ての通り超ちよう絶ぜつ可愛い女の子。

　着替えをするということは即すなわち裸はだかにするということだ。

　……どうしよう。いや、やましいことをするつもりじゃないんだ。

　汗をかいたままにしておくと、体が冷えるもの。

　熱があるときは体を温かくして頭を冷やすのが鉄則だもの。

　仕方がないよね。うんうん、仕方がないよね。

　ユーがいつも着ているドレスのような服を脱ぬぎ脱ぎさせながら、自分にそう言い聞かせてると──

「アユムー。これを根暗マンサーに──」

　居間の戸が開いて、ハルナが入ってきた。手にはおかゆの入った鍋なべ。

　一……二……三……三秒間ほどの沈ちん黙もくの間に鍋を置く。

「こんの変態がああああああっ！」

　ハルナは俺の腕うでを摑むと、部屋の壁かべに投げつけた。

　ぐへえ。

　反動で跳はね返った俺の首に、レッグラリアートを決めながら──

「あたしはしんどいけど頑がん張ばってやってんのに！　何変態行こう為いに走ってんだよこの変態っ！　エロイの木もく馬ばがっ！」

「じゃあ、お前がユーを着替えさせてやってくれ」

　ゾンビなので痛みはないが、首を押さえながら溜ため息いき混じりに言う。

「はあ？　なんで天才で可愛いと巷ちまたで有名なあたしが、そんな従者みたいなことしなきゃなんないんだっ！　ふざけんなっ！　はぁ……はぁ……」

　ですよねー。つくづく、こういうときはセラがいて欲しいと思う。いきなりテンションをトップギアまであげたから息が切れたようだ。

「ユーは病気なんだよ。ほら、男の俺がやるより──」

「うっさい！　知るかっ！　あーもうっ！　買い出し行ってくる！　アユムのバーカっ！」

　ハルナはキーキーと罵ば倒とうして、逃にげるように去っていった。

　どうして欲しいんだよ。着替えさせたくないのかさせたいのか。

　いや、ハルナは勘かん違ちがいしていたんだろう。

　俺が看病を目的に着替えをさせているのではなく、ただユーにエッチなイタズラをしようとしていたと思ったから、モンゴルマンもびっくりのレッグラリアートなんかをしたんだ。

　ちゃんと、看病が目的だと分かったから、「もうするな」とは言わなかった。

　何な故ぜそんなハルナの心境が分かったのかというと──

　いつもとは違ちがって、アホ毛に元気がなかったんだ。

　ああいう物分かりが良いときのハルナはちょっと可愛い。

　さて、さっさとパジャマに着替えさせないとな。

「ユー、すまんが、着替えさせて貰もらうぞー」

　声を掛けつつ、着替えを続ける。

　服の擦すれる音。ドレスを脱がすとそこには純白の下着──うひょ～。じゃないな。苦しんでいるユーに興奮しているのは不ふ謹きん慎しんすぎる。

　しかし──ノーブラなのか。いつも鎧よろいつけてるからそれでいいとか？　それとも、冥界人にはブラという文化がないのか？　うひょ～。いかんいかん。

　シミ一つない綺き麗れいな体。──のはずだが、バナナのスイートスポットみたいに黒い斑点が体中にぽつぽつと浮うかび上がっている。

　これは、もしかして凄すごい病気なのではないだろうかと、俺は血の気が引く思いだった。

　やっぱり早く医者に診みせた方が──いや、しかしユーは冥界人。医者に診せてもいいものやら──

　待てよ？　冥界人。

　そうだ、ユーは冥界人だ。もしかしたら、この病気は冥界人特有のものではないだろうか？

　この仮説を裏付けるため、俺は急いで自分の部屋へと戻もどる。

　そして、携けい帯たい電でん話わでとある男に電話をしてみた。

「──ってな感じなんだが、どう思う？　医者に診せない方がいいんじゃないかと思ってるんだが」

「なるほど、それは相川の思い通りさ」

　美声が耳に心地ここちよい。いつも体育のときに直射日光様に倒されたゾンビを保健室へ連れて行ってくれる同級生、下村こと『アンダーソン君』だ。

　俺がユーの次に接する機会が多い冥界人。その甘いマスクと美声に、男の俺ですら耳が惚ほれてしまいそうだ。

「やっぱりか。冥界人特有の病──ってことは、病院に行っても無む駄だなんだな？」

　俺はアンダーソン君と電話しながら、ユーのところへと戻る。

　高熱でうなされている儚はかない少女のおでこにタオルを巻いたアイスノンを載せた。

　ユー。俺が、なんとかしてやるからな。

「そうだなー。俺も、その病気になったことがあるよ」

　アンダーソン君の言葉を聞いて、俺はひとまずホッと胸を撫なで下おろした。死ぬほどのものではないと分かったからだ。

「どうやったら治る？　何か薬とか持ってないのか？　頼たのむ！　ユーが苦しそうなんだ！」

「──俺のときは、知り合いが付いていてくれたからなぁ」

「それはむしろ有り難い情報だ。俺に出来ることがあるんなら……教えてくれ！　俺は何をすればいい？」

「……どんなことでも出来るか？　相川。何も疑うこともなく」

　アンダーソン君の真しん剣けんな声。ええ声してやがる。まるで声優のようだ。

「ああ。何でもやってやる」

「そうか。……俺のときはとりあえず──ヨーデルを歌って貰って」

「よーろれいひ～」

　アンダーソン君に言われるまま、俺は口をすぼめてスイスの山男の如ごとくヨーデルを歌った。……何も疑うことなく。

「パンツ一枚で反復横よこ跳とび二〇回して」

　トン、トトン。トン、トトン。俺はズボンを脱いでヨーデルを歌いながら、必死に反復横跳びをする。…………何も疑うことなく。

「空気椅い子すをしながらおかゆを食べさせて──」

　この状態でか……くおおお。くしゃみを止める方法でも水を変な飲み方で飲む。みたいなのがあるからな。ちゃんと意味があるのだろう。

「──みても全然治る気配を見せなかった」

「アンダーソンくううううんっ！」

　電話の向こうで楽しげに笑うアンダーソン君に、嘆なげきの声を掛かける。そんな気はしてたよ！　やっぱり内心では疑ってたよ！　ちくしょーっ！

「いやあ、すまない。健けな気げな相川にイタズラしたくなって──まさか本当にするとは」

「ちゃんとした方法をだな──」

「安心していい。相川が、傍かたわらにいればそれが何よりさ。一日安静にすれば熱も引く」

　なんだ、ってことは、ただの風か邪ぜみたいなもんじゃないか。

「アンダーソン君も人が悪いな……」

「でも、緊きん張ちようは解けただろ？」

　アンダーソン君！　君って奴やつはああああっ！　俺が慌てふためいて電話をしたから、それをなだめようとしてくれたんだろう。いい奴だ。君はいい奴だよ！

　──ってなると思ったのだろうか。この野や郎ろう、今度仕返ししてやる。

「高熱と怠だるさで辛つらいことには変わりない。そういうときは、誰かが傍らにいて欲しいもんなんだ。ユークリウッドはそんな素そ振ぶりを見せないだろうがね」

　ユーの傍らに……か。電話を切り、俺はユーの看病を続けることにした。

　といっても、何もすることはない。

　ただ、じっとユーの傍らで見守るだけ。

　溜たまっていく食器洗いや洗せん濯たく物もの。セラがいてくれたら──なんて思うのは贅ぜい沢たくなのかね。







　夜になると、ユーの容よう体だいも安定し、俺も眠ねむりにつこうとしていた。

　今日は冷え込むな。こういう日は、こたつで寝ねてしまいたいところだが、俺は自分の部屋でエアコンもつけずに布団にくるまっていた。

　明日あしたになれば、きっとユーはいつも通りに茶を飲んでいるだろう。

　その横で俺はみかんを食べているだろう。

　そんな未来を想像して、深く目を閉じる。

　もぞもぞ。

　ん？　なにやら布団が盛り上がって──

　布団の中を覗のぞいてみると、そこには、居間で寝ているはずの少女がいた。

「ユー、何をしてるんだ」

『一いつ緒しよにいては　駄だ目め？』

　普ふ段だんは見せない寂さびしそうな表情のままメモを見せるユー。頭の中にいる妹キャラの可愛らしいユーで変へん換かんする必要もない、素敵な言葉だった。

「いや、駄目な訳がないけど──」

　ごくり。と喉のどが鳴る。ユーはそんじょそこいらの可愛らしい女の子ではない。今まで一緒に暮らしてきて、これほど密着出来ることがあっただろうか？

　同じ布団の中にいる。

　その状じよう況きようだけで、うひょひょひょひょひょ。

　ユーのおでこに手を当てる。熱はまだ引いていないが、荒あらかった息は普ふ通つうになり、苦しそうだった表情はいつもの無表情に戻っている。

　良かった。この調子なら、明日には治ってるだろう。

　その大きく綺麗な青い瞳ひとみに、俺は笑みを向ける。

「今日は、一緒に寝るか」

　こくり。ユーは小さく頷うなずいた。ほんとに可愛い奴よのう。

　その小さな体を抱だきしめようとしたら──

「アユムー」

　びくん。と体全体が驚おどろいた。ハルナの呼び声と戸を開ける音が聞こえ、俺は無意識の内にユーを隠かくすように布団を被かぶせた。

「ど、どうしたんだね？　ハルナくん」

　あまりに気が動転していたので、まるで一昔前の探たん偵てい物のような喋しやべり口調になってしまった。

「根暗マンサーの姿が見えないんだけど……病院にでも行った？」

　体を向けると、そこにはパジャマ姿のハルナが両手を後ろに回して立っていた。寒いのか、足をモジモジさせている。

「ん？　ああ……まあ……何か用だったのか？」

「あいつに、パテギアの根っこを探してたんだけど……」

　それはザラキで有名な神官を助けるためのアイテムだろ。探してもねえよ。

　姿が見えなかったのは、薬を探していたのか。

「これ──」ハルナが差し出したのは、肉球のついた手て袋ぶくろ。

「なにそれ……」

「これを、根暗マンサーに渡わたして欲しいんだ。……その……て、手を冷やさないようにしろって言っとけよなっ！」

　ユーの手を見て、なんとかしてやりたいと──それにしても、ハルナがユーのために何かをしようなんて、珍めずらしいこともあるもんだ。

「ハルナ……お前にしては珍しいよな。ユーを気にかけ──」

　俺の言葉を遮さえぎるように、ハルナは顔を真っ赤にさせて言う。

「あ、あたしは！　根暗マンサーのお姉さんなんだから、当然なんだっ！　葉っぱの人に頼まれたからやってんだからな！　勘違いすんなよな！」

　肉球手袋を受け取ろうと手を伸のばしたとき、掛け布ぶ団とんがズレて──

　マズイ！　ユーがいることがバレたっ！

　この変態！　なんてハルナが攻こう撃げきしてくるのを想定して、俺は両手で顔をガードした。

「……なんだ、アユムのところにいたのか」

　……あれ？　パッと見た感じではハレンチな行こう為いに見えるはずなのに。

「怒おこらないのか？」

　なにやら神しん妙みような面持ちで、目を伏ふせるハルナ。

「まあ、こんなときぐらいは──アユムを貸してやる。別に、変態行為をする訳じゃないんだろ？」

「俺はお前にとってなんなんだよ」

「アユムなんて、風ふ呂ろに浮かべるアヒルタイプのおもちゃみたいなもんだ！」

　えー。ごっつ地位が低いやーん。

「……そばにいてやれよな……辛いときぐらい」

　ハルナ……

「ああ、分かったよ」

　我が子の成長を見る親のような気持ちで、俺は安心して眠りに就いた。

　──のだが、二時間半ほど経った真夜中にふと目を覚ました。

　……ごっつ寒い。

　体を丸くして、ぶるっと震ふるえる自分の体を抱きしめる。

　俺は、自分の部屋の真ん中に転がっていた。

　可愛い可愛いユーと身を寄せ合って寝ていたはずなのに。

　ベッドを見れば、ハルナとユーが抱き合あって寝ている。

　そうか、ユーの横をハルナに取られてしまったんだな。

　ユーの頭を抱かかえるように、ハルナは丸くなって寝ている。

　……俺にそばにいてやれなんて言っておいて──こいつは。

　ハルナもユーと一緒に寝たかったんだな。

　こうして見ると、仲の良い姉妹のようだ。

　起こす訳にもいかないので、今日は贅沢にこたつで寝ようかね。







　日曜日の朝は、特とく撮さつとアニメから始まる。

　いつも通りならば、隣となりにはユーがいて、楽しく会話しながら見るのだが、今は俺一人しかいない。

　大きなプラズマテレビとこたつしかない寂しい居間。

　奴らに出会う前は、ずっと一人だった。

　奴らが来てからは、ずっと誰だれかが一緒だった。

　こんなに寂しい場所だったかな。と、少し感傷に浸ひたってしまった。
















　階段をゆっくり降りる音がする。その足音がユーのものであることは一発でわかった。

　ハルナは階段を降りるとき、ドタドタとやかましいからな。

　良かった。無事に完治したんだな。

　階段を降りきって、居間に姿を現したユーに、俺は満面の笑みで「おはよう」と声を掛ける。

『おはよう』

　メモを見せるユーに、俺は目を丸くした。

　パジャマ姿にガントレット。昨日とは違ちがって、いつものようになんの感情も表さない無表情。

　──しかし、その雪のように白い肌はだは、まるで真夏のビーチで一日寝て過ごしたように真っ黒だったのだ。それはさながら、ワイハが大好きな敏びん腕わんプロデューサーのようだった。

　これはつまり、手に現れていた黒い斑はん点てんが全身に行き渡っていたことを意味しているのだろうか。

　どういうことだ？　一日寝れば治るんじゃなかったのか？

　どう見ても悪化してるじゃねえか！

　なんでこんな──日焼けみたいに──

「ユーっ！　大だい丈じよう夫ぶなのか？」

『問題ない』

　元気はあるみたいだが──

　ドタドタドタドタ……ハルナが階段を降りる音が聞こえてくる。

「アユム！　お腹空いたんだけど！」

　朝起きてすぐとは思えないテンションだ。

　飯を用意してやりたいところだが……ユーのことが気になって仕方がない。

『飯の用意を』＝『ユーもお腹空いちゃったよー』

　ユーが食べたいのなら、まあ作るが……気になって仕方がない。

　頭が混乱したまま、俺はキッチンに立った。

　トーストとスクランブルエッグを焼いていると、呼よび鈴りんが鳴る。

　ピンポーン。……あれ？　来客か？　珍しいな。

「ハルナ。出てくれー」

　居間でこたつに入ってぬくぬくのハルナに声を掛かけるが、全く動く気配を見せない。

「ハルナーっ！　焦こげた卵焼きを食べたいのかー？」

「あーもうっ！　出ればいいんだろっ！」

　やれやれだ。

　重おもい腰こしを上げたハルナが玄げん関かんに行ってから間もなく──

「お邪じや魔ましまーす」男の声が聞こえてきた。

　ちょうど焼き上がったスクランブルエッグを皿に移し、居間へと顔を出す。

　そこにいたのは──アンダーソン君。

「やあ、相川。おはよう」

　キラキラと輝かがやくような笑顔。なんというイケメンスマイルだ。

「お前がウチに来るなんて珍しいな。おはよう」

　声を掛けながら、こたつの上に料理を並べる。

「いや、ユークリウッドの容よう体だいが心配になったんだが──案あんの定じようだったようだね」

　イギリスの王子様のように美しい顔立ちと、モデルのようなすらりと伸びた長身。

　その日本人離ばなれした見た目から『下村』を英語っぽく『アンダーソン』と呼ばれる超ちよう絶ぜつイケメン冥めい界かい人じん。

「お前、一日で治るって言ってなかったか？」

　呆あきれた声で言いながら、俺はキッチンに戻もどり、焼けたトーストにバターを塗ぬる。

「いやあ、すまない。どうやら診しん断だんが間ま違ちがっていたようだ。もしかしたらと思ったが──」
















　間違っていた。で済むかよ──全く。トーストをハルナとユーに差し出しながら、こたつに入る。

　俺の朝のお仕事はこれで終しゆう了りようと言っていいだろう。

　トーストにマスタードを塗り、スクランブルエッグを乗せるのが大好きな俺が、マスタードを塗り塗りしながらジト目でアンダーソン君を睨にらみ付けると、拝むように両手を合わせて「すまん」と一言告げ、真ま面じ目めな顔で言う。

「この症しよう状じようは──みかんの食い過ぎだ」

　トーストにかぶりつくユーを可か哀わい想そうな目で見るアンダーソン君。

「………………は？」

「ちゃんと、白い筋を取ったか？　冥界人にとって、みかんの白い部分は毒なんだ」

　そう言えば、ユーは言っていた。『みかんの白い部分は敵』だ──と。あれは食たべず嫌ぎらいとかではなく、そんな意味があったのか。

　でも──

「ユーはちゃんと白い所を取って食べてたぞ？」

「取り切れない部分は少なからず出てくるだろ？　それに、ユークリウッドはこたつでみかんを食べることに幸せを感じるタイプに思えたからな。毒が蓄ちく積せきされた可能性があると見て、見に来たんだよ」

　確かに、ユーはここ三日で一〇〇個ほどのみかんを食べていた。微び量りようの毒が蓄積されていったと言われれば、そうかも知れない。

「で、何をしに来たんだ？」

　スクランブルエッグをスプーンでトーストに乗せる。

「治ち療りように決まってるじゃないか」

　アンダーソン君は、俺のトーストを手に取り、さくっと小気味の良い音をさせて一口。

　……お前のために用意したんじゃないんだけど……

「治るのか？」

「……んー、治す方法はあったと思うが──」

「あ、あたしも聞いたことがあるけど──」

　バターを多めに塗りたくったトーストを食べているハルナが話に入ってきた。

　ハルナの天才設定が、ここで生きるとはな。ヴィリエにも冥界人のデータがあるのかも知れない。

　治す方法があるなら──

「「覚えてない」」

　声を揃そろえるなーっ！　何ちょっと意気投合してんだよ！　俺のブレックファーストを返してよ！

「方法はいくつかあるはずなんだ。とりあえず、うろ覚えだが……一つ一つ心当たりのある方法を試してみようか」

「あー、そうだな。消去法って奴やつだ」

　美お味いしく朝食を頂いた二人は、立ち上がる。

「そんなことを言ってもだな。どうせロクでもないことだろうし、ユーにやらせる訳には──」

『やる』

「ユー」

『歩にこれ以上　心配をかけられないから』

　あくまで他人のために。優しい女の子の決意を無む駄だに出来ない俺は真しん剣けんな顔でアンダーソン君を見る。

「分かった。言ってくれ。方法を──あと、お前ら食器洗え」

　俺の言葉を聞いているのかいないのか、アンダーソン君はポンと一つ手を打った。

「たしか……お茶を回しながら飲むと良いはずだ」

　何そのしゃっくりを治すみたいなやり方。

『やってみる』

　早速ユーは湯飲みを持ち、ずずずっとお茶を飲んでいく。

　そこに、ハルナが異議を唱えた。

「いやいや、あたしの記き憶おくだったら、昆こん布ぶを頭に乗せてＹ字バランスしながらお腹を殴なぐられるといいはずだ！」

　荒あら治ち療りようにもほどがあるよ！　どんな方法だよ！

「あー、確かにその手はあったよな」

　目から鱗うろこと言ったアンダーソン君。……えー、あるんだ。

『確かにその治療法は何かで見たことがある』

　ユー本人まで言うのなら……ええい。こうなったら全部試してやる！

「バブを四つ使って四六度のお湯に浸つかるとかあったよな！」

「あー、はいはい。あったあった。あと盛り塩を頭から被かぶったり」

「ＣＤを両りよう脇わきに挟はさんでほうれん草を食べるって毒消し系じゃなかった？」

「あー、ダメ。全然出てこない。知ち恵え袋ぶくろの緒おが切れそう」

　ハルナはアホ毛をピコピコさせてアホ毛を『？』の形に変えていた。知恵袋の緒はむしろ切れてしまって良いんじゃないだろうか。

『カーテンにくるまって　コーラを一ひと缶かんがぶ飲み』

　ユー自身からも提案してきたーっ！

「「あ！　それだ！」」

　アンダーソン君とハルナの声が重なった。

　……お前ら、さっきから何を言ってるんだ？　異世界人の常識は、俺にはさっぱり分からない。

　だが、これもユーのためだ。

　二人が言うことに従い、ときには自分からユーは、あんなことやこんなことをやった。

　ついていけない俺は皿洗いをしていたんだが、その結果──

「……マジで治るなんてな」

　ユーの肌はすっかりいつもの白い肌になっていた。

　一体、どれが正解だったのかは分からない。

　まあ、治ったから良かったけど──

　辺りを見回す。まるでバラエティ番組の派手な企き画かくが終わったあとのように散らかりきった居間。

　きな粉こまみれになった床ゆかや、凹へこんだ壁かべ。

　セラが帰ってきたら、絶句だろうな。これ、俺が掃そう除じするのか？　セラさん早く帰ってきて下さい！

「まあ、何にせよ──治って良かったよ」

　小麦粉にまみれて頭からつま先まで真っ白になったアンダーソン君がうんうんと頷うなずいている。……何があったの？

「あたしのおかげだなっ！　根暗マンサーは感謝しろよな！　へっくしっ！」

　ぶる。ハルナが体を震ふるわせ、鼻をすする。

　ユーはそんなハルナをじーっと見つめていた。鼻水でも出ているのかと、ハルナの顔をじっと見てみる。

「ハルナ、お前顔赤くないか？」

「ほえ？　そ、そう？」

　悟さとられまいと顔を背けるハルナ。試しに額に手をやってみると──熱がある。

　まさか……移ったとか？

　アンダーソン君の顔を見ると、何が言いたいのか察知したのだろう。首を横に振ふる。

「あの毒は移ったりしないし、冥界人特有のものだ」

　そうか。ってことは──

「へぶしっ！」

「お前、普ふ通つうに風か邪ぜ引ひいたな？」

「天才は風邪引かない！」

　完全に風か邪ぜだな。今突とつ然ぜん風邪を引いたのか？

　いや、もっと前からだ。──今思えば、昨日ユーが倒たおれる前から兆きざしはあった。

　立ち上がって体勢を崩くずしたとき、あれが立ちくらみだったとしたら？

　いつもは炎ほのおのように激しいハルナが大人しかったし、おかゆを持ってきたときも──

「あたしは『しんどいけど』頑がん張ばってやってんのに！」

　と言っていた。

　こいつには、自じ称しよう天才のプライドと、周りに心配させたくないって気持ちがあったんだろう。

「……そばにいてやれよな……辛つらいときぐらい」

　あのときの言葉は、自分にも言っていたんだ。

　だから、誰だれかそばにいて欲しくて、ユーと一いつ緒しよに俺のベッドに潜もぐり込んでいた。

　本当はしんどくて、辛くて……でも、俺はユーのことしか見てなくて──

「すまん。ハルナ」

『私が　治す　ハルナの　お姉さんだから』

「ふざけんなよなっ！　あたしが──ふびゅしっ！」

　ハルナはこの家で、ユーのお姉さん的立場にいたかった。

　逆に、ユーもハルナのお姉さん的な立場にいたかった。

　性格が真反対の二人だと思っていたが──考えていることは同じじゃないか。

「では、俺はお兄さんになろう」

　アンダーソン君が両手を広げていた。

「あんたは普通に帰れよなっ！」

　流石さすがにウザかったのだろう。ハルナがアンダーソン君にチョップを一発。

『あまり　動かないで』

　ユーはハルナの体を倒す。瞬しゆん時じにアイスノンをおでこに置き、こたつ布団を被せる。

「ちょっ、こら……あたしは別に」

「寝ねてろ。おかゆ作ってやるから」

　ジタバタと暴れるハルナだったが──

「ネギを鼻の穴に突つっ込こむという治し方があったような」

　というアンダーソン君の言葉を聞いて──

「……安静にする」

　大人しく寝ることにしたようだ。ユーはそんなハルナの側で、じっと正座している。

　看病するのは、自分の役目だと言わんばかりに。

　あまりに微笑ほほえましくて、つい笑ってしまった。

　……俺は、二人にとって、どういう存在なんだろうね。

　父親的な立場で──いいのかね。

　個人的には、お兄ちゃんがいいのだが……

「アユム、あたしの下僕としてちゃんと役立てよな」

『歩は　私の下僕だから』

「お兄ちゃんと呼んでくれよっ！」

　嘆なげく俺の肩かたを、アンダーソン君がポンと叩たたき、親指をぐっと自分に向けた。

　なんて男らしい笑顔。

　お兄ちゃんと、呼んでみようかな。

　涙なみだながらに、そう思った。




　　　　＊




　あの日はセラがいないときの不便さを実感したなー。

　ユーもケーキを入刀したいのかな。なんて思っていたら──

「それでは、新しん郎ろう新しん婦ぷによる、キャンドルサービスです」

　お？　やっとイベントが進んでくれたな。

　もしかしたら、ユーでこのエンドレスウェディングも終しゆう了りようを迎むかえるのではなかろうか。

　まあ、こんなことを俺が考えたとき、その通りになった例ためしがないのだが。

　もう終わりにしようぜ。この薄うす汚よごれた、世界をよ。

　みたいな顔をして、テーブルを回っていく。

　まずは友紀トモノリや三み原はら、平ひら松まつと何な故ぜだかホッペにソースをべったり付けた織おり戸とのいる席から。

「ひゅーひゅーだよ！」

　お前は何歳だ。三原よ。誰がそのネタ分かるんだ全く。

「愛し合ってるかい？」

　ウザい呼びかけ。

『みんなに祝福されるのは　素す敵てきなこと』

　そうか。ユーはだからケーキ入刀じゃなくてキャンドルサービスを選んだんだな。

　全く知らない吸血忍にん者じやのテーブルを回り、クラスメイトのテーブルを回り、酒飲みの担任教師や血を吐はく白衣の男などに会え釈しやくをしながらロウソクに火を点けていく。

　そんな中で──

　うちの居い候そうろう連中がいるテーブルで、俺は思わず足を止めてしまった。

「なんで……ここにいるんだ……」

「お久しぶりです相あい川かわさん。お元気そうで残念です」

　ハルナ、セラ。ハルナの担任教師、大先生。そして──

　俺を殺して投とう獄ごくされているはずのロリ巨きよ乳にゆうが、いつもと変わらぬ可愛らしい笑え顔がおで、いけしゃあしゃあと式に来ていたのだ。

「お前、あと何百年も出られないんじゃなかったのか？」

「──今日はちょっと、特別なんです」

　にっこりと笑うその笑顔は、清純さとエロさと可愛らしさが見事に調和されていた。さすがの一言に尽つきるだろう。

　胸むな元もとを強調したドレスも、計算しつくされたもの。ちょっと胸の谷間見せすぎじゃない？

「はい。全すべてのキャンドルに、火が灯ともりました。新郎は席にお戻もどり頂いて、ここでお色直しとさせて頂きます。皆みな様さま、しばしご歓かん談だんをお楽しみ下さい」

　ユーが式場から出て行き、俺は溜ため息いきを吐つきながら席に戻り、次は誰かと待っていた。

　期待している訳ではない。

　セラか、ハルナか、はたまた、変化球で何故か来ている京きよう子こなのか。

　あらゆる可能性を考えていたのだが、その予想は全て外れることとなる。

　きゃんゆせれぶれー。

　往年のウェディングソングと共に式場へ現れたのは──

　友紀や司会をしているアンダーソン君と同じクラスの女生徒。




　──三原かなみだった。




　俺は虚きよを突つかれ、口が開いたままになっていた。

「──帰りたいんだけど」

　ああ、俺も同じ気持ちだが、そのウザったい表情は結けつ婚こん披ひ露ろう宴えんではおかしいだろ。

　メイクばっちりの少女が隣となりの席に座る。

　こいつ、意外と胸ないな。まあ、どうでもいいけど。どうでもいいけどぉ？　目が離はなせない哺ほ乳にゆう類るいの切なさ。

　普段のギャルギャルした格好とは違ちがう綺き麗れいなドレスなので、それがよく分かった。

「もういい？」

　シットダウンからの即そく帰宅宣言。

　ある意味、ショットガンマリッジと呼べるだろう。

　彼女と俺は、やけに相あい性しようが悪い。

　どのくらい相性が悪いかと言えば──


































　一月も中ちゆう旬じゆんを過ぎた冬の日。俺は部屋で一人、床ゆかに這はいつくばってプラモデルを設置していた。

　クラスメイトの織おり戸とから「暇ひまつぶしにどうだ」と勧すすめられて始めたプラモデル。

　ただディスプレイするためだけに人形を組み立てて、何が面おも白しろいのかと思っていたが、こうして街並みから、ポーズから、こだわり出すと時間がどんどん潰つぶれていく。

『フルメタル・パニック！』という作品に出てくるプラモデルを、模型で作った香港ホンコンの街並みにどう置こうか悩なやんでいた。

　よし──これでいいだろう。悩みに悩んだ配置がやっと決まり、満足げに香港シティをデジカメで撮とる。

　カッコイイ。やはり、『フルメタル・パニック！』の機体はカッコイイ。

「アユムいるー？　漫まん画が貸してー」

　陶とう酔すいしていたところに、一人の少女がやってきた。

　肩かたまである茶ちや髪ぱつの少女。キャミソールに短パン姿の、身長一四五センチメートルほどしかない小さな女の子が突とつ然ぜん部屋に入ってくるなり、俺のケツを蹴けりやがった。

　彼女はハルナ。魔ま法ほうの世界ヴィリエからやってきた魔装少女とかいう奴やつで、うちの居候をしているのだが、今はそんなこと、どうでもいい。

「適当に持っていけよ」

　あしらう感じが気にくわなかったのだろう。ハルナはむっとした表情で俺の隣に座る。

「何してんの？」

「なんでもねえよ。さっさと漫画持って自分の部屋へ帰れ」

　デジカメを構え、プラモデルのベストな角度を狙ねらう。ファインダー越ごしに見えるアーバレストの格好良さと言ったら、素す晴ばらし──

「あ、これアーバレストじゃん！」

　ひょいっと、被ひ写しや体たいを取り上げられた。俺がその配置にするまでどれだけ悩んだと思ってやがるんだこいつは。

「おいハルナ、邪じや魔まを──」

「よく出来てるなー。ほら見てアユム。こんなに足が──」

　バキ。あ────っ！　今一番鳴ってはいけない音が発せられなかったか──っ？

「あ──さて、と。漫画借りてくな」

　ハルナは片足を失ったアーバレストをそっと香港シティにある高層ビルの屋上に置いて、本ほん棚だなを漁あさる。この足では──もう、さっきと同じポーズは取れない。

「ハルナ……お前はホントに……」

「悪いと思ってるから許せよな！」

　俺はハルナの柔やわらかい両頰ほおをぎゅっと摑つかむ。

「そう思うならまず謝れ」

「ふむ～。いーたーいー」

　どこまでも引っ張れそうな、弾だん力りよくのあるほっぺたを引き延ばすと、ハルナのアホ毛が苦しげにぴょこぴょこと揺ゆれる。

　はあ。と俺は深い溜ため息いきを吐いた。

　ハルナは悪気があってやったわけではないだろうし、妙みようなプライドを持ってるから謝らないことも知っている。

　まあ、今回はクラスメイトである織戸から譲ゆずって貰もらったものだし、これを良い機会として、自分で買うところから始めよう。

　ハルナが居候してきてから、諦あきらめるのが早くなった気がするよ。

「悪かったって言ってるだろ！　アユムのボケっ！」

　反省していないような蹴りを繰くり出してきた。

　いや、そのときのハルナは、反省の色を見せていたような。

　そんな、アホ毛をしていた。







　そんなことがあってから、数日経たったとある冬の日。

　俺は放課後の教室で一人、雑誌を眺ながめていた。

　いやあ、趣しゆ味みが出来るということはいいことだ。

　今まではゾンビだからって日が落ちるまで、ただぼーっと待つだけだった放課後が、これほど有意義に過ごせるとは思わなかった。

「ええわあ～。ごっつええわあ～」

　雑誌のページをめくり、恍こう惚こつの表情を浮うかべる。

　レーバテインとアーバレスト。『フルメタル・パニック！』のあの機体が二体揃そろって二万九八〇〇円。──お高い。お高くとまってやがるぜ。だが──

「ええわあ～。ごってええわあ～。めっさ動くや～ん」

　そのあまりの出で来き映ばえに、思わず関西人でも言わないような関西弁で絶賛する。

　ここまで欲ほしいと思ったプラモデルは今までになかった。

　いや、だが、しかし──高校生に三万円弱という金は大金だ。携けい帯たいゲーム機本体がバリューパックで買える値段だからな。

「でも、ええわあ～。ごってええわあ～。装備めっちゃ充じゆう実じつしてるや～ん」

　悩んでいると、そこに、妙な男がやってきた。

「よう相あい川かわー」

　それは、うざったらしい頭とメガネをした男だった。

　趣味の多さでは他の追つい随ずいを許さない、ツンツン頭のクラスメイト。学校中にいる女子のスリーサイズを全すべて知っているという噂うわさもある、変態だ。

　趣味を持たないただのゾンビだった俺に、プラモデルを勧めてくれたのも、香港シティの模型を提供してくれたのも、こいつだ。

「あれ？　お前、帰ったんじゃないのか？」

「ちょっとファミレスへ行くつもりだったんだが、相川も誘さそってやろうと思ってなぁ。ほら、お前新しい趣味が欲しいって言ってただろ？　一いつ緒しよに行こうぜ！　相川だったら絶対にハマるって」

　俺はちらりと外を見た。太陽は──西に落ちているようだ。これならゾンビでものんびり歩ける。

「ファミレスと趣味がどう繫つながるのか、イマイチよく分からんが、そうだな……たまには、お前と遊ぶのもいいか」

　いつもいつも、女ばかりに囲まれてるからな。

　帰り支じ度たくを済ませ、俺たちは駅の方へと歩く。帰宅ラッシュの人混みを搔かき分け、数ある建物の中から一つを、終始ニヤニヤ顔をしていた織戸がすっと指を向けた。

　その先にあったのは、ファミリーレストラン。

　一階は駐ちゆう車しや場じようになっている、立派なファミレスだった。

　見上げると、ガラス張りの向こうにメイド服を着た店員が見える。

　あら？　イイデスネー。

　抗こう議ぎする気も失うせた俺は、織戸に続いて螺ら旋せん階段を上がり、店の入り口へ。営業時間が書かれている扉とびらの前には、『コスプレレストラン☆スターリバー』と書かれていた。

　あら？　イイデスネー。の波が脳内を埋うめ尽つくしていた。

「どうだ？　相川。ハマって来ただろう？」

　ニヤニヤ顔の織戸が俺の肩をポンと叩たたく。

　くっ。ちょっと良いかも知れねえ。だが──

「いや、俺はこれにハマらない気がするね」

　正直俺は、とある理由から、ひらひらのスカートにガーターベルト付きの可愛かわいいコスプレを強要させられる運命にあるんだ。

　確かに、女の子が可愛らしい格好をするのは好きだが、普ふ段だんから気持ち悪いコスプレをさせられているので、『コスプレ』という言葉に嫌けん悪お感を持っている。

　そんな俺の反応を見ても、まだ、ニヤニヤ顔の織戸が戸を開ける。

　ピーローパーローピーロー。コンビニのような入店音。

　どうせ、ただメイド喫きつ茶さ風にしたファミレスなだけだろうが、まあ可愛いモノには違ちがいはないだろうし──なんてグダグダ考えていると、メイド様のお出ましだ。

　長い黒くろ髪かみの女性が不敵な笑えみを浮かべ、偉えらそうに腕うでを組み、大きく足を開いている。

　この世のどこに、これほど偉そうなメイドがいるだろうか。

　当然、おきまりの「お帰りなさいませ☆ご主人様ぁ！　きゃるーん」ではなく──

「どの面つらを下げて舞まい戻もどってきた！　この軟なん弱じやく者めっ！」

　えー。めっさ怒おこられてるうー。

「帰れっ！」

　えー。追い出されてるうー。

　メイド喫茶として成立してないじゃねえか。

　メイド服を着た、偉そうな女性に追い出された俺たちだったが、織戸はむしろさらにニヤニヤしたまま帰ろうとはしない。

「帰らないのか？」と声を掛かけると、織戸は「まあまあ待て」と気持ち悪い顔を見せた。

　がちゃ。ピーローパーローピーロー。

　扉が開き、先ほどの女性がひょこっと顔を覗のぞかせた。メイドカチューシャがよく似合う黒髪の女性は、少し頰を赤く染めながら言う。

「まあ、すぐに帰るのであれば──入ってもよいぞ」

　つ、ツンデレ喫茶風だった──っ！

　指を二本立てて人数を提示する織戸と共に店の奥へ。

　一番奥の席に案内された俺は、メイド服に黒ストッキングの店員さんに声を掛ける。

「で、お前何やってんの？」

　そう──彼女は、知り合いなのだ。

　黒髪の美女はぐいっと顔を寄せ、俺の耳元で呟つぶやくように説明する。

「うむ。ここは我々、吸血忍にん者じやが経営しているレストランでな。私がプロデュースし、コスプレ喫茶風に変えた」

　彼女の名前はサラスバティ。学校では星ほし川かわ輝き羅ら々らと名乗っている。その実体は忍者のような吸血鬼集団の部隊長で──あっ！　スターリバーって星川って意味かっ！

「どうだ？　私のメイド姿は──興奮するか？　マイダーリンよ」

「しねえよ。あと、お前はなんで俺と話すときだけ顔を近づけてくるんだ」

「愛──故ゆえに」

「はいはい」

　サラスはいつからか、ずっと俺におかしい好意を押しつけてくる。どこまで本気かわからないし、いつものことなので軽くあしらっていた。

　サラスは溜ため息いき混じりにメニューをテーブルに投げつける。

「では、さっさと決めろクズ共がっ！」

　こ、これがツンデレって奴やつか。微み塵じんもハマる気がしてこねえ。

「いやあ、しかし星川さんの足はホントに綺き麗れいだな」

　しみじみと織戸がサラスを眺めていた。

「パンストはいてるからじゃないのか？」

「馬ば鹿か野や郎ろう相川っ！　パンストじゃねえ！　パンティストッキングだっ！　お前も相歩って呼ばれたらイラってくるだろ！　そこはちゃんと言え！」

　織戸は『パンティ』を強調して声を荒あららげる。

　相変わらず、面めん倒どう臭くさい奴だ。

　分かった分かった。とそっぽ向いて手を振ふってやる。

　うんうん。と頷うなずきながら、ごく自然に近くを歩いていた店員さんへと目線が泳ぐ織戸。

　店員さんは舌打ちをする。

　その姿は、メイドではなかった。まるでビキニのような小さな鎧よろい。それって防ぼう御ぎよ力があるのか？　と疑問が残る露ろ出しゆつ度ど満点の鎧だった。

　ビキニアーマーと呼ばれる女戦士のコスプレをしているのは、ポニーテールの女性。

　先ほどメイド服を着ていたサラスと同じように、キツイ目つきを俺に向けている彼女も知っている人間だった。

　いや、人間ではなく、吸血忍者と言うべきか。

「やっぱり、セラさんの体はたまんねぇなぁ」

　歩く度たびにふぁさふぁさと揺れるポニーテールと、お尻しり。

　俺は毎日見ているので免めん疫えきがあるが、それでも目を奪うばわれる。

　そう、彼女は我が家に住んでいる。居い候そうろうその一、吸血忍者『セラ』だ。

「あまりこちらを見ないで下さい。この粘ねん着ちやく力を失った絆ばん創そう膏こうっ！」

　水を得た魚のようにイキイキとして罵ば倒とうしてきたーっ！　セラにとっては、この場所は適材適所と呼べるだろう。

　ヒスイ色の瞳ひとみは、刀の如ごとく細められていた。遠回しに使えないゴミだと言い捨てたセラは、それ以上何も言わずにさっさと歩を進める。

　っって！　ここで何してんの！　いや、セラはサラスの部下だ。サラスがプロデュースしたというこのファミレスに駆かり出されたとしてもおかしくはないだろう。

「で、何頼たのむ？」

　織戸がメニューを広げる。

「適当に頼め。ていうか、水も来てないんだが──すいませーん。水貰もらえますかー？」

　セラの背中に訴うつたえかけるが、無視される。

「すいませーん。水を下さーい。すいませーん。水ー」

　何度か声を掛けたら、背後から声。

「仕方ないわねぇ。うっさいから来てやったわよ──って、織戸あんた、また来たの？」

　溜息を吐ついたのは──ナースの格好をした、メイクばっちりな女の子。三み原はらかなみ。別に吸血忍者でも何でもない、織戸と同じくただの高校生だった。

　三原は少し不ふ機き嫌げんな様子で、水がなみなみと入ったコップをテーブルに置く。

　不機嫌なのは、ここがツンデレレストランだからだろう。

　俺は同級生の登場に、啞あ然ぜんとした表情で見ていた。

「お前が出てくるのは意外だったわ～」

「どういう意味よ」

「いや、てっきり、ハルナかユー、あるいはアホの──」

「お！　相川じゃねえかっ！　やっほーっ！」

　たったったったった。

　ばいんばいんばいん。

　満面の笑みを浮うかべた少女が走ってきた。テンガロンハットに、牛柄がらのビキニの上から短パンを穿はいた、カウガールの格好の少女だった。

　着やせする巨きよ乳にゆうと称しようすべきおっぱいが、走る度にばいんばいん。

　彼女は『吉よし田だ友ゆ紀き』。短い髪かみと元気一いつ杯ぱいな性格から、友紀をユキではなくトモノリと呼ばれる、可か哀わい想そうな吸血忍者。

　いや、可哀想なのは頭の中かもしれない。

「やっぱりいたか。アホのトモノリ」

　こいつもアホだが吸血忍者。セラと同じように、バイトを頼まれたんだろうな。

「トモノリ言うな！　オレの名前はユキ！」

　アホに関してはすでに容よう認にん済みーっ！

「お前ら、揃そろいも揃って何してるんだよ。全く──」

「何って、どう見てもバイトだろ？　アホか相川」

　アホの友紀に、アホだとレッテルを貼はられてしまった。

「まあ、ユキちゃんがバイトするって聞いたから、私もそれに付き合ってるだけよ」

　恥はずかしげにポリポリと頰ほおを搔く三原。まあ、ナースの格好をしているところなんか、同級生に見られたくはないだろうな。

「で、何を頼むんだ？」

「おいトモノリ。なんで座る」

　席に着いた笑顔の友紀に、織戸がぼそりと疑問をぶつけた。

「ここ、ちょっと高めなんだけどさ、材料が全部日本産でうめーんだぜ？」

「おいトモノリ。なんで俺の水を飲む」

　友紀は織戸の水を横取りしながら、メニューを広げていた。

「あ、レモンスカッシュにしろよ！　かなみー。レモンスカッシュを三つ！」

「おいトモノリ。なんでお前の分も当然のように頼んでんだ？」

　織戸の言葉は全く耳に届いていないようだった。

　お腹なか丸出しのカウガールという格好で、しかも胸も大きいのに、織戸は友紀の体をなめ回すように見ることはしなかった。むしろ、ずっとセラの尻を追いかけている。

　友紀は我が校でも随ずい一いちの『おっぱい』を持つが、その少年のような性格と、付き合いが長いせいもあってか、織戸は性的な目であまり見ていない様子。

「なあ、織戸。隣となりにトモノリの素す晴ばらしいおっぺぇがあるのに、何な故ぜ見ないんだ？」

　セラの『それ』と友紀の『それ』は甲こう乙おつ付けがたいものだろうに。

「こいつは友達だろ？　欲情なんかするかよ」

　変態な織戸から発せられた、にわかにも信じがたい言葉に、俺は『銀河英えい雄ゆう伝説』に出てくるキャラかと見み紛まがうぐらい渋しぶい顔をしていた。

　何こいつ。織戸ほど良いセリフが似合わない人間がいるだろうか？

「へえ、じゃあオレが触さわらせてやるって言っても織戸はなんもしないのか？」

　挑ちよう発はつ的な笑みを浮かべた友紀が腕を組み、その腕にたわわな胸を乗せる。ぎゅっと凝ぎよう縮しゆくされた脂し肪ぼうの──いや、希望の塊かたまりが二つ。

　それを見せられた織戸は、光り輝かがやくメガネをくいっと押し上げた。

「一八日だ」

「何言ってんの？」

　ぼそりと呟いた織戸に、三原が気持ち悪そうな顔で聞く。

「飲まず食わずで揉もみ続けられる期間」

「キモっ！　さっき言ってたことと違うじゃん！」

　条件反射の勢いで、三原にメニューで思いっきりツンツン頭をしばかれ、織戸はテーブルに倒たおれた。

「んじゃ、オレ、オムライス──」

「はいはい、ユキちゃんはお仕事に戻もどろうねー。じゃ、あんたら、さっさと帰ってよね」

　友紀の耳たぶを摑つかんで容よう赦しやなく引っ張る三原。

「ぎゃあああああ！　相川ぁ！」

　まるで定時を過ぎても全然帰ろうとしないガキを無理矢理連れて行く母親のようだった。

　ばいんばいん。ばいんばいん。

　揺ゆれる友紀の胸をじっと眺ながめていた織戸に、険しい顔で言う。

「……欲情してんじゃねえかよ」

「トモノリには欲情しないが、あのおっぱいだけは別だ。オーパーツだからな」

　あいつの胸はロストテクノロジーかっ！　──分からないこともないな。

　さて、何を頼もうか。──俺は、メニューをパラパラとめくる。

　んー、ちょっとそこらのファミレスよりも割高だな。こういうファミレスに来たら、どうしてもステーキ的なモノを食べたくなるのは、俺がまだガキだということなのだろうか。

「お前、何にするんだ？」

　メニューを眺めながらぼそりと呟くように聞く。

「萌もえ萌えオムライス」

　えー。じゃあ俺もそれでいいや。一六〇〇円もするけど。

　キョロキョロと辺りを見回す。

　メイド姿のサラス、ビキニアーマーのセラは接客中か。友紀と三原は見あたらない。厨ちゆう房ぼうの方にいるのだろうか？　他ほかに店員は──

　猫ねこ耳みみを付けた背の低い少女を発見した。発見したのだが──

「うっさい！　あたしに指図すんなよなっ！」

　と、ワニグチトングを使ってアっツアツのおしぼりを客の顔面に投げつけていたその少女は──ハルナ。

　猫耳の間から伸のびるアホ毛。服装は何故か体操服で、ブルマから長い尻尾しつぽが出ている。ワガママな性格とその幼児体形に、猫はよく似合っている。

　やっぱりあいつも働いていたのか。どいつもこいつもサラスに駆り出されやがって。

　きっとあいつに頼もうとしたら、今みたいにアっツアツのおしぼりを投げつけられるんだろうな。

　ということで、友紀が姿を見せるまで待つ。

　やっと来たと思ったら、別の客に奪われてしまった。

「なんだか、接客時間が長いな。みんな、そんなに頼むモノなのか？」

「いや、相川。これを見ろ」

「ん？」

　織戸に言われて、俺は窓の方へ目をやる。

　そこには『ツンデレイベント開かい催さい中ちゆう』と書かれたチラシが貼り付けてあった。

　内容をざっと読んだところ──えー、つまり、ツンツンしている店員の内五人の表情を緩ゆるませられたら会計がタダになるというイベントだそうだ。

　なるほど、接客時間が長いわけだ。

　なんとかカウガールの格好をした友紀を捕つかまえて、注文をした俺たち。

　オムライスを運んできたのは──セラだった。

　けしからんおっぱいを包むビキニアーマー。モデル体形である彼女にとって、一番のファッションは何も着ないことだろう。腰こしのくびれ、お尻、長い足。

　ふつくしい。

「ケチャップで好きな文字を書きますが──ちっ」

　なんで今舌打ちをしたのーっ！

「じゃあ、好きって書いて下さい」

　メガネのレンズがハートになっているツンツン頭の男、織戸の前に置かれたオムライスに、セラはケチャップを掛かける。

　メ──木──几──又──気。

「はい」

「いや──あの──『殺気』じゃなくて、『好き』って」

「ああ、すみません。聞き間ま違ちがえてしまいました。これで満足して頂けませんか？　このウジ虫っ！」

「いえ。大だい丈じよう夫ぶれふぅ」

　なんで織戸はそんなにヨダレを垂らしてるのっ！

「あなたは？」と聞かれた俺は、「ハートを描かいて下さい」と答えた。

　するとセラは、ケチャップの口を逆さにしてオムライスの見事なタマゴへライドオ──────ン！

　ぶりゅりゅりゅりゅ～。柔やわらかな腕うでがブルースリーの如ごとく震ふるえるほど、思いっきり握にぎられたケチャップの容器から、滝たきのように吐き出されるケチャップ。

　ハートどころか、真っ赤に染まったオムライス。

　皿から溢あふれんばかりの、たぷたぷになったケチャップを指さす。

「あの、ハートを描いてって言ったんですけど」

「イヤです気持ち悪い」

「そういうサービスじゃないのかよ！」

「相川。そういうサービスなんだ。これが正しいんだよ」

　何かを悟さとったような織戸の表情。俺たち今酷ひどいことをされたんだよ！　世にも恐おそろしい仕打ちをされてるんだよーっ？　なのにこいつ、どこまでハマってるんだ！

「では、さっさと食べて視界から消えて下さい。後生ですから」

　捨て台詞ぜりふだけを残し、セラはポニーテールを揺らして去っていく。

　仕方がない。──俺はケチャップにまみれたオムライスを食べる。

　値段が高いだけあって、味は結構よかった。もしかしたら、ハルナが一枚嚙かんでいるのかもな。あいつは料理に関しては天才だし。

　こんなに目の保養が出来て、こんなに美お味いしい料理が食べられる。

　なるほど、男ならハマるっていうのも分からないこともない。

　レモンスカッシュも飲みきったころ、織戸が急にそわそわしだしたので、声を掛けてみる。
















「どうした？」

「いや……あれ？　参ったな……すまん。財さい布ふ忘れた。相川、奢おごってくれ」

　血の気が引いていく織戸。

　しょうがない奴やつだ。と、俺は財布を取り出す。

　残金──三〇〇〇円。

　全然足りない。

「財布を取りに行ってくる」立ち上がろうとした俺を、まるで秘密組織の司令官みたいにメガネを光らせた織戸が止める。

「いや──ここは、これにチャレンジしてみてはどうだろう？」

　指を向けた先には、ガラス窓。

『ツンデレイベント開催中』

　五人の表情を緩かん和わさせることで、タダになるというシステムだ。

　俺は別に貯金を下ろしてきてもよかったのだが──

「よし、やるか」

　オムライスの仕返しをセラにしてやろうかと、織戸の案に乗った。

　ポキポキ。指を鳴らした織戸が片手を挙げ、店員を呼ぶ。

　そうして呼び出した一人目の店員は──メイド服を着たサラスだった。

「気安く呼ぶな、この外げ道どうどもが」

　完全なツンモードにあるサラスを、果たして織戸はいかにして落とすのか。

「これを」織戸が『ツンデレイベント開催中』のチラシに指を向ける。

「ほう、我々に挑ちよう戦せんしようというのか。良いだろう──」

　腕を組んでいたメイド姿のサラスがなにやらポケットからボタンを出して押す。

　すると、キッチンの方から蝶ちようネクタイを付けたレフェリー風の長身の男がやってくる。

「……アンダーソン君。お前まで何してんの？」

　友紀と同じクラスで、バスケ部の下しも村むら。そのあまりにも日本人離ばなれした美しい顔立ち故ゆえに、『下』をアンダー。『村』をソン。アンダーソンというあだ名を付けられている。

　実際は、冥めい界かいという別世界から来た冥界人。

「バイトだ。トモノリと三原に誘さそわれてな」

　甘いマスクで笑え顔がおを見せながら、アンダーソン君は、制服のブレザーを脱ぬぎ捨て、首をくきくき言わせながら立ち上がった織戸と、ふてぶてしい態度を崩くずさないサラスの間に立つ。どうやら、本当にレフェリーをする様子。

「それでは──始めっ！」アンダーソン君が両手をクロスさせ、それは始まった。

　多た趣しゆ味みでただ気持ち悪いだけの男──織戸がどんな攻こう撃げきで美少女たちの頰ほおを崩ほう落らくさせるのか、少し興味があった。

　右手を口の前に持っていき、トレードマークであるメガネを外す。そして、口角を上げて舌を少し出しながら頰をきゅっとすぼめる。

　こ、これは──モノマネ四し天てん王のう、コロッケさんの最高傑けつ作さくの一つ、『森進一』だ！　織戸の野や郎ろうっ！　まさかこんな秘技を持っていたのかっ！

「お袋ふくろさんよぉ～。こんばんは──森、鷗おう外がいです」

　変化球に変えてきた──っ！　森鷗外のモノマネになっているのかすら微び妙みようなラインだが、いや、だからこそ──

「ばっかばかしいな」

　いつも上から目線で偉えらそうな表情のサラスが、微笑ほほえみを向けていた。

　あれ？　ちょっと普ふ通つうに可愛かわいいんだけど。メイド服のせい？　メイドカチューシャと黒くろ髪かみロングの組み合わせのせい？　それとも──恋こい？　じゃねえな。メイド服のせいだわ。うん。

「勝者！　織戸っ！」アンダーソン君が織戸の手を取って上げる。

『素す晴ばらしい　ネタだった』

　ふと視界の端はしに、また新たなコスプレ少女が映った。

　その少女は、銀色の長い髪に、プレートアーマーを着けた、無表情の可愛らしい少女だった。セラ、ハルナに続くウチの居い候そうろう、冥界からやってきたネクロマンサーのユーだ。コスプレをしているように見えるが、彼女は訳あって、普ふ段だんからこの格好をしている。

　ユーはメモを俺たちに向けていた。

『95点』

　メモに書かれたその数字が、織戸のネタへの採点であることは明白だった。ユーは一日中テレビを見ていて、中でもバラエティ番組はかかさずチェックするお笑いマニア。

　見た目に似合わない趣味を持っているのだ。

「ユーまで、バイトをしてるのか？」

　サラスは首を横に振ふった。なるほど、ただ普通に客としてお茶をしにきたということだろう。

　一人目を倒たおした織戸が給水している間に、アンダーソン君は次のターゲットを呼び寄せる。

「なんだなんだ？　相川たちもツンデレイベントに参加してんのか？」

　二人目の敵は──友紀。

　もうすでに満面の笑みを浮うかべているが、織戸は容よう赦しやをしない。

　織戸はまさかの真っ向勝負で責めた。

　そう、つまようじを鼻と下した唇くちびるで挟はさみ込むという、古来より伝わる必殺技。

「わひゃひゃひゃひゃっ！」

　はい、瞬しゆん殺さつ。おへそ丸出しの友紀はお腹なかを抱かかえて奇き妙みような笑い声を上げていた。

「勝者！　織戸っ！」アンダーソン君が織戸の手を取って上げる。

『62点』

　いつの間にかユーは、俺の隣となりへ来ていた。小学生でもお手軽に出来る変顔は、やはり評価が低いようだ。

　次にアンダーソン君が呼んだのは、ハルナ。

「ほえ？　アユムたち何やってんの？」

　アホ毛をピコピコさせながらやってきたブルマ姿の猫ねこ耳みみ娘むすめに、織戸は別のアプローチで攻撃を掛ける。

　さっとメガネを取り、柄えをくわえながら、薄うすく目を閉じる。

「君が眩まぶしすぎて、見ていられないよ。──あと、バンドだけで食っていこうと思うから進学は専門学校に決めたよ」

　甘────い！　甘いよ！　甘すぎるよ！　鍋なべを囲んでいて、肉を全然分け与あたえられていないのに全く気にしない人ぐらい甘いよ織戸さ──んっ！

「はあ？　何いってんの？」

　ハルナにはこの甘さが伝わらないのか──っ！

「ていうか、ハルナちゃんって普通に可愛いよね」

「んなふっ！　い、いきなり何を言い出すんだボケっ！　可愛いけども！　ハルナちゃん可愛いけども！」

　ハルナは顔を真っ赤にさせて、アホ毛をピーンと張った。

『94点』

　ユーのギャグ採点もかなりの高得点だ。変顔をするのではなく、キリッとした表情をしていることがポイントを上げているのだろう。

「勝者！　織戸っ！」アンダーソン君が織戸の手を取って上げる。

「あーもう。びっくりした。ハルナちゃんが可愛いのは仕方ないけども！」

　そんなに嬉うれしかったのか、ハルナは胸に手を当てて、大きく深呼吸をしていた。

「ハルナって、そんな簡単な褒ほめ方で、そこまで顔が赤くなるんだな」

「──だって、アユムは言ってくれないじゃん」

「可愛いと思ってるよ。一目会ったそのときから……な」

「んなっふ！」またハルナのアホ毛がピーンと張り詰つめた。

「あ、アユムのボケっ！　可愛いけども！　ハルナちゃん可愛いけども！　けども──あんがと」

「え？　すまん。よく聞こえなかった」

「うっさい！　あーもう！　顔あっつい！」

　ハルナはパタパタと顔を手で扇あおぎながら、次の接客へと走っていった。

　なんだ、あいつ。

　さて、残る二人のうち、狙ねらったのは三原。

　織戸と三原は犬けん猿えんの仲と言っていいだろう。織戸が何かを発する度たびに、三原はキモイと一いつ蹴しゆうする。

　三原は織戸とアンダーソン君の顔を交こう互ごに見ていた。アンダーソン君と三原は同じくバスケ部だし、ここでバイトしているのも、三原と友紀がいるから。もしかして、三原とアンダーソン君は付き合ってたりするのだろうかという疑念すらある。

　果たして──どういう手でいくのか。

「なに？」不ふ機き嫌げんな様相を見せたナース姿の三原を、織戸は突とつ然ぜん抱だきしめる。

「愛している」

「はわっ！」と小さく叫さけんだ三原は、体を硬こう直ちよくさせたまま、耳まで真っ赤にして──へなへなとその場に崩れ落ちた。

　口を開けたまま人形のように動かない三原を見て、織戸は少し動どう揺ようしていた。

「お前がエロ耐たい性せいが低いのは知ってたが──そこまで腰こし砕くだけになるとは思わなかった。なんか、その──変な噓うそ吐ついてすまん」

　拝むように手を合わせると、口からエクトプラズムでも出そうな三原の目に生気が戻もどる。

「こんのバカっ！　死ねっ！　バーカ！」

　まるで小学生のようなさえずり。そのあと三原は小さく、とても小さく呟つぶやく。

「……本気にしたじゃない。もう」

　恥はずかしさを押さえ込むように両手で顔を覆おおう三原。あれ？　この反応──もしかして三原が好きなのは──

「勝者！　織戸っ！」アンダーソン君が織戸の手を取って上げる。

　ユーは少しむっとした表情をしていた。きっと、三原の発した死ねという言葉が気にいらなかったのだろう。だけど、何も言わなかった。三原に興味ないのかも。

　最後の相手は──セラ……並なみ大たい抵ていのツンではない。──落とせるのか、奴を。

　ずっと見守っていたサラスが腕うでを組んで楽しそうに言う。

「未いまだかつて、セラフィムの微笑みを向けられたのはユークリウッド・ヘルサイズただ一人。さて、どうなるものか」

　織戸の前に、セラが立ちふさがる。ビキニアーマーに身を包んだセラは、正に『屈くつ強きような女戦士』だ。しかも、織戸を毛け嫌ぎらいしているために、目つきも細く、空気も冷たい。

「出すしかない──必殺、『フレミングの左手』を」

　ゆらり。織戸の動きで空気が渦うず巻まいていた。笑いの神が降りてくる──そんな空気が。

「はあああぁ──フィリピンフィリピンマレーシアっ！」

　万ばん歳ざいをした織戸は、そのまま上体を横に曲げた。それはあたかも「ばんざ～い。なしよ」のギャグに見える。だが、よく見ればそれが、フレミングの法則を表していることが見て取れた。さらによく見れば、左手がちゃんとフレミングをやっている。

　このアハ体験的な笑いに、セラはどう応こたえるのかっ！

「すみません。どいて頂けますか？」

　ふ、普通にスルーっ！　これはサムいっ！　これはキツいぞーっ！

『いや　まだ』

　ユーが固かた唾ずを吞のんで見守っていた。

　織戸はそのまま靴くつを脱ぎ、左足をぴーんと伸のばす。

　ば、馬ば鹿かなっ！　あいつ、足でやってやがる！　フレミングをっ！

『97点』

　これには思わずユーも高得点を出さざるを得ない！　どうだ！　セラ、どうでる！

「他のお客様のご迷めい惑わくになります。申し訳ございませんが、席にお戻り下さい」

　お、大人の対応だと……それでも諦あきらめない織戸に、とうとうセラは溜ため息いきを吐つき、そのツンツン頭に手刀を一いち撃げき。

　ゴス。へなへなへな。バタ。

「ダウ──ンっ！」アンダーソン君の美声が店内に響ひびく。

　どうだ？　織戸はまだ戦えるのか？　生まれたての子こ鹿じかのように四し肢しをぷるぷるさせながら、今立ち上がろうとしていた織戸に──

「──気持ち悪い」

　吐き捨てられる言の葉。瞬しゆん間かん、アンダーソン君は両手を大きく振った。どこからか、ゴングが鳴なり響いたような気がする。

　織戸は、完かん膚ぷなきまでに散った。だがその表情は、恍こう惚こつだった。

「ダメか……」落らく胆たんするサラス。

「相川……あとは……頼たのむ」

　よろよろになりながら、織戸は席に戻る。氷しかないレモンスカッシュのストローをちゅーっと吸い上げていた。

　──しょうがない。俺は頭をポリポリと搔かきながら立ち上がる。

「挑ちよう戦せんするのか？」

「ああ」アンダーソン君の問いかけを軽く流しながら、俺はサラスの手を取り、自分のケツへと持っていった。

「はきゅんっ」サラスの口から出たとは思えない、小動物の鳴き声のようなものを残し、サラスは俺が座っていた席に倒れ込んだ。その表情は、織戸と同じく恍惚。

「い、今何をしたんだ！」

　信じられないという織戸。

「やられた。私がダーリンを、いや、ダーリンの尻しりを溺でき愛あいしているところを突つかれたのだ」

　口から溢あふれるヨダレを拭ふくために、おしぼりを手に取ったサラス。耳たぶを赤くしたまま、凜りんとした表情に戻っていた。

　すぐに、俺は友紀へ顔を向ける。

「ん？　なんだ？　相川」

　目と目がじっと合ったあと──人差し指で鼻をくいっと押し上げ、豚ぶた鼻ばなに変えた。

「わひゃひゃひゃひゃ！」

　余よ裕ゆうの瞬殺。これで二人目──

　次に狙ったのは、セラ。俺はすれ違ちがいざまにぼそりと耳元でこう呟いた。

「明日あしたは、お前が料理をしてくれないか？」

　セラはそれだけで、目を輝かがやかせた。そう、セラが笑え顔がおを見せるときは、料理のときだけなのだ。これで三人目──

　次のターゲットは、ハルナ。俺は目を丸くして、驚おどろいた演技でハルナに呟く。

「お前、思ったより胸あるんだな。驚いた。Ｆぐらいあるんじゃないか？」

「え～？　やっぱりぃ？」

　はい終しゆう了りよう。これで四人目──

「なんという瞬殺劇だ。相川がここまでとは……」

　審しん判ぱん役のアンダーソン君も舌を巻く連続撃げき破は。

『51点』

「マイダーリンの奴やつめ。それぞれの特性を完全に把は握あくしているようだ。ええい！　今日はこの手を洗わんぞ！」

　洗え。

　俺がこいつらと、どれだけの時間一いつ緒しよにいると思ってる？　そうさ、喜ぶ手段なんざ、腐くさるほど知っているさ。

　ただ──最後の一人。ここが問題だ。三原のことを、俺はよく知らない。さっきの織戸の手段が通用するかは微び妙みようなところ──つまり。

　渾こん身しんのギャグで狙うしかない。

　両手を上げ、モデル歩きをしてみる。

「む。あれは──デュークウォーキングか」

　サラスが感心したように微笑ほほえんだ。

「だが、あれで落とせるか？」

『歩あゆむは今　間合いを計っている　笑いの　間合いを』

　ぴくっと三原の唇くちびるが反応した。『突とつ然ぜん、奇き行こうに走る』というタイプの笑いは効果的ではあるが、必殺ではなさそうだな。

「何してんの？」

　三原がむっとした表情を見せた。時間はあまり残されていないだろう。早く──見つけなくては。

『歩は　相手の動きを見て　急所を撃うち抜ぬく戦い方をする』

「ふむ。つまり、笑いのツボを探さぐっているということだな」

　ユーの解説に、サラスが感かん銘めいを受けているようだった。

　俺はベルトに手を掛かける。

「脱ぬぐつもりか！」

『それは　危険　下ネタとは　安易に笑いが取れるようでいて　とても難しい　言わば　ジャンボジェットで　海面ぎりぎりを低空飛行するようなもの』

　そうだ。下ネタは引かれるか、笑われるかのすれすれライン。しかし、すでに──三原の急所は見抜いている。

「デンデレデンデレデンデレデンデン……」

　フラメンコの曲調を口で奏かなでながら、デュークウォーキングをする。

「ま、またデュークウォーキングかっ！」

　いや、ただのデュークウォーキングじゃない。俺は下ネタのラインを探っているように見せかけ、布石を打った。

　三原が大好きなのは、友紀。ハプニング系のネタが急所なはずだ。

　フラメンコ調で歌い出した以上、最後に来るのは「オぅレっ！」だ。ただ足を強く踏ふみ込んで手を打つことを想像しているだろう。

　そこに──隙すきが生まれる！

「デンデレデンデレデンデレデンデンデン──オぅレっ！」

　パンと顔の横で手を打ち、大きく一歩を踏み出す。

　刹せつ那な。ずる────ん。

　ズボンが足首まですとーんと落ちた。どうだ！　ベルトを外したんじゃない。ボタンとチャックを弄いじったんだ。

「けっ」吐き捨てられた────っ！

『75点』点数もイマイチだ──っ！

　だが、三原は失しつ笑しようしている。勝敗の行方ゆくえはっ？　俺の懇こん願がんするような瞳ひとみを見たアンダーソン君は首を横に振ふる。

「今のでダメか？」

「ああ。認められないな。──いいか相川。俺が何な故ぜ日本にいると思う？　冥めい界かい人は『お笑い』に厳しい種族だ。そして、この国の笑いはレベルが高い。そうして培つちかってきた笑いの知識から言わせて貰もらえば、お前の芸は──汚よごれちまったんだよ」
















　ガッデムっ！　俺は悲しみにうちひしがれ、床ゆかにがっくりとくずおれた。ユーもそうだが、冥界人の笑いに対しての姿勢は、並ではない。これは──俺の負けだ。

　こうして、男たちは散っていった。

　どうやら、俺のギャグは三原に『ハマらなかった』ようだ。

　金が足りないことを正直に話したら、ユーがとんとんとテーブルを叩たたき、みんなを呼ぶ。

『はい　注目』と前振りを置き、そのとき、俺は見た。

　ユーの作り出した変顔を──

　笑った。みんながみんな、笑った。

　──やっぱり、笑いにハマってる奴には勝てないわ。







　次の日、俺が部屋で寝ね転ころび、模型雑誌を眺ながめながら「ええわ～。ごってええわ～」と賛美の声を出していたら、メールが一通。

　それは織戸からだった。

『ツンデレレストラン、ハマっただろ？』

　そんな内容のメールだ。『飯も美う味まかったし、正直結構楽しめた』俺がそんな返信メールを打っていると、いきなり部屋の戸が開き、ハルナが現れた。

「アユムいるー？」

　全く、こいつはまた勝手に入って来やがって──注意しようとした俺は、目を奪うばわれた。

　ハルナの持っているモノは、今俺が雑誌で眺めていた、『フルメタル・パニック！　セット』だったのだ。

「お前、それどうしたんだ？」

「……前に、アユムの奴やつ壊こわしたから……しゃーなし代わりを用意したんだ。こ、これで──許せよな」

　こいつ、もしかして──これを買うためにあの『コスプレレストラン☆スターリバー』でバイトをしてたのか？　もう、そんなに気にしてなかったのに。

　続いて、部屋へポニーテールの忍にん者じや様、セラが現れる。

「歩、飯の用意が出来ましたよ？　いつまでもゴミのように転がってないで、下に降りてはどうですか？」

　俺は、なんだかおかしくなって含ふくみ笑いをした。

「何笑ってんだ！　気持ち悪いっ！」

「ええ、とても気持ち悪いです」

「いや、何でもないさ」

　俺は織戸に向けて打っていたメールを全部削さく除じよして、こう打ち直した。

　ツンデレにハマったりはしねえよ──と。

　そうだ。別に通う必要はないさ。

　ツンデレはいつも、すぐ傍そばにあるのだから。

　あなたが今ハマってるものはなんですか？

　俺は、このどうでもいい生活です。




　　　　＊




　そう、俺は三原との相あい性しようが非常に悪い。

　今、三原は俺の隣となりでずーっとイカをくちゃくちゃと嚙かみ続けている。

　ウェディングドレス姿で貧びん乏ぼう揺ゆすりしてる奴、初めて見たよ。

　これほどまでに幸せそうじゃない新婦はいただろうか。

　成田離り婚こんなんて話じゃない。

　親に決められた悲しい結婚という話じゃない。

　ただただ、イライラしているだけという結婚披ひ露ろう宴えん。

「ねえ、もういい？」

　アンダーソン君にその言葉を発したのは、もう一五回目だった。

　俺も同じように、お色直しを要求する瞳をずっとアンダーソン君に見せていた。

「えー、ではお色直しに入りたいと思います。皆みな様さま、しばしご歓かん談だんを」

　通じたーっ！　ありがとうアンダーソン君！

　やっとこの空気から解放される。と深い溜ため息いきを吐ついた俺と三原。

　そこに、吸血忍者の人間だろうか、アーネスト・ホーストぐらいむきむきマッチョメンのスーツを着た二人の男性が、立ち上がった三原の肩かたを押さえる。

「え？」と小さく呟つぶやきながら席に座る三原。

　そしてその二人は、三原の肩を「安心しろ」とポンポン叩き、隣に座っていた俺の腕うでをがっしりと摑つかむ。

「え？」今度は俺の番だった。

「えー？」どうして俺が立たされてるの？

「え──？」どうして俺、足が床につかないぐらい持ち上げられて連行されてるの？

「え────？」そのまま式場の外まで宇宙人のように連れて行かれた俺は、そこで着き替がえさせられる。

　新しん郎ろうの格好をして待っていたのは、頰ほおにソースを付けたメガネでツンツン頭のウザそうな男子だった。

　ポケットに両手を入れ、ヤンキー漫まん画がに出てくる暴走族のリーダーみたいな格好いい立ち方で俺を待っていたようだ。

　右手をポケットから出し、顔の横へ。

　ハイタッチを求めているのだろう。

　なるほど、ここで新郎交代は予想していなかった。

　これがもしライトノベルで俺が主人公だったならば、新婦が入れ替かわり立ち替わりして終わっていただろう。

　六〇％っ！　ゾンビの力で高めた筋力で、ハイタッチ。

　べっち────ん。

　ハイタッチの衝しよう撃げきでメガネがずれたにもかかわらず、織戸はじんじんと痛む右手に気を留めることもせず、式場の扉とびらを開けた。

　やだ……カッコイイ……織戸なのに……絶対痛いはずなのに……

　入場ＢＧＭは『太陽にほえろ！』のテーマソング』だ。

　黒くろ縁ぶちメガネがグラサンに見え、歩く姿も舘たちひろしに見えてきた。

　失笑の漏もれる式場に、タキシードに着替えさせられた俺もこそこそと入場する。

　身を屈かがめて、ハルナやユーがいるところへ。

「お疲つかれ様でした。滑こつ稽けいで面おも白しろかったです」

　京きよう子こがバカにしたように笑う。

「面白かったですよぉ～」

　にこにこと笑う大先生。

「あたしの総合演出が効いてるな！」

　頷うなずくハルナ。なるほど、お前の仕し業わざか。結婚披露宴ハウトゥビデオを作ろうと言い出したのは、こいつなんじゃないかと思えてきた。

『楽しかった』

　もう終わりの雰ふん囲い気きを醸かもし出すユーはずっと何かを食べていた。

「それにしても、なんで織戸なんだ？」

　ぼそりと呟くと、京子とセラ、ついでにユーまでが俺を「マジで？」という顔で見ていた。

「分かりませんか？　これだからクソ虫は」

「相川さんって、ホントそういうの疎うといですよねー。正直引きます」

　満面の笑えみで引くとか言わないで。作り笑いだって気付いちゃうから！

「この結婚披露宴は、あの二人を祝福するために用意されたものなのですよ」

　やれやれと首を振るセラ。お前のドレスもまたエロいな。胸むな元もとが。

　は？　なんで？　分からん。ちんぷんかんぷんだ。

「お二人の馴なれ初そめは小学校の頃ころ。新婦は生まれながらの綺き麗れいな茶ちや髪ぱつのせいで周りから気持ち悪いとイジメに遭あい、孤こ独どくな日々を送っていました」

　三原に、そんな辛つらい過去があったのか。意外だな。

「そんな新婦の前に、新郎が現れたのです。より気持ち悪い存在。新郎の登場により、新婦はイジメから解放されました」

　まさか……そうなのか？　織戸が気持ち悪いのは、三原を守るため？

　……いや、そんなことはないな。今もそれほど大きくない三原の胸をガン見するのに忙いそがしくて、アンダーソン君の話聞いてないモノ。

「そして中学に入った新婦は、友達と一いつ緒しよに『織戸キモイ』を掲かかげ、新しい人生を送ることになったのです」

　敵側になっちゃった！　恩を仇あだで返してるよ！　略して恩仇だよ！

「それでは、ケーキ入刀のお時間です」

　三原はずっと下を向いて、織戸と一緒にナイフを摑んでいた。

　ケーキにナイフが挿そう入にゆうされる。

　カメラがフラッシュを鳴り響ひびかせ、光に包まれる二人。

　織戸は満面の笑み。完全に作り笑いの大げさな笑顔。

　三原は──涙なみだを流していた。恥はずかしさのピークを越こえてしまったのか──いや、違ちがう。

　俺の隣にいたときとは全然違う表情。

　それは──幸せの絶頂であることが簡単に見て取れた。

「何泣いてんだよ」織戸の声が遠くて聞き取りにくい。

「うるさいな。もう」毒づいているが、満足そうな三原。

　そうか。そうだったのか。

　三原かなみは、織戸が好きなんだ。

　髪かみを気持ち悪いとイジメられていた三原のために、より気持ち悪い行動を取り始めた織戸に、そのときからずっと恋こい心ごころを抱いだいていたんだ。

　全っ然、気付かなかった。俺と同じように、犬けん猿えんの仲だと思っていた。

　言われれば分かる。気付けば確かに、そんな素そ振ぶりがちらほら思い出せる。

「俺はただの前座だったってことか」

「アユムがメインのイベントなんか、あたしがプロデュースする訳ないだろ！」

　俺の存在は織戸以下なのかよ。それはショックだな。

「ふーけ！　ふーけ！　ふーけ！　ふーけ！」

　織戸の方に注目していなかったせいで、今何な故ぜ『ふけコール』が巻き起こっているのかが理解できなかった。

　よく見れば、三原の手におしぼりが握にぎられ、織戸が少し膝ひざを曲げて、高さを調整していた。

　なるほど、頰についたソースを取れというコールなのだろう。

　どうやら、三原が織戸のことを気に掛かけていたってことは、俺だけが知らなかったみたいだな。

　この空気に耐たえられなかったのだろうか。それとも本当は取ってあげたかったのか。

　三原はそっとタオルを当て、織戸のホッペからソースを取る。

「ひゅーひゅーだよ！」

　俺はニヤニヤ顔で、誰だれよりも早く煽あおり立てた。

「相川うるさいし古い！」

　顔を真っ赤にさせた三原の注意。

　ああ、なんでこんなにニヤニヤするんだろう。

「二人とも末永く爆ばく発はつしろーっ！」「未み来らい永えい劫ごう爆発しろーっ！」

　過か剰じようなまでの祝福の言葉に囲まれて、織戸が一言。

「ちょっと何言ってるか分かんない」

　うぜええええええええええええええええええ。

「それでは、お色直しに入りたいと思います」

　誰もが織戸で終わりだと思っていたはずだった。

　今回は三原と織戸の結婚披露宴を行うというどっきりを敢かん行こうするていで集められたのだから。しかし、お色直しと確かにアンダーソン君は言った。

　がやがやと騒さわぎ出す一同、きょとんとした表情のまま動けない三原を尻しり目めに、ＢＧＭが流れ出す。

　それは、暴れん坊ぼう将軍が悪代官の屋や敷しきに乗り込んで峰みね打うちで暴れ回るときのＢＧＭだった。

　そして──現れるセラ。

　横を見れば、いつの間にか一緒に円えん卓たくを囲っていたセラの姿が消えていた。

　アホ毛をピコピコと動かし、腕を組むハルナがにやりと口を歪ゆがめる。

「ふっふっふ。ここで葉っぱの人を投入することで修しゆ羅らの場が出来るんだ！」

　ハルナの仕業か。

　織戸はセラが好きだからな。

　どうせ、織戸が「セラさーん」なんつってセクハラしようとしては吹ふっ飛ばされる、らんま二分の一みたいなことが繰くり返されるんだ。

　いや、待てよ。

　織戸は一度だけ、セラに勝ったことがあるんだ。

　そう、あれは夏のこと──


































　家の外では、セミが一生懸けん命めい鳴いていた。

　外の気温は三〇度を超こえ、我が家のどこにいても暑苦しい季節になってしまった。

　俺はうちわをぱたぱたさせながら、居間で素そう麵めんを食べていた。

「この麵つゆ美う味まいなー」

　濃のう縮しゆくタイプであろう麵つゆと、ざるに盛られた大量の素麵。

　それを、三人で突つついてた。透すき通るようで、それでいてコシの強い素麵を、琥こ珀はく色いろのつゆに浸つけ、一気にすする。堪たまんないねー。

　何より、美少女を見ながら食べるってのがオツなもんだ。

「当然です。──我が吸血忍にん者じやの里に伝わる、秘伝の麵つゆですから」

　テーブルを挟はさんで、目の前にいらっしゃるのは、ヒスイ色の目を持つ綺き麗れいなお姉さん。キャミソールを押し上げる双そう房ぼうはちょっとした動作でふるふると震ふるえる柔やわらかなモノで、大きく魅み力りよく的だ。ポニーテールに結った黒くろ髪かみも美しく、凜り々りしい表情に良く合っている。

　彼女の名前は『セラフィム』だ。吸血忍者とかいうけったいな組織の人間で、女の子を守るために俺の家へ居い候そうろうしている。

「……セラが用意したのかよ」

「何か、問題でも？」

「いや……まあ、別に──」

　セラは料理がヘタクソで、作ると殺人級のモノしか出来ない。そんな彼女が用意したモノだと知ると、途と端たんに美お味いしかった麵つゆに恐きよう怖ふを覚える。

「気持ち悪い。ゾンビという人種は、食事中ぐらい、まともな顔を出来ないのですか？」

　不ふ機き嫌げんな表情を向けるセラは、ちゅるっと素麵をすすった。その美しい唇くちびるに素麵が吸い込まれていく様は、妖よう艶えんだ。

「これでもまともな方だと思うよ。……お、この麦茶も格別に美う味まいなー」

　トントン。テーブルをボールペンが叩たたく音。左ひだり隣どなりにいる少女が俺を見つめていた。

　この二回叩く合図は、机の上にあるメモを見て欲しいという意思表示である。

　彼女、ユークリウッド・ヘルサイズは、とある事情で感情を出すことも、喋しやべることも、プレートアーマーにガントレットという珍ちん妙みような格好をやめることも出来ない、悲しいネクロマンサーだ。俺をゾンビに変えた張本人で、セラは彼女を守るために、今この場で素麵をすすっている。

『最高級　仕入れた』

　メモには、可愛らしい文字でそう書かれていた。ユークリウッド……通つう称しようユーは、麦茶の入った湯飲みを傾かたむける。

「ユーが煎いれてくれたのか。なるほど、美味い訳だ」

　俺もユーと同じように、静かに麦茶を喉のどへ流し込む。何とも言えない喉越ごし。清せい涼りよう感が胃の中まで広がっていきそうだ。

　ピーンポーン。夏らしい食事を堪たん能のうしていた頃ころ、玄げん関かんのチャイムが鳴ったと同時に──「あーいかわー」と聞き慣れた元気な呼び声が聞こえたので、「開いてるぞー。勝手に入れー」と声だけを返す。別に、迎むかえに行く必要もないさ。ダチなんだから。

「おーっす相あい川かわーっ！　素麵食ってんのか？」

　ひょっこりと居間に顔を出した少女が楽しそうな声を掛かけてきた。

　Ｔシャツに短パン姿をした短たん髪ぱつの少女だった。何がそんなに楽しいのか、常に笑え顔がおの少女。彼女の名前は──

「おうトモノリ。何の用だ？」

「トモノリ言うなっ！　オレの名前はユキだって何度言えばわかるんだよ～っ！」

　吉よし田だ友ゆ紀き。少年のような性格をしていることから、ユキではなくトモノリとして浸しん透とうしてしまった可か哀わい想そうな少女だ。その実体はセラと同じ吸血忍者で、本当はメイル・シュトロームという、なんとも似合わない名前がある。まあ、俺にとって、友紀は友紀でしかないけどな。

「はいはい、お約束お約束」

「軽くあしらうなよぉっ！　重要なことなんだよぉ！　あれ？　──師し匠しようは？」

　不機嫌そうな表情を浮うかべながら、友紀が俺の隣に座る。

「ハルナならそこの廊ろう下かに転がってるぞ」

「ふみゅーい」返事をしているのかバテているのか分からない鳴き声を発したハルナ。

　肩かたまでの茶色い髪かみ。頭のてっぺんからは可愛かわいらしいアホ毛がビヨンと伸のび、猫ねこのような大きな目と、いつも自信に満ちあふれた表情の、身長一四五センチメートルの幼児体形をした少女は今、キッチンへと向かう廊下に転がっていた。

　廊下が一番ひんやりとしている。ということで、暑さにやられたハルナは、一日中廊下でゴロゴロしていた。それも、Ｔシャツにパンツ一枚というだらしない格好で。

「師匠──体調でも悪いのか？」

　ハルナとトモノリは、料理を教える師匠と弟で子しの関係だ。

　心配そうな目を廊下で寝ね転ころぶハルナへ向けながら、友紀は密ひそかに、俺の前にあった麵つゆを自分の方へ移動させる。

「ただの夏バテだ。──で、何の用だ？」

「おう！　明日あしたか明後日あさつてヒマか？」

　満面の笑みで話を進めながら、友紀は俺の箸はしを取り、素麵をすくい取る。

「両方空いてるが、その素麵セットは俺のもんだ。間接キスになっちまうぞ」

「堅かてぇこと言うなよ～。オレは別に気にしないぜっ！」

　にっと白い歯を見せる友紀は、そのまま素麵を麵つゆに浸けた。

「全く、見ていられませんね。新しい箸を用意します」

　やれやれと首を横に振ふりながら、セラが立ち上がり、寝そべるハルナをまたいでキッチンへ向かう。

「おう！　ありがとうセラフィム！」

「で、そろそろ本題に入ろう。何をしに来たんだ？」

「実はさ、オレん家ちの近所にある神社で縁えん日にちがあるみてぇなんだ」

　トントン。机が二回叩かれる。

『フェスティバル？』

　ユーは素麵を堪能したのか、もう麵つゆは残っていなかった。

「そう！　それっ！　フェステヴォーっ！　明日と明後日の二日間なんだけど」

　何な故ぜ語ご尾びの部分をうっすらとネイティブに発音したのか。

「フェッテヴォーやんの！　早く言えよな！　ノロマがっ！」

　より分かりにくくするなっ！　夏バテで髪がボサボサになっても気にしないぐらい寝っ転がっていたハルナが飛び跳はねるように立ち上がり、居間へとやってきた。

　そのアホ毛たるや、もう壊こわれたワイパーのようにビヨンビヨンと動いていた。

「ハルナ。邪じや魔まです」

　素麵セット一式をキッチンから持ってきたセラが溜ため息いきを吐つく。テーブルに手をついてピョンピョン跳とびはねるガキのようなハルナは、セラの注意を受けてその場に座った。

「そのくらいの用だったら、電話とかメールで良いだろう？」

　早さつ速そく素麵をごっそりと箸に絡からませて麵つゆに放ほうり込む。そして、どこから出したのか、和風胡ご麻まドレッシングを──

「それがさー。オレ、浴衣ゆかた持ってねえんだよ～。セラフィムだったら、持ってそうじゃねえか。貸して貰もらおうと思って」

　だばだば～。惜おしげもなくぶっかけやがった。

「トモノリっ！　お前せっかくの極ごく上じよう麵つゆに何しやがる！」

　友紀はどんな食べ物にもドレッシングの類たぐいをぶっかけないと気がすまない性格なんだ。こいつとは同じ高校に通ってるんだが、昼飯に何度ドレッシングを掛けられたことか。

　俺のことなど気にせず、友紀は和風胡ご麻ま素麵をとても美味しそうに食していた。

「確かに、何着かはありますが──」

　セラは一度友紀に奪うばわれた素麵セットを俺のところへ移動させた。だが、麵つゆにはなにやら緑色の丸い塊かたまりが浮いている。

「ってセラさんっ！　今気づいたよっ！　何これっ！」

　あまりにもビックリだったので、ついつい友紀とセラの会話に割って入ってしまった。

　何の用よう途とに使うのか見当も付かない緑色の物体。ワサビか、何かか？

「瞬しゆん間かん接着ワサビです」

　用途が判明したーっ！　くっつくんだっ！　一瞬でくっついちゃうんだっ！　食べねえよっ！　俺は絶対に食べないからな！

「相川は浴衣持ってねえのか？　もうこの際、相川ので良いと思うんだ」

　ずるずると音を立てて素麵をすする友紀。俺はもはや食欲を失っていた。

「なあなあ……その、『武たけ　浴衣』ってのはなんなの？」

「一度もジョッキーの話はしてねえよ。日本──この国の伝統衣い装しようだ」

「だったらあたしも着る！　郷に入らずんば郷児を得ずってヤツだからな」

　ことわざ使いたいならとりあえず覚えろよ。合体させんな。

「まあ、浴衣を捜さがしてみるわ。昔着ていた奴やつの中に、友紀に合うモノも一着はあるだろう」

　瞬間接着ワサビから逃にげだそうと立ち上がった俺へ──

「歩あゆむ、ちゃんと全部食べてからにして下さい。はしたないですよ」

　母親のような眼まな差ざしを向けるセラ。

　仕方なく俺は、瞬間接着ワサビ入り素麵を食べて──気を失った。







　次の日。俺はねずみ色の目立たない浴衣姿で、神社への道を歩いていた。昨日はあのあと、上唇と鼻の先がくっついたり、歯と舌がくっついたりしてそれを剝はがすだけで一日を終えてしまったが、俺は別に怒おこってはいなかった。

　いや、夏の暑さもあってイライラしてはいたが、美少女たちの浴衣姿に、そんな感情は吹ふき飛んでしまったのだ。

　前を歩く美女達四人組。みんな浴衣姿がよく似合っている。

　ユーはガントレットを着けたままだし、友紀は俺のお古を着ているが、可愛いことに変わりはない。まあ、壮そう観かんだが──

「何故お前が居る」

　俺の隣を歩くのは、ツンツン頭の男。草ぞう履りがアスファルトを擦こする音すら鬱うつ陶とうしい男だ。

「トモノリに呼ばれたんだよ」

　やけにデレっとした表情の、気味の悪い男がそこにいた。俺のクラスメイトで、女の子が大好きな変態男子高校生。──織おり戸と。

　彼の気持ち悪さは、あまりにも度が過ぎているために、逆に清すが々すがしさすら感じるほどである。──いや、それはないな。すみません、言い過ぎました。ただキモイです。

「それにしても相川。浴衣が足りないなら、何故俺に相談しない？」

「いや、別に俺のお古があったし」

　織戸は友紀を指さしながら、怒ど髪はつ天てんを衝つく勢いで畳たたみかける。髪かみ型がたがツンツンしすぎて全部天を衝いているので、一体どれが怒髪なのかは分からないが。

「バカ野や郎ろう！　男物と女物にはなっ！　決定的な違ちがいがあるんだよ！　身み八やつ口くちといってだな。脇わきの辺りからおっぱいを触さわることが出来る素す晴ばらしい機能が備わってるんだ！」

「へえ。そうなんだ」

「海外の有名デザイナーも『なんて官能的な衣い装しようだ。がちがちにガードが堅かたいようでいて、どこからでも男の手が入る』と絶賛したとかいう話があるほどの素晴らしい衣装なんだよ！　トモノリのおっぱいを弄いじれなくてもいいってのかっ！」

「いや、どうせ無理だし」

「だからお前はバカ野郎なんだ！　一％の可能性があれば、それに賭かけるのが男。自ら可能性を０にしてどうする！」

　面めん倒どう臭くせえ。まあ、確かに浴衣にはエロい要素が含ふくまれている。例えば──

「そういやあ、セラ。当然、浴衣の下は下着を着けてないんだろうな？」

「気持ち悪い──想像にお任せしますが、想像したら──刺さします」

　こっちに顔を向けることもせずに、吐き捨てるようにそう言ったセラに、俺はドキドキしていた。セラは噓うそを言わない性格だ。だから、着けているなら、否定する。それをしなかったということは──ごくり。

『浴衣のラインを　崩くずしたくない』

　ユーまで……ガントレットは着けていても、下着は着けていないと言うのかっ！

「まさか……ハルナも……ノーパン」

「穿はいてるに決まってるだろっ！　葉っぱの人も根暗マンサーも変態だっ！」

「ハルナちゃん。浴衣の下は着けないのが鉄則。いや、これは伝統文化なんだ」

　うんうん。腕うでを組んで織戸が頷うなずきながら諭さとす。

「じゃあ聞くけど……裸はだかにロングコートを着てる奴は変態じゃないのか？」

「それは……変態だけど……」

「どう違うんだっ！　この変態どもっ！」

　俺は、否定できなかった。なるほど、別世界の人間からはそれと同じに見えるのか。

「下着姿で歩くのは変態だが、水着姿で歩くのは構わない。という理論と同じだな。だがハルナちゃん。パンツうっすら見えてるぞ」

「ほえっ？」織戸の言葉に驚おどろいたハルナはくるりと回る。それはさながら、自分の尻尾しつぽに追いつこうと必死になる犬のようだった。

　ハルナの着ている浴衣は、薄うす手でのピンク色に花はな柄がらのモノだった。たしかに目を凝こらしてみれば、縞しまパンの青いラインが透すけて見えてくる。他の三人には、それが見えなかった。

「心配せずとも、暗いところや騒さわがしいところでは、みんな気にしませんよ。この二人が異常なだけです」

「むー。これ、見せパンだからなっ！」

　はいはい。織戸は「でへへへ～」という下げ劣れつな笑い声を出しながら、ずっと四人の尻しりを見つめていたので、ハルナはうちわで防ぼう御ぎよしていた。

　神社に近づいてきた。この先で縁日が催もよおされている──はずだが、どうも人を見ない。そろそろ俺たちと同じような浴衣姿の人に出会ってもおかしくないだろうに。

　騒がしいのはセミの声ばかり。誰だれも居ない道路は哀あい愁しゆうが漂ただよっている。

　セミの鳴き声が──泣き声に聞こえるほどに。

　そうこうしているうちに、神社へと辿たどり着いた。

　思ったよりも広めの神社で、裏手にある巨きよ大だいな一いつ本ぽん杉すぎに見下ろされているようだ。

　立派な鳥居をくぐって境けい内だいに入ると、そこにはずらりと立ち並ぶ屋台。

　夜は更ふけていたが、屋台と屋台を結ぶように提ちよう灯ちんが乱らん舞ぶし、明るい空間だった。

　綿わた菓が子し。焼きそば。たこ焼き。ベビーカステラ。イカ焼き。焼きもろこし。リンゴあめ。金魚すくい。風船釣つり。射的なんか三つもあるし、ダーツやピンボールもある。

　多種多様な屋台が、所ところ狭せましと並んでいた。──しかし……そこに、客と呼べる人は、ほとんど居ない。賑にぎやかな屋台に比べて、人が居ないのだ。

「おおー、貸し切り状態だぜ！」

　友紀は目を輝かがやかせて、早速近くの綿菓子を買いに走る。それに続いて、織戸とセラも綿菓子屋の方へ。だが、俺は──どうも胸の奥底がモヤモヤしていて動けない。

「アユム、どったの？」

「いや──まあ」

　ハルナが俺の顔を窺うかがってから、友紀たちのあとに続く。俺は──なんだかイマイチ乗り切れなかった。どうしてだろうな。

　焼きそばを焼く音、客を呼び込む声を聞きながら、ブラブラと歩いていく。

　ベビーカステラやリンゴあめを口に放り込み、水風船をばしゃばしゃとヨーヨーみたいにバインバインさせたハルナは、突とつ然ぜんくるりとこちらへ振ふり返った。

「どうした？　ハルナ」

　ハルナはむっとした表情で俺を見つめ、すーっと息を吸う。そして──

「こんなの！　フェンデヴォーじゃないっ！」

　フェスティバルはもはや、フォン・ド・ヴォーの域にまで達していた。お前今結構楽しんでたじゃねえかよ。

「何な故ぜ、ここまで盛せい況きようしていないのでしょうか？」

　綿菓子を持ちながら腕を組むセラに、たこ焼きを食べていた織戸が答える。

「ちょうど近くの河か川せん敷じきで、花火大会をやってるみたいだな。み～んなそっちへ行っちまったんじゃねえかな。明日あしたもきっと、こんな感じなんだろうなぁ」

「なんか、寂さびしいな。どうにか出来ねぇかなー」

　友紀がフランクフルトを両手の指に挟はさんで切ない声を出した。

　切ない？　そうか──俺が感じていた感情は、これなんだ。賑やかなはずのモノが寂れてしまって、切なくなっていた。だから、楽しめなかったんだな。
















「よし！　あたしが！　ちゃんとフェッテヴォーしてやるから！　感謝しろよな！」

「師し匠しよう、そんなことが出来んのか？」

　なんて当然のような疑問を持った友紀に、織戸がメガネを光らせる。

「方法はある、人は──一％の可能性に賭けたくなる生き物だからな。──セラさんに……いや、ユウちゃんにも一ひと肌はだ脱ぬいで貰もらえるなら──可能だね」

　織戸のメガネが妖あやしく光る。セラは「気持ち悪い」と言葉に出さずとも、目がそう言っていた。セラは乗り気ではないようだが──ユーはその青い瞳ひとみで、じっとハルナの顔を見つめていた。ハルナはユーではなく、ずっと俺を凝ぎよう視ししている。

　そして、ユーは決意が込こもった瞳をセラに向けた。

『やろう』

　そんなユーのメモを突つきつけられたら、ユー至上主義のセラも、了りよう解かいせざるを得なかった。ハルナと顔を合わせたセラは仕方がない。と溜ため息いき混じりに呟つぶやいた。

「分かりました。私程度でお役に立てるなら、どうぞ好きに使って下さい」

「決まったなっ！　ハルナフェスティバルサバイバル開かい催さい決定だっ！」

　俺はむしろ、一％なんて可能性に賭けたくない人間なのだが、祭りと呼べない今の惨さん状じように心を打たれたからだろうか。

　──ハルナや織戸に賭けてみよう。そんな思いだった。







　次の日の夜。俺たちはもう一度縁えん日にちの屋台が並ぶ神社へとやってきた。

　迂う闊かつだった。一度でも織戸やハルナに任せようなんて、間ま違ちがっていた。

　何故俺は止めなかったのだろうか。なぜハルナフェスティバル『サバイバル』に疑問を抱いだかなかったのか。……悔くやみきれん。

　熱帯夜の空の下、立派にそびえる鳥居から、べろーんと垂れ下がる『ハルナフェスティバル開かい催さい中ちゆう』を目まの当たりにして、俺はそう思う。

　その垂れ幕の下には、恐おそろしいまでの人の数。これから何が始まるのか、想像も付かないほどの人が溢あふれかえっていた。

　一五〇人はいそうだな。浴衣ゆかたの男ばかりが神社の前でウォーミングアップをしていた。

　これから何が始まるのか。

　昨日のうちに、町中の壁かべへ貼はられたチラシをちらりと見る。そこには──

『あなたとにゃんにゃんしたい』

　そんな文句が躍おどっていた。何でも、ハルナフェスティバル優勝者は女の子と一日デートが出来るそうだ。それもきっかり一日。二四時間にゃんにゃんし放題。

　何より、『あなたとにゃんにゃんしたい』と言っているのがユーとセラなんだから、堪たまったモンじゃない。

　こんなに可愛かわいい女の子と、にゃんにゃん出来る訳がない。いやでも──もしかしたら。

　そんな一％ほどの可能性を求めて、これほどの人間がやってきた。

「皆みなさん。とりあえずこれとこれを──」

　それぞれに、狙そ撃げき銃じゆうが配られる。これは、屋台で出ていた三つの射的屋さんが、一生懸けん命めい買いそろえたモノだ。弾だん丸がんは五発。それと──小さめのバケツ？

　ここで、あのアホ毛からルール説明。

　浴衣姿のハルナがアホ毛をピコピコさせて、鳥居からぶら下がる水風船を指でさした。

「そこら中に見える風船を割れっ！　中に玉が入ってるから、それを集めて合計数を競うんだ！　一番点数が高かったヤツが優勝なっ！」

　なるほど。バケツは玉を集めるためか。キロバトル的な。

「弾丸は最初、五発しかない！　補ほ充じゆうしたかったら屋台で買えよなっ！　風船の数は三〇〇〇個っ！　全部割り終わった瞬しゆん間かんが試合終しゆう了りようだっ！　原則として、風船は絶対撃うち抜ぬくこと！　以上！　質問は受け付けないっ！　体で覚えろっ！」

　あいつ、パンツが透けてないな。もしかして、下着を着けていないのかっ！

「優勝したヤツにはもれなく、『一日にゃんにゃん券』をプレゼント！　この二人のどちらでも選べよなっ！」

　ユーとセラは、何も言わずに佇たたずんでいた。「おおおーっ！」と男の嘶いななきが境内に響ひびく。

　ハルナ、お前は本当にこの二人を──

「よーっしっ！　優勝目指して頑がん張ばるぞーっ！」

　俺の隣となりにいた少女が、まるでテレビに向かって一言コメントをお願いされたように意気揚よう々ようとしていた。友紀はいつも楽しそうだな。

「ってお前！　それ卑ひ怯きようじゃねえか？」

　ライフル銃を握にぎりしめた織戸が、友紀へ声を掛かける。

「へ？」サラシを巻いてハッピを羽織り、下はスパッツ足た袋び姿。ねじりハチマキをした友紀が手に持っているライフルは、ドラグノフだった。

　俺たちが持っている狙撃銃は木製のマスケット銃だったが、友紀のだけが全鉄製のスコープ付き狙撃銃だったのだ。

　そうか……ハルナはハナっから友紀を優勝させるつもりなんだな？　たしかに、彼女は吸血忍にん者じやだし、運動能力が他とは段違いだ。待てよ？　俺が優勝しても良いんだ。やってやる。何なん人ぴとたりとも──ユーの太ももを触さわらせんっ！　ゾンビの目が黒い内はなっ！

「んじゃっ！　ハルナフェスティヴォーっ！　スタぁ─────トっ！」

　狙撃銃を持った男たちが、そこら中にある風船を狙ねらって走る。屋台と屋台の屋根を繫つなぐように掛けられたワイヤー。そこには昨日、提灯がぶら下がっていたが、今は風船になっていた。それを目がけてバンバンとおもちゃの銃声が響く。

　だが、偽にせ物ものの狙撃銃では有効射程がイマイチで、結構近づかないと当たらない。

　俺の隣でばんばんしていた織戸は──

「相川！　弾たま切ぎれだ！」

　早はええよ！　確か、弾の補充をしたかったら屋台で買うんだっけか？

　早さつ速そく、織戸に付き合って近場のたこ焼き屋さんに向かう。

「すいません。弾丸を補充したいんですけど──」

「へい！　だったらたこ焼きを買って下さい。六個入りを全部食べきったら一〇発プレゼントです」

　なるほど。そういうシステムか。だったら、食べやすい綿菓子屋さんとか──

　ちらりと綿菓子屋さんへ顔を向けると、そこには長ちよう蛇だの列。ダメだ。あんなのに並んでいたら時間がなくなる。

　六個入りを購こう入にゆうした織戸は、必死の形相で出来たてアツアツのたこ焼きを口に放ほうり込む。俺もついでにたこ焼きを購入。

　ホフホフ……ホフホフ……やっぱり、たこ焼きは大変だな。早く食べないと。

「あっちにもあるぞーっ！」「俺だっ！　俺が当てたぞっ！」

　まるで狩人かりゆうどが森で獲え物ものを追い立てるように、ドタドタと走り回る人たち。その中で──

「よっしゃあ！」

　友紀は着実にポイントを稼かせいでいた。スコープ付きは伊だ達てではないようで、次々と風船を撃ち抜いていく。どうしてそんなに弾数が残っているんだこいつは。

　おっ。ちょうど弾丸が切れたみたいだな。友紀は焼きそば屋さんへ向かう。焼きそば？　確かに焼きそばは人が少ないが、食べるのに時間が掛かるだろう。熱さもたこ焼きに匹ひつ敵てきする。

　だが友紀は出来たてアツアツの焼きそばに──ドレッシングをぶっかけて食べているのだ。アツアツで食べにくい料理を、ドレッシングを掛けることで食べやすくしているのだろう。その様子を見ていた織戸が、たこ焼きを片手に友紀のところへ。

「トモノリ、卑怯だぞお前っ！」

「え？　……ああ、そうだよな。確かにフェアじゃなかったぜ。よし！　みんなもドレッシング使って良いぜ！　はいっ！」

「そっちじゃねえよ！　むしろ使わない方向で合わせろよ。全く」

　文句を垂れながら友紀にドレッシングを借りて、ダバダバとたこ焼きに掛ける織戸。

「……なかなかイケ──ぐへ─────っ！」

　い、いきなり織戸の浴衣が爆ばく発はつしたーっ！　なんだっ！　何が起こったというんだ！

　浴衣の上半分が吹ふき飛び、上半身裸はだかのまま前のめりに倒たおれてしまった。

「うわああ！　織戸！　何いきなり脱ぬいでんだよっ！」

　見たくない。と言いたげに顔を隠かくす友紀。いや脱いだわけじゃないだろ、どう見ても。

「おい友紀。このドレッシングはなんなんだ？」

「あ、それセラフィムが作ってくれたドレッシングだぜ！」

「織戸ーっ！　吐はき出せっ！　死ぬぞーっ！」

　体内に吸収することで浴衣が爆発するようなドレッシング。どういう原理だよっ！　さすがセラだ。織戸は全く意識を取り戻もどさない。

「えー。美う味まそうだけどなー。あ、風船みっけ！　んじゃなっ！　相川っ！」

　セラが作ったというドレッシングを持って、友紀は走っていく。

　俺は倒れた織戸を────放って、織戸のたこ焼きを食べていた。

　……すまん、織戸。俺はどうしてもユーを守らなければならないんだ。

　お前の死は、きっと無む駄だにはしない！

　たこ焼きを食べきって、織戸の分と共に、二〇発もの弾丸を手に入れた俺は、早速辺りを散策する。しかし、風船を見つけても、その瞬間に別の人間に割られてしまった。

　くそ。俺は大量に弾丸を持っているのに、意味がないじゃないか。

　ん？　見れば、たこ焼き屋さんの中にも風船がある。そうか、上ばかり気にしていたが、屋台の中にもあるんだ。

　そのことに気づいている人間は、ほとんどいないようだ。みんな木やワイヤーにぶら下げられている風船を狙っている。──よし。俺は屋台を巡めぐろう。

　とりあえずたこ焼き屋さんの奥にあった風船三つを、五発使用してゲットした。風船の中に入っている玉は、ＢＢ弾のような小さな黄色い玉だった。それを三つ、バケツに放り込む。こんな調子で大だい丈じよう夫ぶなのだろうか。──やれやれ。

　とりあえず、弾丸補ほ充じゆうとは関係のない屋台を狙おうかな。







　──さて。風船釣つり、ピンボール、ダーツの屋台で二五発全すべて使い果たした俺は、合計二〇個の玉を手に入れていた。参加数は恐らく一五〇名程度。三〇〇〇個と言ってたから、一人二〇個を超こえれば、まあノルマは達成しただろう。

　二〇発もの弾丸を貰えるイカ焼きを食べながら、俺は次のターゲットを探していた。すると、金魚すくいのところで、ユーを発見した。

　優勝賞品であるユーは、のんびりと金魚をすくっていた。

　すくってはリリース。すくってはリリース。たった一枚のポイで、何十匹ぴきの金魚をすくい、リリースしている。その様子はまるで、金魚と遊んでいるようだった。

　そこへ、参加者であろう一人の青年がやってくる。金魚すくいの屋台にある風船を割りに来たのだ。阻そ止ししたかったが、俺は弾丸がなかったので見ていることしか出来ない。

　その青年の浴衣の袖そでを、ユーが引っ張った。

『デメキン　飼ってあげて』

　そんなメモを渡わたされ、あの青くて綺き麗れいな瞳ひとみでじっと見つめられたら──

「おっちゃん。金魚すくい一回」

　青年は風船割りのことなど忘れ、金魚すくいに没ぼつ頭とうする。

　そして、ユーに指導されるまま、デメキンをゲットした。

『可愛い？』

「はい！　可愛いですっ！　とってもっ！」

『ありがとう　大事に　してあげて』

　青年の瞳は、もうハート形になっていた。きっと彼は、ユーとにゃんにゃんする権利を得るために、必死になるだろう。

　ライフルを握りしめた青年は、風船求めて全力ダッシュしていったので、一人金魚をすくい続けるユーのところへと向かった。

「ユー。楽しいか？」

『とても』

「お前、どうして自分が景品になるってのに、賛成したんだよ」

『ハルナが　寂さびしそうだったから　歩も』

　確かに、俺もハルナも、静かな祭りがイヤだった。でも、それだけでユーが、セラまで自分を景品にするなんて──

『この金魚さんは　楽しそう』

「金魚？」

　ユーにすくわれ、放流され──を繰くり返していた、大量の金魚がそこには居た。

『狭せまい水の中でも　みんなと一いつ緒しよなら　私と鬼おにごっこも　とても楽しいって』

　ユーのガントレットに包まれた手に、ポイが握られる。さっと水にくぐらせると、金魚は一目散に逃にげていく。それは嫌いやがっているのではなく、遊んでいるだけだとユーは思っているのだろうか。

『彼女を見て　あんなに楽しそう』

　ユーがちらりと視線を送れば、そこにはハッピ姿の友紀が居る。──あいつはきっと、体を動かせるなら何でも楽しいんだろうけど。

「おーい相川ーっ！　どうだ？　見てくれよこれっ！」

　ご機き嫌げんな友紀が走ってやってきた。そのバケツには、何百個もの玉が入っている。

　……すごいな。これ、もう優勝確定なんじゃないか？　俺がいくら頑張っても──待てよ？　別に俺が優勝しなくても良いじゃないか。

　自じ慢まんするだけした友紀は、飛び跳はねるように次の風船へ。余よ裕ゆうで優勝出来るんだから楽しくて仕方ないんだろうね。あいつはセラやユーを守りたいというより、ただ単純に、このイベントを楽しみたい。そして、優勝したい。──それだけだ。

　だから俺は、友紀を援えん護ごする側に回ろう。あいつが楽しめるように。

『ハルナにも　みんなにも　楽しんで欲しい　当然　歩にも　そのためなら　私は　猫ねこを抱だき続けるぐらい　いくらでもする』

　無表情のユーが、目を輝かがやかせて小さくガッツポーズを取る。

　にゃんにゃんするってのがどういうことなのか、ユーにはイマイチ伝わっていないようだ。むしろご褒ほう美びだと言わんばかりの無表情を見せたユーに、俺は何も言わなかった。

　ユーに、『にゃんにゃんする』という行こう為いがどういうモノなのか……誰だれにも教えさせない。絶対に、俺が守ってみせるさ。

「じゃあ、俺は行くわ。織戸みたいな怪あやしいヤツを見かけたら、気を付けろよ？」

　アゴを少し引く程度に頷うなずいたユーを残し、俺は食べきったイカ焼きの棒を弾だん丸がんに換かえるため、その場を後にする。

　入れ違ちがうように、優勝賞品とふれあえる金魚すくいコーナーは、たちまち人で溢あふれていった。──こりゃあ、うかうかしてられないな。







　二時間ほどの時間が経過し、俺は一〇〇個に届くほどのポイントを獲かく得とくしていた。これでなんとか友紀の援護も出来ただろう。

　やれやれ。俺はもう普ふ通つうに縁えん日にちを楽しもうかな。なんて、神社にある賽さい銭せん箱ばこの隣となりにどっかりと腰こしを下ろして休きゆう憩けいしていた。

　ん？　誰か倒れていないか？　足の裏が見えたので、心配になって向かってみると、そこには、倒れている友紀の姿。

　まさか、流れ弾だまにでも当たったのか？　いや、倒れ込んでしまうほどのものじゃない。なのに──どうして。……駆け寄って、友紀の頰ほおをペチペチと叩たたく。

「あ……いか……わ」

「トモノリっ！　どうしたんだっ！　トモノリっ！」

　まさか──飢うえた男たちに何かされたんじゃ──

「ドレッシングが……ぐふ」

　トモノリーっ！　ドレッシング……はっ！　そうか、セラのドレッシングをとうとう使っちまったんだな？　寝ね息いきを立てているところを見ると、命に別状はなさそうだ。

　ちょっと待て。一位だった友紀がここで脱だつ落らくしたら……

　倒れていた友紀のすぐ傍そばに置いてあったバケツを俺が引き継つごうと腕うでを伸のばしたら、友紀のハッピが爆発し、その衝しよう撃げきで少し前のめりになってしまった。

　コテン。と倒れるバケツ。散乱する玉。

　そこに、まるでエサを求める公園のハトのように、男共が群がってきた。

　弱肉強食。こぼれ落ちた玉は誰のモノでもない。呆ぼう然ぜんと見ている内に、友紀がこぼした玉は、みんなに拾われてしまった。

　──マズイ。マジで一いつ般ぱんの方が優勝して、セラかユーがにゃんにゃんされてしまう！

　俺が……やるしかない。

　決意を新たにしたところで、屋台の上に設置されているスピーカーから、ハルナの声が聞こえてきた。

「さあっ！　残るはあと一つになった！　場所は神社の裏手。あそこには金色の玉があるんだっ！　それを取ったヤツは五〇〇ポイントなっ！」

　大逆転チャンスありなのかよっ！　まるでクイズ番組の最終問題ぐらいの大おお盤ばん振ぶる舞まいに、みんなが興奮をあらわにした。

　ハルナはまだ知らないんだ。友紀が脱落したことを。五〇〇ポイントを獲得しても、友紀には届かないと判断したのだろう。だが、すでに友紀は動けない。

　よし。友紀の代わりに、俺がやる。神社に居る俺が、一番近いはずだ！

　本堂の脇わきを抜ぬけて、裏手に回る。そこにあったものは──

　高さ一〇メートルほどの櫓やぐら。盆ぼん踊おどりのときによく中央にあるアレだ。なかなか立派な櫓なのに、なぜこんな狭いところに。

　階段の代わりに坂がある。なるほど、この坂を駆かけ上がって勝利をつかみ取れと。

　だが──その坂道は見るからにヌルヌルだった。ローションなのか中ちゆう華かあんなのかは分からないが、『ヌルヌル坂』になっていたのだ。

　男たちの大群が、坂を登っていく。だが、ヌルヌルしていてこけてしまい、滑すべり台のように下まで戻ってくる。

　何度登っても、落ちていく。こけた拍ひよう子しにバケツがひっくり返って玉が散乱。それに足を取られ、ばたばたと滑り落ちていく。

　そんな男たちの合間を縫ぬって、俺はゾンビパワーで登っていく。

「秘ひ剣けん、燕つば返めがえし」

　櫓の上から、綺麗な声が聞こえた。あの声は──

　腕ほどの太さをした丸太がゴロゴロと頂上から転がってくる。

　セラだ。セラが忍にん者じやの剣術で丸太を斬きり、手て頃ごろな大きさにして落としているんだ。

「セラ！　俺を優勝させてくれないのか！」

「──当然です。あなたはヘルサイズ殿どのに、気持ち悪いことをするに違いありません」

　セラもセラなりに、ユーを守ろうとしているのか。

　いや──違う。丸太に足を取られ、また滑り落ちる男たち。それでも苦にせず、もう一度登る。その姿を見たセラは、ふふっとほくそ笑えんでいた。

　その笑みは、サディスティックなモノだった。

　楽しんでやがる！　あいつはこの状じよう況きようをっ！

　やっと風船が見える位置まで辿たどり着いた俺は、男たちと並んで、風船を狙ねらい撃うつ。しかし、風船はまるで生きているかのように右へ左へ揺ゆれ動き、避よける。

　弾切れになった男たちは坂道を滑り降り、屋台へ補ほ充じゆうに行く。俺も弾切れで戻もどらざるを得なかった。

　そうして何往復もして行く内に、一人──また一人と脱落していく。さすがに優勝を決定づけるための一つは、難易度が高い。諦あきらめても仕方がないだろう。

　その人間の中に、俺も居た。友紀が眠ねむる神社の本堂で、俺はリンゴあめを片手に溜ため息いきを吐ついていた。

　神社の屋根から狙っても、櫓の方が高い。狭い場所のせいで回り込むことも出来ず、正面、坂から行くしかない。だが、頂上にはセラが睨にらみを利きかせている。

　ダメか！　俺じゃ無理なのかっ！　お腹なか一いつ杯ぱいだものっ！　もう入らないものっ！

　諦めかけたそのとき。

「相川……お前には、徹てつ底てい的に足りないモノが一つある」

　その声は、聞き慣れた声だった。ハルナやセラ、友紀のような可愛かわいらしい声ではない。

　長くは聞いていたくない、男の声。

　声のする方、神社の屋根へ目をやると、そこには──

「お……織戸──」

　そう、そこには、ツンツン頭の男がいた。上半身裸はだかで、トランクスの上から半分だけになった浴衣ゆかたが風になびいているだけの、変態男。

「お前に足りないモノ……それは、エロさだ！」

　織戸の手には、友紀が持っていたドラグノフが握にぎられていた。

　一度セラの凶きよう悪あくな料理を味わっておきながら、まだこれほどの……エロパワーとはこれほどの底力を引き出すことが出来るのか。

　誰かを守りたい。という俺の思いよりも、にゃんにゃんしたい。という気持ちの方が強かったのだ。

「いいか相川。エロは良いモノだ。エロさえあればな──どんな困難にも立ち向かえる！　うおおおおおおっ！」

　叫さけびと共に坂へ飛び降り、駆ける。丸太にぶつかってもはね除け、どれだけ足がヌルヌルになって足場をすくわれようとも、受け身を取って起き上がる。

　頂上へ登り切った織戸だが、その目の前に立ちふさがる、一人の美女。ふわりと浴衣が閃ひらめいて、織戸を蹴けり飛ばしたのだ。

「秘剣、燕返し──蹴り」

　ずるううううう──ゴン。坂道を一直線に滑り落ちた織戸は、後頭部を本堂の柱に打ち付けた。それでも、織戸は立ち上がる。

　そんな姿に、俺は……感動していた。

「織戸。俺も行く。ユーを守るためじゃない。ユーとにゃんにゃんするために──」

「ああ！　行こうぜ相川……夢へよぉ」

　俺は銃じゆうも持たず、ただエロ心だけを持って、坂を上がる。

「秘剣、燕返し──八連っ！」

　丸太が転がらず、宙に浮ういていた。俺へピンポイントで狙い、丸太を投げつけたのだ。

　それを顔面で受け止めた俺は、また本堂まで滑り落ちる。入れ替かわるようにして織戸が坂を登るが、次々とやってくる丸太に足をすくわれ、滑り落ちた。

「くそっ！　もう一度だ！」

「何度でもやってやるさ」

　もはや、坂に挑いどむのは俺と織戸。二人だけになっていた。だが──座り込む者、星を見上げていた者。セミの声を聞いていた者。諦めていた者たちが織戸へ、俺へエールを送る。

　だが──それでも、根こん性じようや執しゆう念ねんだけではセラを越こえられない。そのとき、俺の脳内に一つの手が浮かんだ。そうだ。この方法ならばどうだろうか。

　滑り落ちてきた織戸の肩かたを叩く。

「織戸。一つ、策がある。だが、チャンスは一度。方法を知られてしまえば、きっと対策を取られてしまう。──やれるか？」

「当然だ。へへっ、燃えてきたぜ……」

　俺はふっと一つ笑いかけ、ヒソヒソと織戸に策を授さずける。そして──

「行くぞ──恐おそらくこれが──最後の攻こう撃げきだっ！」

　俺は全速力でヌルヌル坂を駆け上がる。何度も登ってきた道だ。たかがヌルヌルぐらいで戸と惑まどうこともない。

「秘剣、燕返し」セラの声と共に、丸太が落ちてくる。ジャンプをしてしまってはヌルヌルに足を取られて滑り落ちる。右に左に避けながら、頂上を目指す。

　そうして登り切った時──

「秘剣、燕──」

　ポニーテールを風になびかせ、俺へ飛びかかっていた。セラの持つ緑色の剣が襲おそう。

「今だっ！　織戸っ！」
















　神社の屋根に登っていた織戸が、セラを狙そ撃げきした。当然当たる訳もなく、燕返しの一刀目で、弾だん丸がんは両断される。その隙すき──一いつ瞬しゆんの隙が命取りだっ！

「燕返し、敗れたりっ！」

　浴衣を脱ぬぎ捨て、セラを包んだ。ヌルヌルに濡ぬれて重くなった浴衣を被かぶされたセラが藻も搔がく。よしっ！　俺の勝ち──

「龍りゆう牙が、雷らい神じん衝しようっ！」

　ズバ、ズビャアアアーン。ぎやああああああ。

　セラに浴衣を斬られ、ヌルヌルを伝って、電撃が体に走る。咄とつ嗟さに手を離はなそうとしたが遅おそかった。俺はカエルのようなポーズで背中を地につけて、来た道を滑り落ちる。

　無理か──無理なのか──

「いや、まだだっ！　織戸っ！　飛べえええええええっ！」

　坂の半ばで俺はヒザを折り、両手を坂に押しつけ、踏ふん張った。

　両足を天に向けている俺目がけて、織戸は神社の屋根を蹴りジャンプした。着地点がヌルヌルだったら、足を崩くずすだろう。だが、エロパワーでコーティングされた足同士ならば、きっと大だい丈じよう夫ぶだ！

　がっしりと、織戸と俺の足の裏が合わさる。俺はゾンビパワーで織戸を蹴り上げた。

　スカイラブハリケーン。こんなのが成功するか、いや、したとしても通用するかどうか。さらに、空中で狙撃。セラに阻そ止しされないだろうか。

　欠点だらけの作戦。その成功率は正に──一％もないだろう。だが、俺たちはそれに賭かけた。男なら、一％の可能性に賭けるモノなんだ。

「いけっ！　いっちまえっ！」「撃てえええええっ！」「やっちまえ！」

　男たちの声に背中を押され、ゾンビパワーで発射された織戸は、『勇者』はメガネをスコープに当て、狙いを定める。

「外すなよ。──織戸」

「へっ、外さねぇよ。俺にはあの風船が──おっぱいに見えているからなぁ」

　ダン。弾丸が──風船を貫つらぬいた。

　風船が割れる。中から金色のＢＢ弾がこぼれ落ちた。

　そうだ。まだ終わってはいない。あの玉を手にしなければ、勝利は摑んだと言えない。

　俺の浴衣から脱だつ出しゆつしたセラが飛ぶ。織戸にだけは優勝させまいと。

　織戸の手が、玉へと伸のびる。そんな織戸の顔面に、セラの蹴りが炸さく裂れつする。

　貰もらった。とセラは一瞬笑みを浮かべるが、すぐにそれは驚きよう愕がくへと変へん貌ぼうする。

　揺るがない。織戸のエロ心は……動じないっ！

　織戸の手は、しっかりと摑み取っていたのだ。──勝利を。

　こうして──ハルナフェスティバルは幕を閉じた。

　栄はえある優勝者は──究極のエロ力で勝利を手にした織戸。

「……仕方ありませんね。分かりました。一夜を共にすれば、それで良いのですね？」

「いいのか？　セラ」

「ええ。私は、噓うそが嫌きらいです。それに──不覚にも、少々感服してしまいました」

「よっしゃあああっ！」

「おめでとう」「おめでとう」「おめでとう」「おめでとう」「おめでとう」

　惜おしみない拍はく手しゆが、一人の男を飲み込んでいった。

　ああ、こいつには俺も感服したよ。ユーを守るという使命も果たせたし、織戸だったらどうせ手を出そうとしてもセラにボコボコにされて終わるだろう。

　良かった。これで良かったんだ。

「おめでとう」俺は握あく手しゆを求めて手を伸ばす。

「ああ、相川。お前のおかげだ」がっしりと握り返す織戸。

　全身ヌルヌルでパンツ一丁の男が二人、友情に涙なみだを流していた。

　そこへ、今回のイベント主しゆ催さい者しやがやってきて──

「へ、変態だあああああああっ！」

　所々に設置されたスピーカーから、ハルナの可愛い声が響ひびいていった。







　あー、素そう麵めんはうまいなー。セラが居ないから、今日は素麵を安心して食べられる。

　今いま頃ごろ織戸は、セラとにゃんにゃんしているのだろうか。羨うらやましい限りだが、果たしてセラが潔いさぎよくそれを許すとは思えない。

　まあ、別ににゃんにゃん出来なくとも、一いつ緒しよに一日過ごせるなら織戸も本ほん望もうだろう。

　ん？　電話か？　テーブルにある携けい帯たい電話がブルブルと震ふるえたので、箸はしを置き、電話を取る。

「おーっす相川ー。師し匠しようは？」

　なんだ、友紀か。──ちらりと廊ろう下かを見る。そこには水玉のパンツが丸見えの少女が、「うきゅ～」なんて声を出して、縁えん側がわでノビている猫ねこのように寝ねそべっていた。ハルナフェスティバルをやり遂とげて力ちから尽つきたようにも見えるな。

「ご臨終だ」

「そっかー。んじゃ、伝えといてくれよ。師匠のフェステヴォーが大だい盛せい況きようで、町内会のみんなが感謝していたって」

「あー、分かったよ」

「それにしても楽しかったよなっ！　相川も楽しんでたんだって？　目的達成だなっ！」

「まあ、楽しかったよ。──ん？　目的達成？」

「おう！　これは相川には内ない緒しよなんだけどさ。ほら、一日目んときに、相川が寂さびしそうにしてたから、セラフィムとか織戸と相談して師匠が──って、ああああああっ！　相川に内緒なんだったーっ！」

「うん。お前アホだろ」

　あの騒さわがしいハルナフェスティバルは──俺のため？　てっきりみんな、ハルナを楽しませようとしてやってるんだと思ってたが──あのときの俺は、そんなに寂しそうだったのだろうか？

「いや、それにしても、あんなイベントで俺が楽しめる訳ないだろ」

「え！　いやだって、織戸が『相川は、にゃんにゃん出来ると聞けば踊おどり出すぐらい喜ぶ』って言って──だからセラフィムも了りよう承しようしたんだぜ？　相川のために──ってさ」

「織戸の入れ知ぢ恵えか──それにしては、本気で阻止してたけどな」

「まあ、それはオレがリタイアしちまったから──シナリオが変わっちまってさ。でもいいじゃねえか。相川が楽しかったんなら」

　あくまでも、『フェスティバル』を楽しんで貰うためのシナリオだったのだろう。その後のお楽しみは、別。

「それより友紀。体は大丈夫なのか？」

「おう！　オレはもう大丈夫だぜっ！　──でも、織戸が入院したみたいなんだ」

　はは。やっぱりな。どうせセラに──ちょっかいを出して半殺しの目にあったのだろう。自じ業ごう自得ってヤツだな。

「ただいま戻もどりました」

　お？　噂うわさをすれば玄げん関かんの戸が開く音がして、セラが居間へとやってきた。織戸が入院したから一日一緒にも居られず、帰ってきたのだろう。

「おうセラ。今お前の話を──」

　セラの手には、土ど鍋なべがあった。

「お前……まさか……それ……」

「ええ。余ってしまいましたので」

　織戸の入院した理由が、今わかった。セラの手料理を食べたいなんて言いだしたのだろう。そして──きっとそれを、満面の笑えみで食べて……可か哀わい想そうに。

　──今日はハルナの好きなピザを頼たのもうかな。




　　　　＊




　あのときの織戸のエロ力。それを発揮することが出来れば、きっと乗り越えられる。

　織戸は夏場の犬のように舌を出してはっはっはっはっと五う月る蠅さく息を吐はいていた。

「ちょっと、私はどうすればいいのよ？」

「御お役やく御ご免めんって奴やつだな。セラさんと結けつ婚こん──ああ、夢にまで見た初めての共同作業！」

　三み原はらをほったらかしにして、セラの元へと走る織戸。

　そんな織戸の後頭部をがっしりと摑つかむセラ。その目は生ゴミがぱんぱんに入ったゴミ袋ぶくろを摑んだかのようだ。

　そして、すたすたと軽快にケーキの前へ。

「それでは、ケーキ──」

　ばっふ──ん。

　アンダーソン君の言葉を待たずして、セラは織戸の顔面をケーキに突つっ込んだ。

　ケーキ入頭。

　無理だったーっ！　圧あつ倒とう的に無理だった！　見事なまでにーっ！

　トレードマークのメガネを残し、パンダのように目のところだけ綺き麗れいな織戸は、前が見えないのか、ジト目できょろきょろしていた。

「これでもういいですか？　では、帰らせて頂きます」

　暴力に訴うつたえるだけ訴えて御役御免だーっ！

　一人残された新しん郎ろうの寂しい姿に、誰だれもが呼吸を止めたようにシンと静まりかえる。

　そんな中、すっと立ち上がるアホ毛の少女。

「ふーけ！　ふーけ！　ふーけ！　ふーけ！」

　手て拍びよう子ししながら『ふけコール』を始めたハルナに、友紀も立ち上がって手拍子をする。

「ふーけ！　ふーけ！　ふーけ！　ふーけ！」

　その二人の視線上には、三原の姿。

　セラの登場とあの行動は、ハルナなりのサプライズ。こうなることを前提にしていたのか。

　ほんと、たまに良い奴になるから憎にくめないよな。

　俺の周りには、そんな奴ばっかりだ。

　タオルを持った三原かなみは、織戸の顔についた生クリームを取る。

　すると織戸は何を思ったのか、三原の胸をがっしりと摑む。

「あれ？　このダイナミックさの欠片かけらもない胸は──三原？」

　花はな嫁よめの緒おが切れた。

「はいはいそうですよ！　どうせあんたの好みじゃないわよ！」

「え？　何怒おこってんの？　え？　セラさんとの結婚は？」

「ねえよ！」

　三原の怒いかりに震えた拳こぶしが、織戸のメガネなき目にクリーンなヒットをぶちかました。

　なるほど、三原の恋こい心ごころに気付かなかったのは、俺だけではないようだ。

　明日は我が身って奴かな。

　歓かん声せいが上がる中、席を立ったついでに式場を出て行こうとする二人のツインテールを発見したので、俺もハルナたちに気付かれない程度にひっそりと式場を後にした。

　京きよう子こはまた何か企たくらんでいるに違ちがいない。

　トイレに入っていったので、入り口でじっと待つ。

「あら、相川さんもおトイレですか？　それとも、覗のぞきに来たんですか？」

　はいはい。無視無視。

「──で、結局何をしに来たんだ？」

「私はぁ、ただのお守りですよぉ？」

　ニコニコと笑顔を見せる大先生。

「何の話をしてるんですか？　相川さん。私はただ、織戸さんの古くからの友人として、ハルナに招かれただけですよ」

　可愛かわいく笑顔を見せる京子。

　どうにも妖あやしいもんだ。

「織戸の結婚披ひ露ろう宴えんに呼ばれた？　そんな訳ないだろ？　絶対に裏があるに決まってる」

「本当に何にもありませんよぉ？」

　ぱたぱたと手を振ふる大先生。レースの付いた白衣の袖そでが可愛い。

「……実は、私はあるんです」

　笑顔を崩くずした京子の言葉に、笑顔のままの大先生が少し首を傾かしげる。

　大先生は関知していないのか。

「女王……ですねぇ？　だから、簡単に保ほ釈しやくが決まったんですかぁ」

　京子はエンジェルスマイルを作って、両手を合わせる。

「すみませんアリエル先生。二人きりで少し話をさせて貰もらっていいですか？」

　大先生が俺を見る。

「大だい丈じよう夫ぶっす。俺、ゾンビですから」

　くすくすと笑う大先生を残し、俺は京子と人気のない場所を探しに向かった。







　結婚披露宴会場から少し離はなれた、赤くてふかふかの絨じゆう毯たんの廊下。ホテル内なのだから当然ふかふかだ。

　周りに人の気配がないことを確かく認にんした京子は話を切り出す。

「ねえ、相川さん。私のこと、まだ怒ってますか？」

「俺を殺したことか？　それはもう怒ってない。許してもいないがな」

「そうでしょうね。私が相川さんを殺した回数より相川さんが私を殺した回数の方が多いですし」

「自業自得って奴じゃねえのか」

　くだらない会話。そう互たがいに思っていたのだろう。京子は手を後ろに回し、胸の谷間を強調するように少し屈かがんで、甘い声を出した。




「ねえ相川さん。私を助けてくれませんか？」




　…………何を？　こいつ、この期ごに及およんで……まあ、話だけでも聞いてやるか。

「助けるって、どうやって？」

「一つだけお願いがあるんです。相川さんがそれをしてくれれば、私──釈しやく放ほうされるかも知れない。だから──」

「ダメだ」

　話にならない提案だった。

「どうしても？」

「ああ。お前は人を殺あやめた。その人たちの人生分、反省しなけりゃならないんだ。だから、数百年か知らないが、おとなしくしていろよ。前にちゃんと罪を償つぐなうって言ったろ？」

「アリエル先生と、この世界を救う手助けをしたいんです。それじゃあ、ダメですか？」

「ダメだ」

　話は終わったと、俺は京子に背中を見せる。その一いつ瞬しゆん、ほんの一瞬だったが、俺は見た。

　京子が笑顔のまま、後ろ手に何か長い物をもっているのを。

　くそ！　おっぱいに気を取られていた！　なんという一人陽動作戦だ！

「じゃあ、実力行使しかないじゃないですか」

「え？」今日何度目の一文字だろうか。

「ノモブヨ、ヲシ、ハシタワ、ドケダ、グンミーチャ、デー、リブラ」

　その言葉は、京子の口から発せられることはないと思っていた。

　魔ま装そう少女としての力を奪うばわれて投とう獄ごくされているはずの彼女が、どうして──

　彼女の変身姿を見るのは三回目だが、いつも違う姿だ。

　一度目は木刀で、二度目は大先生の日本刀で、今回は──凶きよう悪あくな得え物もの。地じ獄ごくの鬼おにがもってそうな鈍どん器きだったのだ。

「なんでお前が魔装錬器を持ってるんだ！」

「やだなー。これはただのドリアンですよ」

　そう言いながら、トゲバットのようなモノを後ろ手に隠し、にっこりと笑う。

「今隠したよね？　それはなんだ？」

「ドリアンです」

「いやいやいやいや、確実に人を」──「ドリアンです」

　にっこりほっこり。こっちも状況を忘れて思わず笑顔になってしまうほどの輝いた笑顔で、京子は断定した。

「なーんだ、ドリアンか」俺は京子に背を向け、そこから「って完全に違うから！」とノリツッコミをしようとした正にそのとき──

　ごす。

　振り下ろされる凶きよう器き。

　そこに殺意はない。

　だが、ゾンビの脳を揺ゆらし、意識を朦もう朧ろうとさせるには十分だった。

　変身してまで殴なぐったんだから当然だな。足あし腰こしガクガクだ。

「まあ～、穏おだやかな話し合いですねぇ」

　声が聞こえ、京子の背後に白衣を着たツインテールの少女が現れた。

　京子は一瞬だけ恐きよう怖ふの表情を浮うかべたが、すぐに妖しい笑顔を作る。

「二人っきりで話がしたいって、私言いましたよね？」

「どうしても～、気になっていたのでぇ」

「大先生……京子、お前が何を企んでいるかは知らないが、これで悪事も終わりだな」

　頭を押さえながら、壁かべにもたれ掛かかる。

　くそ。全力で殴りやがって。

「どうしてぇ、魔装錬れん器きなんて持ってるんですぅ？」

「実は──勅ちよく命めいを受けてきたんです。女王の呪のろいを、相川さんにって」

　女王。呪い。聞いたことはあるが馴な染じめない言葉だった。大先生は「なるほどー」と一言だけ呟つぶやいて──

「じゃあ、仕方ないですねぇ。アユムさん、残念ですぅ。ぼこぼこにされて下さーい」

　見放されたーっ！　うっっっっっそ────ん！

「相川さんに呪いを掛ける代わりに、私は減げん刑けいされる。私がしなければ、ハルナにその役目が回るんですよ？　それはアリエル先生にとってもマズいことですよね」

「ええ～。非常にマズいですねぇ」

「相川さん心配しないで下さい。女王は一度刃は向むかった相手は殺さないと決めてるんです」

「その代わりぃ、その人が最も辛つらい思いをする呪いを掛けるんですねぇ～。相川さんにとって一番辛いことってなんなんでしょう～」

　楽しみとでも言いたげな表情。何な故ぜ俺がそんな目に遭あわなきゃならんのか。

　悪魔男だん爵しやくは呪いで常に瀕ひん死しの状態にされていた。

　クリスは最強とまで言われた力を奪われて、おっさんにされていた。

　なるほど、あいつらにとって、一番辛いことだと言われれば確かにそうだ。

「大先生。あんたがなんで京子に付く形に──」

「ハルナを守るためですよぉ。死ぬ訳でもないですしぃ、アユムさんならきっとなんとか出来ると信じていますよぉ。私も出来る限りのアシストをしますからぁ」

「私も釈放されたら、相川さんのために努力しますから──だから、今回は」

　納なつ得とく出来ねえ。心底から納得出来ねえよ。

　だけど──

「本当に、ハルナを守るためになるんだな？」

「そうですねぇ。最悪、ハルナが殺されてしまいますぅ」

　………………仕方ない、のか？

「他ほかに方法があるはずだろ！　ちょっと待て！」

「往おう生じよう際ぎわが悪いですねぇ」

「死ぬよりも辛い未来が待ち受けている可能性があるんだろ？」

「それは確実ですね」

「それは確実ですねぇ」

　絶対ヤダあ～。

　逃にげようとした俺の後頭部に──一いち撃げき。

　変身した魔装少女の急所への攻こう撃げきは、地面に伏ふすには十分すぎた。

　目がチカチカしている。

　そんな俺の口元へ、何やら緑色をした光の塊かたまりを押しつけられた。

　飲めと言っているのだろうか？　気分はすっかり名めい探たん偵ていコナン第一話って感じだが──

　座り込んだ京子のパンツ。

　それが、最後の景色だった。







　目が覚めると、俺はベッドの上にいた。

　朝日が差し込む窓。時間は──七時三二分。

　体の調子が悪いが、これは陽気にあてられたせいだろう。

　呪いを掛けられたかどうかなんて、すぐには分からないもんだな。

　なんて思いながら着き替がえを済ませて、階段を下りる。

　歯を磨みがいたり顔を洗ったりトイレに行ったりと朝の嗜たしなみをさっと終わらせる。

「じゃあ、学校行ってくるわー」

　と居間でお茶を飲んでいるだろうユーに一言呟いて、外へ。

　うわあ。天気がピーカンじゃねえか。嫌いやなことは重なるもんだ。

　なんとか日ひ陰かげを選んで行かないとな。

　呪いとの相乗効果とかあるかも知れないし。

　そういえば、以前にも一度呪いに掛かったことがある。

　今年の夏──夜の王に捕つかまった大先生が作った爆ばく弾だんで。

　あの時は学校のみんなが動物になってしまうという呪いだった。

　音楽を聴きけば治り、伝染病のように広まっていくという特性を持っていて、それも京子が撒まいたものだった。

　女王の呪いも、同じような細さい菌きん兵器であると考える。

　きっと、京子は俺を打だ撃げきでおとなしくさせて、薬のようなものを服用させたんだろう。変身したのは抵てい抗こうに備えてか、はたまた呪いに必要なのか。

　なんにしても、自ら出向かなくても大丈夫なのが、危険を嫌きらう女王らしいと言えるだろう。

　細菌兵器ってのは、自分が掛かる可能性もあるから、ワクチンと一いつ緒しよに作るものなんだ。

　だから、絶対治る方法はあるはず──

　と言っても、俺に掛かった呪いがどういうモノなのか。それをまず確かく認にんしないと。

　考えることが多すぎて、考えている内に学校へ着いてしまった。

　家から五分ぐらいの位置にあるからな。近すぎるのも問題だ。

　朝日で死にかけていたことすら忘れてしまうほどだ。

　教室にはまだ誰だれも居ない。

　一時間目の授業が始まるまで、いつもなら友紀や織戸が俺の眠ねむ気けをブレイクしに来るのだが、今日はそんなこともなかった。

　まあ、昨日あんなに疲つかれる結けつ婚こん披ひ露ろう宴えんをやったんだから、仕方がない。

　二時間目、三時間目、四時間目。

　合間合間の休きゆう憩けい時間にも、二人はこっちに来なかった。

　友紀はもしかしたら、今日学校を休んでいるのではないだろうか。

　織戸は休憩時間になると、毎回教室の外へ出て行った。

　そして、昼休み。

　織戸はいつものようにチャイムが鳴る前から飛び出す用意をし、チャイムと同時に弁当箱を持って立ち上がる。

　そのまま、俺の所へとやってくるのだが──

　その日は教室の外へ。

　さすがに気になったので、後を尾つけてみようか悩なやむ。

　織戸のことなんか気にしていても意味がない。

　何年もずっと一人で昼食タイムを過ごしたかったじゃないか。

　………………やっぱり気になる。

　俺はむずむずした気持ちを抑おさえきれず、急いで廊ろう下かへ出た。

　織戸の姿は、すでに見えないが、そんなにすぐ姿を消せる訳がない。あいつは忍にん者じやでも吸血忍者でもないんだから。

　つまり──隣となりのクラスへ入ったんだ。

　そこは友紀や三原、アンダーソン君がいるクラス。

　中の様子を窺うかがってみると、そこには談だん笑しようする友紀と三原と平松がいた。

　なんだ。友紀は学校に来てたのか。

　だったら少しぐらい顔を見せてもいいのに。

　全く、変な奴やつらだ。

　と、そこで俺はあることを思い出す。

　もうすぐ二月だ。

　さては、バレンタインとか節分に何かしでかすつもりなのだろう。

　俺に内緒でな。

「今度は何を企たくらんでるんだ？」

　溜ため息いきを吐つきながら声を掛ける。

　織戸は啞あ然ぜんと口を開けていた。

　三原は俺を睨にらんでいた。

　アンダーソン君はきょとんと子犬のような表情を浮かべていた。

　平松は目を逸らした。

　友紀は──

「誰だよお前！　気安く話しかけやがって！　どこ中だ！」

　俺に、けんか腰ごしだった。

「何言ってんだよ。トモノリ」

「トモノリ言うな！　オレの名前はユキだ！」

「ねえ君、誰？　ユキちゃんのストーカー？」

　ニヤニヤ顔をした三原だったが、その目は笑っていなかった。

　警けい戒かいされている。──完全に。

　何が起こったのか。それは瞬しゆん時じに理解できた。

　これが、女王の呪いによってもたらされた現象なのだろうと。

　だけど俺は──納得出来なかった。

　理解は出来たが、納得する訳にはいかなかった。

「いやいや、誰とかじゃなくて。まさか、俺のことを忘れちまったとか？」

　出来る限りのゾンビスマイル。好意的な笑え顔がおを向ける。

「……別に……一緒にご飯食べるぐらい……いいんじゃないかな？　これから……友達になれば……いいんだし……」

　平松の優やさしい顔にも、戸と惑まどいが見え隠かくれしていた。

　やっぱりだ。

　そういうことか。

　リセットされたんだ。

　みんなの記き憶おくから、俺という存在が。

　勘かん弁べんしてくれ。一から全すべてをやり直せっていうのか？

　一からやり直して、またあの空間が作り出せるのか？

　俺にとって、最も辛つらい呪のろい。

　……全てを理解した。

「じゃあ、ここに座れよここ」

　友紀が椅い子すを少しずれて、ばんばんと叩たたく。

「いいの？　ユキちゃん」

「おう。なんだかよく分かんねえけど、全然ＯＫだぜ！　むしろ一緒に座りたいぐらいだ」

　まさか、こんな敵てき愾がい心を剝むき出しにした友紀と、ほんの数日前の昼飯みたく一緒の椅子に座ることになるなんて。

「アホの考えはよく分からんな」

　メガネの男が小こ馬ば鹿かにしたように笑った。

「織戸……お前も俺のこと、分からないのか？　幼よう稚ち園えんの頃ころから一緒だったろ？」

「あー、俺、男に興味ないんで」

　織戸らしい。──らしいが、そりゃねえだろ。

　京子の奴を──いや、女王リリア・リリスを恨うらむべきか。

　いいだろう。やってやる。一からのスタートで、あの時の俺まで一気に駆かけ抜ぬけてやる。

　絶望までは、まだ遠い。







　凄すごく気を遣つかう昼休みは終わった。

　平松や友紀が興味のある話題、アンダーソン君と三原が興味を持つ話題。織戸のツボ。

　それらを意識して話をし、なんとか昨日と同じように賑にぎやかな一日が送れただろう。

　放課後になり、俺は日が落ちるまで学校内にいなければならない。

　陸上部へ向かう友紀を見つけ、昼休みの続きの話をする。

　一歩一歩、少しずつで良いから進んでいこう。

「おー、トモノリ」

「トモノリ言うなっ！　オレの名前はユキだ！　誰だよお前！　いきなりトモノリ言いやがって！　どこ中だよ！」

　さすがの俺も、面食らってしまった。

　何を……何を言ってるんだ？

「おいおい、昼休みに会っただろ？」

「はあ？　知らねえよ！　お前のことなんか！」

「ねえ、君。誰か知らないけど、ユキちゃんのストーカー？」

　バスケ部に向かう途と中ちゆうだろうか、鞄かばんを持った三原が、俺を睨み付けていた。

　噓うそだろ、おい。

　リセットされたって呪いじゃなかったんだ。

　俺への呪いの効果は──




　リセットされ続ける。




　ということだったんだ。

　一からのスタート？　そんな生ぬるいモノじゃない。

　〇から一までしかない人生。そんなバカなことがあってたまるか！

　俺は友紀達に背中を向け、廊下を走る。

　階段を降りれば、そこは二年生の教室。

　学校終わりに仕事があるのだろう。いつも忙いそがしい黒くろ髪かみの美女は、早足で廊下を歩いていた。

「サラスっ！」

　俺は焦あせっていた。だから、少し大きな声になっていた。

　大おお股またで尚なお早足で、黒のストッキングに包まれた足はどんどん遠ざかる。

　廊下の角を曲がってしまい、姿が見えなくなってしまった。

　周りの目など気にせず、俺は廊下を走り抜ける。

　どうせ、こいつらも呪いのせいで覚えてないんだろ？　だったら構うこともない。

　廊下を曲がったところで──俺は腕うでを搦からめ捕られて、壁かべに押しつけられていた。

　骨折しても気にしない。そんな強さで腕を締しめ上げられる。

「貴様、何者だ。見知らぬ男に略りやく称しようで呼ばれる筋合いはない」

　声こわ色いろが、いつものサラスとは違ちがっていた。いや、出会った頃に戻もどったと言うべきか。

「サラス。お前まで俺のことを忘れたのか？　尻しりを、尻を見てくれ！」

「き、貴様！　乙女おとめに向かって出合い頭がしらに何をほざくか！　よほど死にたいと見える」

　ぐっと手に力が籠こもる。ゾンビだから痛くはないが、骨が折れそうになるのは分かるし──心はとても痛かった。

「俺はお前のことを知ってる。アイドルの顔も、吸血忍者の部隊長の顔も、恋こいをする顔も」

「ええい！　五う月る蠅さい！　貴様は──う……っ……くっ……」

　サラスの声が、急に聞こえなくなった。

「サラス？　どうした？」

「う……五月蠅いと……言ってるだろう……その名で……呼ぶな」

「お前……泣いてるのか？」

「貴様は何者なのだ。バケモノめ！　くそっ！　なんだこの気持ちはっ！」

「バケモノって──」

「妙みような力を使いおって！　早く失うせろっ！　次に顔を見せたら問答無用で殺してやる！」

　殺してやる。その言葉が、心にぐっと深く刺ささった。

　意気消しよう沈ちんし、肩かたを落とした俺は、背中を向ける。

「何な故ぜだ……どうしてこれほどまでに……愛いとおしいのだ……くそっ！」

　壁に強く拳こぶしを打ち付けるサラスに、俺は一筋の希望を見た。

　そうか。俺の記憶がないけど、体は、心は覚えているんだ。

「サラス……」

「失せろと言ったはずだ！　今っ、すぐにっっっ！」

　水を剣けんに変えて構え、吸血忍にん者じやとしての黒いマントと紅くれないに光る目を見た俺は、仕方なくその場を退散した。

　希望は、ある。あるはずなんだ。それを求めて俺は、職員室へ向かう。

　そうだ。あいつならきっと──

「栗くり須す先生！」

　職員室に入るや否いなや、俺は叫さけぶ勢いで名前を呼んだ。

　当然、何事だ？　という表情の教師一同の視線を無視して中へ入る。

　何の個性もないただのおっさん。

　それが俺の担任、栗須猛たけしだ。

　その正体は、最強と謳うたわれた魔ま装そう少女で、俺が出会った中で最もどうしようもないバケモノじみた強さを持っている。

　だが、今はその力と個性を奪うばわれて、この世界にいるんだ。

　そう、女王の呪いによって。

　今の俺の状じよう況きようと、最も近い人物だ。

「誰だれだお前。勝手に入って来ちゃダメじゃないか」

　そういう反応をされるのは予想済みだ。

「俺はあんたを知っている。今はおっさんみたいな格好をしているけど、本当は最強の幼女だってことも、ヴィリエの女王に呪いを掛かけられたことも」

「何のことだか、さっぱりだ。とにかく今日はもう帰りなさい。また明日話をしようじゃないか」

「俺も呪いを掛けられたんだ！　力を貸してくれよ！」

「……君は何者なんだ？　どこまで知っている？」

「大体全てだ。今は女王の呪いのせいで誰も俺のことを覚えていないみたいだが、俺はみんなを知っている。たのむ。少しでもいい。解決策を教えてくれ！」

「……なるほど。残念だが、力にはなれない。呪いをどうこう出来るなら、一〇〇年前からやってる」

「いや、あんたは確か、一時的に呪いを無効化していたはずだ。学校で酒を──そうか！　ネネさんがいた！」

「ネグレリアのことも知っているのか。だったら──生かしてはおけないな」

　栗須の個性の欠片かけらもない目が、急に細められ、そのおっさんボイスは重低音の響ひびきに変わっていた。

　え？

　噓だろ。

　やめてくれよ。

　そんな目で見ないでくれよ。

　栗須の目は、本気だった。俺の返答によっては──

　俺は居ても立っても居られず、その場から立ち去った。

　誰も俺を知らないことが、こんなに辛つらいとは思わなかった。

　学校を飛び出し、夕焼けに焼かれながら駅へ向かう。

　電車を乗り継ついで、江こう東とう区のとあるボロアパートまでやってきた。

　もう頼たよれるのはあの人しかいない。

　ここが、俺の最終防衛ラインだ。

　ネネさんは全すべての魔法効果を無効化出来る。つまり、俺の記憶を持っている可能性が高く、持っていなくても、あの人は初対面の人間を追っ払ぱらったりはしない。

　チャイムが壊こわれているのは知っているから、戸をノックする。

「はいはーい」

　よし。いるみたいだな。しかも寝ねていない。

　戸を開けて出てきた女性は、タンクトップの片方が二の腕辺りまでズレて、髪かみの毛がぼさぼさになっていた。

　下は黒地にピンクの水玉模様をしたショーツ一枚。

　爆ばく乳にゆうと呼ぶべきたわわな胸は、ブラに覆おおわれておらず、ぴっちりとしたタンクトップにエロいシワを作っていた。冬とは思えない格好だ。

「えーっと……君は確か──アラン・ドロン君だっけ？」

「ネネさん。俺のことが分かるのか！」

　さすが、最強の冥めい界かい人じん。よかった。ほっと胸をなで下ろした俺だったが──

「いやあ、初対面だと思うけど……で、誰？」

　……ダメか。ダメなのか？　全ての魔力効果を無効化出来る、俺が知る中でも最強のお姉さんですら。

「俺は相川歩って言います。ユークリウッド・ヘルサイズの力でゾンビに変えられて、あんたたちセブンスアビスの一人──夜の王を倒たおした。ネネさん……話を聞いてくれませんか？」

「……ふーん。入って」

　やっぱり、ネネさんですら、疑いの目を向けるのか。

　いやだ。いやだいやだいやだ。

　こんなことになるんだったら、死ぬ気で京子を止めるべきだった。

　つい先月、泊とまり込んだばかりの部屋なのに、すでに哀あい愁しゆうを感じていた。

　ネネさんは斜ななめになった作業机の前に座り、俺はちゃぶ台の横で正座する。

「実は、俺はネネさんと一度会ってるんです」

「そう？」ネネさんはコーヒーの入ったマグカップを両手で包み込むように持ち、くるくる回転するタイプの椅い子すの上で体育座りをしていた。

　太ももと太ももの間に見える下着のなんとも言えない感じ。

　非常事態だったため、俺はそんなエデンを前にしても真しん剣けんな表情を浮うかべていた。

「鼻の下、伸のびてるよ？　私、着き替がえた方がいい？」

「あいや結構！　むしろナイス！　……じゃなくて。えーっと……実は、ヴィリエの女王に刃は向むかったのが悪かったらしく、呪のろいを掛けられたんです」

「女王……呪い……ぐー」

　ネネさんはキーワードを反復しながら──眠ねむりに落ちた。

「ネネさん！　ネネさーん！　寝ないで聞いてーっ！」

「はっ！　……えーっと君は確か、アミューズメントデベロッパー君だっけ？」

　誰がレンタルショップやねん。

「なるほど。つまり、君は女王の呪いによって、私の記き憶おくから消えてしまったってことなんだね？」

　話が早い。さすがネネさんだ。

「ネネさんの記憶に残らないんだと思います。もし俺がここから出て、もう一回ネネさんに会っても、また初対面になってしまう」

「何々？　そんなに私のこと、好きだったの？」

「え？　それはどういうことなんですか？　好きかどうかで言われたらそれはその──」

「あっははは。冗じよう談だんだよぉ。女王の呪いってのは、その人間にとって最も辛い、それこそ死んだ方がマシだと思える現象を起こさせるようなモノ。私の記憶に残らないってことは、逆になんとしても残っていて欲しかった」

「ネネさんに、というより、誰も俺を覚えていない。そして、覚えてくれないんです」

「なるほどー、そりゃ対処に困る呪いに掛かったもんだ」

「で、ここに寄った理由は──」

「──ないよ」

　本題に入った瞬しゆん間かんに、ばっさりと一言で遮しや断だんされた。

「え？」

「私じゃあ、呪いは解けないよ。無理無理」

「一時的でも良いんです！　クリスの時みたいに！」

「へえ……クリスも知ってるんだ。もしかして、君ものすごく強いの？」

「自分で言うのもなんだが──そこそこ出来る方だとは思います。ネネさんから空間停止も習ったし。そりゃあネネさんやクリスには足あし下もとにも及およばないですけど」

「じゃあ、一時的にも無理かな」

「どうして！　クリスは出来たんでしょ？」

「もう一度聞くけど、君はものすごく強いの？　──最強の魔装少女と呼ばれるぐらいにはさ」

　そういうことなのか。クリスは、恐おそろしいまでに強いから、戻もどることが出来たのか。

　逆に、クリスぐらい強くないと、一時的にも呪いを無効化することが出来ない。

　くそったれ！　万ばん事じ休すかっ！

「方法があるとすれば──」

「方法があるんですか？」

「女王に解かせる」

「やっぱり、そうなりますか」

　その方法は、前々から聞いていた。だが、絶望的な方法じゃないか。

「これは仮説なんだけど──女王の呪いは、病気の一種だと思う」

「ええ。俺もそう思います。細さい菌きん兵器か何かだと」

「それを治す薬を、女王は持ってるんじゃないかな？　治すのが薬ではなく技術の可能性もあるけど」

「女王しか……ダメか」

「ある意味、君の呪いは使えるかもね。きっと、君のことを覚えていないのは、女王も同じだと思うよ」

　そうか。女王の能力というより、細菌兵器だから、その効力は女王にも通じるんだ。

「つまり、女王に近づいて、ワクチンなりなんなりをだまし取るしかないと」

「問題は、どうやって会うか。だねぇ～」

「……うーん。とりあえず、色々当たってみます。ありがとうございました」

　ネネさんに会いに来て良かった。

　これで、やることは決まったな。

　と言っても、どうやって女王に会えばいいのか。ヴィリエに行く方法を探すか？

「じゃあ、頑がん張ばってね。少年」

　ぱちり。と小さくウインクして、マグカップを傾かたむけるネネさんに、俺はぐっと親指を立てた。

　やるっきゃねえな。







　電車を乗り継いで、我が町へと帰ってきた。

　自分の家に行く間、携けい帯たい電話を取り出して、とある所に掛ける。

　正直、これをするのが怖こわかった。

　もし、電話の向こうも話を聞いてくれなかったとしたら？

　それが怖くて、ためらっていた。

「こちら、マテライズ魔法学校ですぅ」

　その声は、おっとりのんびり。優やさしくて、可愛かわいい声、大先生のモノだった。

「大先生ですか？　俺です。相川歩です」

「誰だれ……ですかぁ？」

　やっぱり、大先生でもダメなのか。

「実は、ハルナの代わりに魔装少女をやらされてたんですけど」

「ふふ、あなた少女じゃないじゃないですかぁ」

　このやりとり、懐なつかしさを感じるなー。

「大先生。呪いを解くために、女王に会いたいんだが、どうすればいい？」

　本題だけ伝える。説明しても、どうせ忘れられてしまうのだから。

「あなたは……何者、ですかぁ？」

「あんたの味方ですよ。だから──」

　がちゃ。ツーツーツー。

　えー。切られたし。

　警けい戒かいされてしまったのか？　そりゃあそうだ。知らない男からいきなり電話があって、警戒しない訳がない。もう少し遜へりくだって喋しやべるべきだったな。

　家に戻ると、俺は恐る恐る居間へ顔を出した。

　そこには、プレートアーマーにガントレット姿の少女と、黒くろ髪かみのポニーテールの少女の二人がちゃぶ台を囲んでテレビを眺ながめている。

　その光景は、いつもと変わらなかった。

　一つ違ちがったのは──セラの視線。

「何者ですか？　ずけずけと人の家に上がってきて」

「ここは俺の家だよ！　……やっぱり、お前も俺のことを覚えてないんだな」

　ユーの隣となりに座り、木の葉のナイフを構えるセラを、俺は切ない目で見ていた。

　視線をユーへと動かす。

「お前も、俺を覚えていないのか？」

『ごめんなさい』

「そうか。ここは俺の家で、お前にゾンビにされたんだ」

『私が　あなたを？』

「ああ、そうだ。今は女王の呪いって奴やつで誰も俺を覚えていないみたいだが」

「……何を言っているのか、さっぱり分かりません。今すぐ出て行かないと、八やつ裂ざきにしますよ」

　セラ……そんな目で見ないでくれ。

　蔑さげすまされたり、汚お物ぶつを見るような目だったりしたことはあるけど──そんな敵意を剝むき出しにした目は、見たことがなかった。

　これなら、気持ち悪いって言われる方がまだマシだ。

　どうすりゃあいいんだ？　俺はこのまま、家も追い出されるしかないのか？

「ちょっと、帰ってくるの遅おそくない？　お腹なか空すいたんだけど」

　後ろから声を掛かけられて、俺は驚きよう愕がくに目を丸くさせて振ふり返る。

　そこには、アホ毛をピコピコさせた身長一四五センチメートルの少女、ハルナがいた。

「今、俺に話しかけたのか？」




「他ほかに誰がいんのさ。このバユムが！」




　両手を腰こしに当て、偉えらそうにふんぞり返る貧ぬー娘むすめ。『ランボルギーニ・カルボナーラ』と書かれたＴシャツを着ている。

　ハルナ……ハルナ！

　俺は無意識の内に立ち上がり、ハルナを抱だきしめていた。

　嬉うれしかったのだ。とても、とても。

「うきゅっ！　こら！　何すんだこの変態！　エローソンがっ！」

「俺を、覚えてくれてるんだな？　ハルナ」

「な、何泣いてんの？　アユム、今日はちょっとばかしキモキモなんだけど。いつもは六万キモーなのに今日は八万キモーなんだけど」

　顔を真っ赤にさせたハルナが俺の顔をぐいっと掌しよう底ていで押し上げる。

「ハルナ。知り合いなのですか？」

　セラの言葉に、ハルナは「ほえ？」と一言返し、何を言ってんの？　と言いたげな瞳ひとみを俺に向ける。

「実は色々あってな。誰も俺のことを覚えていないらしい。……なんでお前は、お前だけは覚えてるんだ？」

「はあ？　あたしが天才だからに決まってんじゃん！　バカにすんなよな！　一度見たモノは行った場所は忘れない！」

　ハルナは大先生曰いわく、女王への切り札。

　もしかしたら、呪のろいが効かない特とく殊しゆな力を持っていたりするんだろうか？

「とにかく、離はなれろよな！」

　手で突つっ張られ、俺はハルナから離れる。

　でも、本当に良かった。

　ハルナだけでも忘れていないなら、まだ希望はある。一四五センチメートルしかない、小さな希望。

　そのままトイレにいって、居間に帰ってくると──

「何者ですか？　いつの間に家の中へ」

　セラに睨にらまれた。

　ちょっと席を外すだけで、記き憶おくにリセットが掛かるのか。

「え！　またそんなこと言ってんの！」

『ハルナの　知り合い？』

「ああ、そういうことにしておいてくれ」

　溜ため息いきを吐つきながらちゃぶ台を囲むように座る。

　どうすりゃあいいんだよ。くそっ！

「あーもう面めん倒どうくさい！　ちょっと待ってろよなっ！」

　どたどたどたどた。どたどたどたどた。

　二階にあるハルナの部屋から、なにやらビデオテープを持ってきたハルナ。今の時代にＶＨＳて！　デッキがまだあるからいいけども。

「何をするのです？」

『バラエティ番組？』

　ビデオを再生するハルナ。我が家自じ慢まんのでかいプラズマディスプレイに映し出されたのは、結けつ婚こん披ひ露ろう宴えんハウトゥビデオだった。

　ハルナの可愛らしい声が、まるでお天気お姉さんのように淡たん々たんと流れる。

『レッスンワン。入場』

　ぱぱぱぱーん。ぱぱぱぱーん。

　結婚式のＢＧＭと共に俺とサラスが式場へ入場する姿が、そこにはあった。

『入場の時はインパクトが大事です。度ど肝ぎもを抜ぬきましょう』

「しいいいいんるぉおおおおうあいかああああわ！　あゆうううううううううんっむ！」

　アンダーソン君の声が響ひびく。そうか。度肝を抜くという意図があったからあんな司会進行になってたのか。

「相川、歩と言うのですか？　聞いたことのない名前ですね」

『でも　昨日の話』

「どうやら、ヴィリエの女王の呪いで、ハルナ以外の誰もが俺のことを覚えてないんだと。これは、その証しよう拠こ映像って訳だ」

「不思議なモノですね」

　攻こう撃げき的だったセラの目も、次し第だいに柔やわらかくなっていった。

『レッスントゥー。ケーキ入刀』

　織戸と三原がケーキ入刀する映像が流れた。

『最大のシャッターチャンスです。ここを逃のがせば──アホです』

　嫌いやなビデオだーっ！　気分を害するようなナレーションいれるなよ！

『頭で入刀したり』

　続いて、ケーキに顔面を押しつけられる織戸の姿。『ダメな例』として、×マークとぶっぶーという音が鳴る。

『スイカ割りの真ま似ね事ごとは、決してしないで下さい』

　目め隠かくしをした俺と友紀が、アンダーソン君に向かってナイフを振り下ろし、間かん一いつ髪ぱつでガードする映像が流れている。あー、あの時叩たたいたのは司会者だったのか。

　どんなときでも司会者席を離れない。鑑かがみのような男だよ！　アンダーソン君！

　セラとユーが真しん剣けんにハウトゥビデオを見ているのを横目に、ハルナが俺の耳元へ口を寄せた。

「……なあアユム。さっき大先生から電話あったんだけど、なんかあったのか？」

「ああ、大先生も俺のことを忘れているんだが、その呪いを解くために女王と会えないかって電話をしたんだ」

　そっか、なるほど。大先生は知らない男じゃなくてハルナと話をすることを選んだんだな。俺の言ってることが正しいのか、それをハルナで確かめようとしたんだ。

　ハルナはムッとしてアホ毛を直立させる。

「またあたしの知らないところでキモキモなことをしてたのか？」

「……ああ、それは否定しない」

「あたしを、また放ほったらかしにしたんだな」

　むっとした表情。

「でも、今回はお前に頼たよるしかないんだ。頼たのむ。女王になんとか会える方法はないのか？」

「ほえ？　あたしを頼ってるの？」

「ああ。お前しかいないんだ」

　ハルナはアホ毛をピコピコピコピコと壊こわれたメトロノームのように動かしていた。

「しゃーなしだな！　あたししかいないんなら、しゃーなしだな！　字余りっ！」

　俳句だったんだ。六、一一、六で俳句のつもりだったんだ。

　急に声が大きくなったハルナが少し気になったのか、セラがちらっとこちらを見て、すぐにテレビに視線を戻もどした。

「問題は、どうやって女王を呼び出すか──だが」

「普ふ通つうに『遊びに来い』って言えばいいんじゃない？」

「そんな簡単に来るかねー。あ、そういえばスケートのときにお前がやってた『スピードエマニエル』にえらい関心を示していたな」

「あー、あれをもう一回やる？」

「いっそ遊園地に誘さそってみるとか」

「遊園地？」

「ああ。ジェットコースターとかフリーフォールとかアトラクションがいっぱいあるところなんだが」

「なにそれ！　超ちよう行きたいんだけど！　じゃあ決まりだなっ！　あたしに任せろ！　名めい探たん偵ていと呼ばれた人の名にかけて段取り組んでやる！」

　自分勝手にもほどがあるよ！　しかし、そんなハルナだからこそ頼りになる。

「ハルナ。ありがとな」

「んなふっ！　いきなり何言い出すんだ！　こんな公共の場で！」

　まるで俺が卑ひ猥わいな発言をしたような言いぐさをするな。

「勘かん違ちがいすんなよな！　いちいちアユムの説明するのが面倒くさいだけなんだからな！」

「なあ、前々から気になってたんだが──なんで、俺の名前だけ覚えてるんだ？」

「うきゅ？　そう？　アユムだけじゃないと思うけどな」

「ユーとかセラとかは、呼ばないだろ？　そうか。お前、二人の名前はちゃんと覚えてるんだけど、呼んでないだけなんだな」

　そうだ。ハルナはセラやユーの名前を覚えていない訳じゃない。

　ハルナは興味がないモノの名前を覚えない。

　ずっと一いつ緒しよに暮らしてきて、興味がない訳がないだろう。

　現に、俺が名前を呼んだら、それが誰だれのことを意味しているのか理解している。

　呼べないだけ。

　じゃあ、なおさらに思う。俺はどうして名前を呼んでいるんだろう。

「……アユムはさ。死なないから」

「ん？」

「あたしの周りにいると、みんな死んじゃうんだ。みんないなくなっちゃうんだ。アユムは──初めてのその……死なない家族だから」

　家族。そんな言葉に、俺は思わず笑えみが零こぼれてしまった。

「ユーやセラも、家族じゃないのか？」

「あたしが家族だって思ったら……死んじゃうんだ！　死神なめんな！　だから、今はまだ呼べないの！　そんくらい分かれよな！」

　死神。ユーや女王が死を呼ぶ者と呼ばれていたように、ハルナもあっちではそんな風に呼ばれていたのかも知れない。──いつも、一人だから。

「死なせないさ。誰だれ一人ひとりとして」

「アユムなんかにミジンコほども期待出来ないんだけど、期待しとく」

　いつか、来ればいいな。ハルナがみんなの名前を呼べるときが。

「ちなみに、織戸とかの名前を呼ばないのも、それと同じ理由？」

「オリト……誰それ。祝詞のりとの一種？」

　……興味ないかー。完全に興味ないのかー。

「そんなことより、ホントに面倒くさいから、相談なんだけど」

　と声を掛かけたのは、俺にではなく、ずっと結婚披露宴ハウトゥビデオを見せられていた二人だった。

「なんでしょう？」

「アユムのことを忘れないために、ずっと目の届くところにいて貰もらうかんな！」

　相談じゃなく命令だーっ！　確かに、一緒に居る間は覚えているみたいだからな。

「ずっと……とは？」

「そりゃあ、ずっとだ」

「まさかとは思いますが、トイレや風ふ呂ろのときも？」

「なんとかしろよな！」

「それは困りますが、分かりました」

「分かっちゃうんだ！　いいのかよ？」

　意外だった。いつものセラならば、気持ち悪いの一言で退けるだろうに。

「ええ。あなたとハルナの言うことが正しければ、私はあなたと密接な関係にあった。そうですね？」

「ずっと一緒に暮らしてたんだから、まあそうだな」

「この胸の高鳴り──きっと私は、あなたと恋こい人びとだったのでしょう。ならば、問題はありません」

　………………えー。ちょっと整理しきれない。

　どういうこと？

『私も　構わない　彼と私は　魔ま力りよくで繫つながっていることが　確かく認にん出来た』

　こっちは納なつ得とくいきました。

「セラさん。俺とあんたはその……」

　犬けん猿えんというかなんというか。少なくとも、一緒にお風呂に入るなんてことは天地が逆転しても無理だったような関係だったはずだ。

「皆みなまで言わずとも、分かっていますよ。このような気持ちは、今までに感じたことがありませんでした。全く、私が恋こいをするなどと、にわかに信じがたいですが──あなたを信用します。いえ──私のこの気持ちを、信用したいと思うのです」

　セラはまるで乙女おとめのように、優やさしい笑顔を向けていた。

　なんでだろう。

「気持ち悪い」と言ってくれ。

「このクソ虫！」と言ってくれ。

「右う心しん房ぼうが爆ばく発はつすればいいですね」と言ってくれ。

　何故か、そう思った。








あとがき






　皆みなさんこんにちは。最近はまってるオンラインゲームはＣ９。木き村むら心しん一いちです。

　九巻、いかがでしたでしょうか？

　え？　これって短編集なんじゃないかって？

　ああ、うん。まあ、そんな感じ？　みたいな？

　しかし、今回はこの短編集こそが、九巻であると思えます。

　歩あゆむがこれまでにどんな日常を送っていて、それに満足していたのか。それをみんなに知って頂いただいた上で、今回のエピローグに繫つながる。

　短編集のようであって、本編なのです。

　この作品は、本編よりこっちの方が好かれる傾けい向こうにあります。世せ知ち辛がらいです。

　個人的には、もっとスリルショックサスペンスで愛いとしさと切なさと心強さが波はジェットコースターな作品にしたいと思っているのですが。







　さて、短編というモノは、コントだと思っています。

　面おも白しろいキャラクター、面白い言葉、面白い行動。

　切ない短編を書こうとしたとき、ドＳ……いや、ＤＯＳの担当編集に──

「あなたのへたくそなシリアスなんて、誰も見たくないです」

　と言われたので、恐おそらく、これからもコントを作っていくと思います。

　こりゃあ、ユーの過去話は触ふれないまま終わるかもしれんな。

　まあ、そんなコントを作る上で、必要になってくるものは当然ネタである訳で。

　人は誰しも、すべらな～い話をぉ、一つ持っているぅ。（ＣＶ若本）

　今までの交友関係。特に学生時代に出会った友人達の奇き行こうを参考にしたり、あいつらだったらどういう発想をするだろうとか、そんなことを考えながら、私は短編を作っています。

　中でも──

　ゲーマー。（保育園から高校まで同じ）

　メガネ。（小学校三年から中学まで同じ）

　そして、噓うそつき。（小学校五年から中学まで同じ）

　この三人が今でも交流がある変態たちです。

　今日はこの三人の話を少ししたいと思います。

　ゲーマーは「ドラクエ３のレベル上げといてー」と貸したら、次の日に『最後の鍵かぎ』を取りに行っていた。という逸いつ話わがあります。レベル８のロマリアだったのに。

　レベル上げやすいところを探してた──じゃねえよ！

　顔はジャッキー・チェンに似ていて、筋トレが趣しゆ味み。

　ある日、彼の家に泊とまった時、マリオカートをＳＦＣ、ニンテンドー64の両方を数時間プレイして完全に寝ねてしまったときの話です。

　私は、たまたま、本当にたまたまトイレへ行きたくなり、目を開けました。すると、隣となりで寝ているはずのゲーマーがいない。

　きょろきょろと辺りを見回しても、どこにもいない。私と同じくトイレにでも行ってるのかなと思ったら、ベランダに人ひと影かげ。

　彼はどうしてか、両手にマリオスコープを持って、上半身裸はだかでベランダの柵さくに片足を乗っけていました。

　両手が小こ刻きざみに震ふるえてるのは、恐らくマシンガンのように乱らん射しやしているのを思い描えがいているのでしょう。

　私は叫さけびました。

「なんでランボーやねん！　何してんねん！」と。

　いや、面白かったけども！　目覚めの一発にランボーは初めてだったから笑ったけども！　それ、俺が起きなかったらどうするつもりやってん！

　そんな彼も、もう二児の父です。







　メガネは女の子が大好きです。私が言うのだから、よっぽどでしょう。織おり戸ととは違ちがうところがありますが。

　空気を読むのが得意ですが、キレやすい。私に色々なモノを教えてくれた人物です。声優のラジオやＭＴＧや、イブ・バーストエラーなどなど。

　で、まあ、よくゲームをしたり、アホみたいな話をしたりしていました。

　恐らく、私が電話をすると一番長く話をする相手でしょう。

　ここで書けるようなエピソードは……正直ないなー。

　３Ｐ……いや、ないなー。

　割かつ愛あいします。

　口くち癖ぐせは「なるほどな」で、これは私にも移ってしまいました。







　さあ、ここでやっと一番話したかった噓つきに入ります。

　私の友人に一人、噓つきがいます。

　どのくらい噓を吐つくかというと、八割九分程度です。ベイブルースもびっくりの打だ率りつですね。

　見た目はおすぎとピーコを足して二で割ったような顔で、動き、言こと葉ば遣づかい、その全すべてがウザ気持ち悪い。

　彼と待ち合わせをすると、絶対木ぼく刀とうを振ふってます。

　そして、こちらに気付くと、「よっ！」と右手を少し挙げて近づいてきます。

　待ち合わせをしたのに、まるで、「奇き遇ぐうだねー」みたいな感じで近づいてくるのが鼻につきますが、みんな慣れたモノです。

　ゲーマーが「あいつ、なんでいつも木刀振ってんの？」と聞いたとき、私はしっかりとこう答えた覚えがあります。

「お前が言うなや」

　じゃあ、お前はなんでマリオスコープを抱かかえてたんだよと。

　噓つきの話に戻もどります。レンタル屋に行けば、ここにある映画は全すべて見たと言い、本屋に行けばここにある本は全部読んだと言います。

　お前は一日何時間の世界に生きてるねん。なんて言いません。どうせ噓だと分かっているからです。

　女にもとことんモテません。

　メガネの彼女にして──

「あんたの友達はこんなんしかおらんのか！」

　とキレられたことがあると聞きました。

　噓つきと遊ぶときは女を連れて行ってはいけない。これは鉄てつ則そくと言えるでしょう。

　噓つきの家は、私の家から歩いて五分もかからない場所にあります。

　なので、いつも唐とう突とつに現れては、「よっ！」みたいな感じに右手を挙げます。

　ある日、こんなことがありました。

　私がメガネと私の家で遊んでいたら、突とつ然ぜん噓うそつきが訪ねてきたのです。

「お前どうしてん！」

　私とメガネは驚おどろきました。

　噓つきは、服がびりびりに破けて、頭から大量の血が流れていたんです。

「今、ケンカしてきた」

　誇ほこらしげです。

「マジか！　大だい丈じよう夫ぶか！」

　私は噓つきに洗面所を貸しながら、心の中では──

「家に帰れや！　めっちゃ近いやん！　なんでウチ来んねん！」

　と思っていました。

　すると、メガネはあることに気付きます。

「あれ、ペンキちゃうか？」

　………………ああ。うん。血じゃないわ。

　その日、私たちは、噓つきの武ぶ勇ゆう伝でんを聞いてあげました。

　ウゼえ！　心底ウゼえわ！　普ふ段だん着ぎがヴァッシュ・ザ・スタンピードみたいな真っ赤なコートっぽいのもうざい！

　こんなこともありました。

　ラーメン屋に行って、チャーシュー麵めんを頼たのんだ噓つき。

　いざチャーシュー麵が届いたら、店員さんに──

「すいません。このチャーシュー、『豚ぶた』ですかねぇ？」

　ブタやわ！　焼やき豚ぶたやわ！　違ったら明記するって！　ていうか来てから確かく認にんすんのかよ！　ラーメン噴ふいたやんけ！

「俺、豚ダメなんだよね」

『これダメ』アピール！　これまたウゼえ！　その日、その言葉はゲーマーのお気に入りとなり、靴くつ屋やへ行けば「この靴くつ、豚ですかねぇ？」ゲーム屋へ行けば、「このゲーム、豚ですかねぇ？」と言い続けました。

　そんなある日のこと。

　噓つきの家に三人で遊びに行ったとき、いつもはクソ汚きたない部屋のクソ汚いテーブルが、少し綺き麗れいになっていて、テーブルの真ん中に一枚のレターを発見しました。

　ハートマークのシールで閉じられた、可愛かわいらしい封ふう筒とう。明らかにあれです。ラブレターです。それを見た私たち三人は、瞬しゆん時じに理解しました。

　あ、このラブレター噓やな──と。

　メガネがラブレターらしきものを手でぺーん！　と払はらうと、ゲーマーがコンビニで買ってきたコーラのペットボトルをどんとテーブルの真ん中に置き、私が──

「いやあ、昨日のテレビの話なんだけどさー」

　と話を始める。見事なチームワークでした。自じ画が自じ賛さんしても良いレベルと考えます。

　完全に無視。これに限るわ、ほんと。

　その日、帰り道にゲーマーが「あれ、なんやったんやろうな」と呟つぶやいたのには、まあ、正直同感でしたけどね。







　そんな三人とつい最近飲みに行きました。

　ゲームばっかりしていたゲーマーが結けつ婚こんして、真ま面じ目めに仕事をするなんて考えもしなかった。という話になり、メガネがゲーマーに聞きます。

「お前って仕事場ではどんな感じなん？」

　メガネは今でもメガネでした。

「ずっと無言やわ」

　そう言いながら、ゲーマーはまるで幽ゆう霊れいでも見つけた猫ねこのように目を大きく見開いて明後日あさつての方角を見ながらビタっと制せい止ししてました。

　電池の切れたロボットか！

　それにしても、噓つきの近きん況きようが気になった私は、何故かその日スーツ姿だった噓つきに話を振ります。

「そう言えば、お前今何してるん？」

　すると、噓うそつきはポケットから名めい刺し入いれを取り出し、私に名刺を出しました。

　そこに書かれていた役やく職しよく──代だい表ひよう取とり締しまり役やく社しや長ちよう。

　はいはい、噓うそ噓うそ。

　お前去年、郷ひろみを殴なぐってパチンコ屋のバイトクビになったて言うてたやん！　それも噓やろうけど！

　その名刺はみんなで灰皿に入れて焼きましたが、私はもっとネタを捻ひねり出そうと、噓つきの仕事内容に触ふれていきます。

　すると──

　ゲーマーがまるで電池の切れたロボットのように！

「あ！　仕事の話してたからか！　ごめんな！　話変えるな！」

　こうして、学生時代のことを喋しやべってたので、あとがきに書きたくなったのです。

　こんなアホみたいな、可愛らしさの欠片かけらもない日常を、いつか短編にしたいなー。

　そんなことを思いながら、今日もコントを作ってます。

　くそ！　尺しやくが足りない！







　最後に謝しや辞じを。

　こんな作品の九巻目までも手にとって下さった皆みな様さま、心より感謝しております。

　こぶいちさん、むりりんさん。本業が忙いそがしい中、仕事を増やしてしまってすいません。次のゲームの発売を楽しみにしております。

　アニメスタッフの皆様。いつもありがとうございます。

　編集部の皆様。最初は一巻で終わる可能性もあった今作を九巻まで見守って下さり感謝しております。

　それでは、皆様。次は一〇巻でお会いしましょう。

　歩の人生を懸かけた、命がけの接せつ待たい遊園地が、今始まる──
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